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きがしヤま

わが東大阪市の東にそびえ立つ生駒山地のふもとには、先人の残した貴重な

文化遺産、遺跡が数多く眠っています。瓢箪山駅の南に広がる縄手地区には、

縄手遺跡・馬場川遺跡など縄文時代の集落跡として学史上著名な遺跡をはじめ、

山腹には後期の群集墳である山畑古墳群があり、太古からの人々の活動の跡を

しのぶことができす。

段上遺跡もそうした遺跡の一つで、これまでの調査の結果、縄文時代から古

墳時代の遺構や遺物が発見されています。今回の調査では、弧状にめぐる弥生

時代後期の溝が検出され、その内部には完全な形を保った壷・甕 。高邦などの

土器が立錐の余地なく詰まっておりました。その他、古墳時代の掘立柱建物、

弥生時代中期の井戸 。土坑など大きな成果を挙げることができました。その詳

細は本書に記すとおりです。

本市としましては、これら遺跡調査の成果をいち早く公表し、埋蔵文化財の

保護・顕彰に努めてまいりたいと存じております。本書が埋蔵文化財調査の報

告書としてだけでなく、地域の歴史を掘り起こす冊子として広く読まれること

を期待します。

最後になりましたが、調査の実施にあたり多大なご協力を賜りました、大阪

府八尾土木事務所ほか関係機関に対し、厚くお礼申し上げます。

平成 14年 3月

東大阪市教育委員会



溝100出土弥生土器蓋



溝100出土弥生土器



口

1 本書は、主要地方道大阪東大阪線道路改良事業に伴う段上遺跡第12次発掘調査の概要報告書であ
る。

2 調査は(大阪府八尾土木事務所の依頼を受けて、東大阪市教育委員会文化財課が実施した。
3 調査にかかる費用は大阪府八尾土木事務所が負担・用意した。
4 現地の調査は平成12年 10月 1日から平成13年 3月 29日 まで、遺物整理は平成13年4月 1日 から平成
14年 3月 31日 まで実施した。

5 現地調査は菅原章太・岩間俊之を担当として実施した。遺物整理は槙原美智子を担当として実施
した。

6 本書の執筆は、 IoⅡ を菅原、Ⅲを岩間、Ⅳを槙原が行った。 Vは菅原・岩間・槙原の全員がま
とめた。

7 遺構実測図の水準高は、T.P.値 を用いた。
8 遺構写真は菅原・岩間が撮影し、遺物写真は株式会社コミュニカに委託の上、撮影した。
9 現地の土色および土器の色調は、農林水産省農林水産技術事務局監修・財団法人日本色彩研究所
色票監修『新版 標準土色帖』(2000年版)に準拠し、記号表示も同書に従った。
10 基準杭 。調査杭の打設は興亜測量株式会社に、空中写真測量は株式会社アコー ドに、それぞれ委

託の上実施した。

11 現地調査 。遺物整理及び報告書刊行にあたっては、下記の方々から多大なご協力をいただいた。

記して謝意を表する。

大阪府八尾土木事務所 ,生企工営株式会社・安西工業株式会社

12 現地調査および報告書作成にかかる遺物整理には、下記の方々の参加を得た。

八田美代子・西村 慶子 。高畑慎太郎・國分 陽介 。大木祥太郎・田中  実
川田 純子 。田中 良輔 。前島 ちか 。辰巳 友邦 。中谷 圭伸・朝平  琴
水沼  優 。佐藤 由美・宮浦 和也・藤本 留美 。大久 和子・釜田有理絵
南部 優里・植田 律子
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掘調査出土 滑石製紡鍾車 土坑16出
土 石庖丁 溝100出土 石庖丁

図版93 絵画文 。記号文のある土器
図版94 絵画文 。記号文のある土器
図版95 絵画文・記号文のある土器



I.調査に至る経過
大阪府では、国道170号線(外環状線)六万寺交叉点東側から府道枚方富田林泉佐野線へ至る新道路、

主要地方道大阪東大阪線を計画された。この段階で、大阪府教育委員会の担当により路線内で試掘調

査が実施され縄文～古墳時代の遺物が出土した。また周知の段上遺跡の範囲にあたり、大阪府八尾土

木事務所と東大阪市教育委員会とは取扱いの協議を重ねた。先の試掘では湧水が激しく現地表下-1.5

m以下については未調査であった。このため以深部の遺物包含状態についてデータを得るべく、平成
6年 2月 ～3月 に財団法人東大阪市文化財協会の担当で再度試掘調査が実施された(第 2次調査)。 その結

果、 トレンチの深奥部で縄文時代の遺構が検出され、現地表下-4～ 5mまでが調査の対象とされた。
発掘調査は路線の西側から進められ、平成6年 8月 ～平成7年 3月 まで第3次調査、平成7年 9月 ～平成8

年2月 まで第4次調査が財団法人東大阪市文化財協会の担当で実施された。発掘調査は東側へ進む予定

であつたが、大阪府から用地買収の事業を優先する旨の方針が出され、一時中断した。

平成12年 5月、前記の事業が終了し、東側の未調査部分について埋蔵文化財発掘の通知が大阪府八

尾土木事務所から提出された。発掘調査の実施については合意に達していたが、路線の東端近くでは

地山層が地表下浅く検出されることが予想された。そこで、調査の掘削深度のデータを得る目的で、

平成12年 6月 試掘調査を東大阪市教育委員会の担当で実施した。調査 トレンチは第 2図に示すとおり

で、4ヵ 所実施した。調査の結果、血。2と血 4の間で地山層が急激に落ち込むことを確認した。よって、

未調査部分のうち東側5分の3ほ どが地表下-1.2mまで(浅掘り部)、 西側5分の2ほ どが地表下-4.5m

まで(深掘り部)の調査掘削とする結論を得た。発掘調査は2ヵ 年の予定で行なわれることになり、平成

12年度は浅掘り部が選択された。なお、浅掘り部には里道があり電柱他の支障物の撤去に時間を費や

すことが判明したため、里道部分は翌年度に調査を行なうことになった。平成12年度の発掘調査は平

成12年 10月 1日 から平成13年 3月 29日 まで実施した。

廊 躙
第 1図 調査地点位置図
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Ⅲ.位置と環境・既往の調査
段上遺跡は、東大阪市下六万寺町3丁 目・末広町・六万寺町1丁 目にわたる縄文時代中期から中世期

にいたる集落遺跡である。

生駒山地西麓部には急峻な斜面を流下する小河川が形成する扇状地が随所で見られる。とくに東大

阪市域には幅広の段丘や扇状地が発達している。前面に広がる海とに狭まれた地帯は縄文時代以来、

遺跡の立地条件として好適であり、日下・神並・縄手・馬場川など学史的に著名な遺跡が点在する。

市域東南部の山腹に水源を発する鳴川渓は扇頂部で 2つの支谷に分岐するが、段上遺跡はこの 2つの

支谷、空川と長門川(河川名は現況による)が形成する扇状地の中央部から先端部にかけて立地する。標

高でT.P.8～ 15mの範囲に遺跡が広がつている。今回の調査地は遺跡の東端部にあたる。

段上遺跡は昭和45年ごろ下六万寺町の畑地で弥生土器や須恵器の破片が採集され、周知の遺跡と

なった。その後、昭和58年に電気ケーブル埋設工事に伴い、人孔部について小規模な調査が実施され

た(第 1次調査)。 調査の結果、中期～後期の弥生土器が出土し、とくに中期の甕・壺等 5点の一括遺物

が見られた。穿孔のある甕があり方形周清墓の存在が示唆されている。本遺跡は北の五合田遺跡と同

じく昭和30年代に開発が進行した地域で、発掘調査を伴うような大規模な開発が極めて少なく、時日

を推移した。大阪東大阪線道路新設事業に伴う第3次～第4次調査は本遺跡における初めての本格的な

調査である。第3次調査では縄文時代中期～後期の土坑 。自然流路、弥生時代中期の竪穴住居・土坑・

柱穴・溝、弥生時代後期の土坑・溝、古墳時代前期の土坑・濤など、第4次調査では縄文時代中期～晩

期に断続的に流下した自然流路、弥生時代中期の竪穴住居 。清・土坑・井戸、古墳時代中期の小型低

丘墳 2基などを検出し大きな成果を得た。また各時期の遺物も多量に出土した。とくに中期末～後期

前半の縄文土器や家形埴輪などは貴重な発見である。第 5次～第10次調査は下水管埋設に伴う調査で

弥生時代中期～後期、古墳時代後期の遺構・遺物が検出されている。第11次調査は国庫補助事業で弥

生～古墳時代の遺物とともに奈良時代の遺物が出土し注目される。

段上遺跡の調査成果と深く連関するのが東に接する縄手遺跡である。今回の調査地と指呼の間に位

置する縄手小学校・縄手中学校の敷地で、縄文時代後期前半の住居址11棟が検出されている。縄手遺

跡では石錘などの漁捗具、石皿・磨石などの調理具が見られ、活発な生業活動が窺われ該期の中核的

な集落といえる。縄手遺跡の南方には後期初頭・晩期前半に属する馬場川遺跡が所在し、多数の上偶

が出上したことで知られている。弥生時代中期の集落ははるか北方の鬼塚・西ノ辻・鬼虎川の各遺跡

まで隔絶しており、本遺跡周辺は希薄である。むしろ新設道路敷地内にあたる第 3～ 4次調査地や今

回の調査地に中期集落の 1つ の核が求められる可能性がある。後期には、山畑遺跡・岩滝山遺跡が扇

頂部に位置し、高地性集落として夙に知られている。縄手遺跡ではその北端部で後期前半の上器が良

好な状態で多量に出土している。前記の馬場川遺跡では後期後半の井戸が検出され、土器が一括出土

した。本遺跡の西に接する北鳥池遺跡では後期末から古墳時代前期初頭の上器が見つかり、該期の標

識遺跡となっている。南方のコモ田遺跡でも立会調査で後期の上器が出土したことがある。古墳時代

では、えの木塚古墳が注目される。縄手遺跡の内部にあたり小型の前方後円墳と推定されている。朱

が塗布されたヒレ付き円筒埴輪のほか子持勾玉も出土した。 4世紀末の築造と考えられている。

山腹の尾根筋には後期古墳が群集する。その中で山畑古墳群が著名である。最も低位置に築造され

たのが瓢箪山古墳(52号墳)で南北長50mの双円墳とされている。山頂付近には神感寺跡が所在する。

密教の山岳寺院で、出土遺物や伝世品から平安時代から室町時代まで存続したことが判明している。

このように段上遺跡周辺では、原始から連綿と続く、人々の多様な営みを窺うことができる。
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第 2図 試掘 トレンチ位置図
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Ⅲ.調査の概要
1)地区割 (第 4図 )

今回の調査は、主要地方道大阪東大阪線の改良事業に伴うものである。調査の範囲は、東西55.6m、

南北13.2mである。調査区は里道によって調査区が東西に分断するため、東側をA区、西側をB区とし

て、調査を行った。工事の都合により、A区の北東部を先行して調査した。A区、B区の調査面積は約

767∬である。

また、各地区での地区割は、既往の調査と、平成13年度の調査との整合性をもたすため、国土座標

系を使用した。 (建設省告示 (昭和43年))国家座標に基づく基準杭を打設し、5mメ ッシュで遺物の

取り上げを行った。調査地での各地区の位置及び座標位置は、第 4図の通りである。

2)調査の方法

今回の発掘調査にあたっては、地表面から上部0.5mを重機で掘削・除去し、下部0.7mを人力で掘

削、精査した。下部で遺構や遺物の検出に努め、写真の撮影や平面図・断面図の作成を適宜行つた。

3)層序 (第 5図 )

A区の層序

第 1層 境乱及び盛土。

第 lA層 オリーブ黒灰色 (5GY2/1)細礫混じり中粒砂。旧耕土。

第 2層 灰オリーブ色 (5Y5/2)細礫混じリシルト質中～細粒砂。床土。層厚は10～ 20cmである。

第 3層 灰オリーブ色 (5Y5/2)細礫混じリシル ト質中粒砂。鉄分を含む。層厚は10～ 20cmである。

第 3′ 層 灰オリーブ色 (5Y5/2)細礫混じリシル ト質中粒砂に灰オリーブ色 (5Y5/2)細礫混じり

シル ト質中～細粒砂が混じる。東側でわずかにみられる。

第 3a層 緑灰色 (10GY5/1)粘質中粒砂。細礫を含む。

第 3X層 近代の撹乱土。

第 4層 黄灰色 (2.5Y4/1)シル ト質細粒砂。細礫を含む。古墳～弥生時代の遺物包含層である。

第 4図 調査地区割図
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特に東側では包含層ごとにカットされており、再堆積した包含層である。弥生時代を主体

にするが、須恵器も混在する。深さは10～ 30cmである。

第4a層 第 3層が多量に混じる。
第4b層 第 3層が中量混じる。
第4c層 第 3層が少量混じる。
第4X層 暗褐色 (7.5YR3/3)中 ～細礫、明黄褐色 (10YR6/6)極細粒砂、緑灰色 (5G5/1)極細粒砂

の互層である。古墳時代の土器を多く含む。

第 5層 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)細礫混じリシル ト質細粒砂。弥生時代の遺物包含層である。
層厚は約20～ 30cmである。南側においてわずかにみられる。

第 5a層 褐色 (7.5YR4/6)シル ト。細礫を含む。
第 6層 青灰色 (5BG5/1)細 粒砂～シル ト。
第 7層 青灰色 (5BG5/1)シ ル ト～中粒砂。
第 8層 オリーブ黒色 (10Y3/2)粘土質細～中粒砂。
第 8a層 灰色 (7.5Y4/1)粘土混じり粗流砂～細礫。
B区の層序

第 1層 境乱及び盛土。
第 lA層  オリーブ黒色 (5GY2/1)4田礫混じり中粒砂。旧耕上である。
第 2層 オリーブ灰色 (5GY 5/1)細礫混じり中粒砂。層厚は10～44cmで ある。
第 3層 オリーブ灰色 (5GY 5/1)細礫混じリシル ト質中粒砂。鉄分を含む。層厚は10～44cmで

ある。

第 3A層 第 2層 と第 3層の混合土。第 3層 を主体にする。
第 3B層 第 2層 と第 3層の混合土。第 2層 を主体にする。
第 3C層 灰色 (7.5Y4/1)細礫混じり中粒砂。
第 4層 灰色 (7.5Y4/1)4田 礫混じリシル ト質細粒砂。層厚は4～30cmである。西側においては第
4A層が主体に変わる。

第 4A層 黒褐色 (10YR2/3)細礫混じリシル ト質細粒砂に少量のオリーブ灰色 (5GY 5/1)率田礫混
中粒砂が混入する。層厚は20～ 32cmで ある。

第 4B層 黒褐色 (10YR2/2)細礫。層厚は平均10cmである。西壁南側にわずかにみられる。
第 4C層 褐色 (10YR4/4)シルト質細粒砂。細礫を含む。
第 5層 第 4層 と第 6層の混合土。層厚は 2～ 20cmで ある。西側でわずかにみられる。
第 6層 褐色粗砂混じリシル ト。弥生時代の遺物包含層。
第 7層 暗緑灰色 (7.5Y4/1)中～粗粒砂。層厚は 4～22cmである。
第 8層 暗青灰色 (5BG4/1)粘 土混じり中～粗粒砂。
第 8A層 灰色 (10GY3/1)4田 礫。自然流路堆積層である。
清100

第 A層  オリーブ黒色 (10Y3/2)細礫混じり粘質シル ト。
第 B層  オリーブ黒色 (10Y3/2)粘質シル トに褐色 (10YR4/4)粗砂混じリシル トが混入する。
ピット

第 A層  灰色 (N4/)細礫混じり粘土。
第 B層 緑灰色(10G5/1)細礫混じり細粒砂に、灰色(N4/)細礫混じり粘土がブロック状に混入する。
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溝88

第 A層

第 B層

第 C層

第 D層

第 E層

第 F層

第 G層

第 H層

土坑30

第 A層

第 B層

第 C層

溝99

第 A層

第 B層

第 C層

第 D層

溝 100

第 A層

第 B層

溝95

第 A層

第 B層

4)遺構

付近のピットと同じ。

オリーブ黒色 (7.5Y3/2)細礫混じり粘質シルト。

オリーブ黒色(7.5Y3/2)粘質シル ト。

第 6層にオリーブ黒色 (7.5Y3/2)粘質シル トがブロック状に混入する。

黒褐色 (2.5Y3/2)粘土に第 6層が混入する。

第 8層 に黒褐色 (2.5Y3/2)粘土が混入する。

第 4層 とほぼ同じ。細礫を多く含む。

第 6層 とほぼ同じ。

暗緑灰色(7.5GY4/1)中～粗粒砂を主体に、褐色(10YR4/4)粗砂混じリシルトが少量混じる。

緑灰色 (5Y4/1)粘土混じリシル ト。

緑灰色 (5Y4/1)細礫。

暗灰黄色 (2.5Y4/2)細礫混じり細礫～粗粒砂。

暗灰黄色 (2.5Y4/2)細礫混じリシルト。

灰黄褐色 (10YR5/2)細粒砂。

暗灰黄色 (2.5Y4/2)粗～細粒砂。

オリーブ黒色 (10Y3/2)細礫混じり粘質シル ト。

オリーブ黒色 (10Y3/2)粘質シル トに褐色 (10YR4/4)粗砂混じリシル トが混入する。

暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)シル ト混じり中～細礫。

黄褐色 (2.5Y5/3)細礫混じリシル ト質細粒砂。

第 1遺構面 (第 6・ 7図 )

第 3層掘削後、第 1遺構面において、多数の鋤溝と溝、ピット2個、土坑 2基を検出した。

A区の遺構

鋤溝

南北方向に27条、東西方向に4条の鋤溝を検出した。概ね幅30～ 40cm、 深さ2～ 4cm程度を測る。

遺存状況は悪い。

溝

西部において溝 1を検出した。幅110～ 175cm、 深さ3～9cmを測る。溝55は中央区やや東側にお

いて検出した。幅140cm、 深さ6～ 12cmを測る。いずれも鋤溝と同様、南北方向にほぼ平行にはしる

ことから、耕作に伴う溝であるとおもわれる。

土坑

土坑 4は北辺が調査の都合上、確認することが出来なかったが、東西1.5m、 深さ16～ 19cmを測る。

西部中央付近において土坑 5を検出した。規模45× 55cmの精円形を呈し、深さ17cmを測る。

ピット

中央部やや南側においてピット2基を検出した。ピット100は直径20cmの円形を呈し、深さ13cm
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を 狽Iる。ピ ッ トH5は 直 径
18cmの 円形を呈し、深さ10cm

を測 る。柱痕跡は認め られな

かった。

B区の遺構

鋤溝

南北方向に33条、東西方向に

6条の鋤溝を検出した。概ね幅

30～ 40cm、 深さ 2～ 4cm程度

を狽!る。遺存状況は悪い。

清

東部 において溝22を検出 し

た。幅45～ 80cm、 深さ 6～ 8

cm。 中央部か らは溝33を検出

した。幅50～ 90cm、 深さ 9～

1lcm。 いずれも鋤溝と同様、

南北方向にほぼ平行にはしるこ

とから、耕作に伴う溝であると

おもわれる。

第 2遺構面 (第 8図 )

第 4層掘削後、第 4層基底面

において奈良～弥生時代後期の

遺構を検出した。ピット146個、

溝14条、土坑 4基を検出した。

清100(第 10。 11図 )

A区の中央部南側からB区の

西側にかけて、調査地を東西に

はしる弧状の溝を検出した。A

区において23m、 B区において

は17.8m、 未調査部分を含めて

全長が46.8mを浪1る。幅は狭い

個所で1.4m、 広い個所で2.lm、

深さは15～30cmを測る。また、

B区 においては溝99に切 られ

た状態で検出したため、南側の

肩に関しては検出できなかった。

A区においては上層の削平を強

く受けていることもあり、A区

中央はやや不定形である。弥生

後期の土器が大量に出土した。

¬ 牌抑 牌翌盟oに引

Y=-32800

Y=-32805

Y=-32810

Y=-32815

Y=-32820

Y=-32825

ャ P     I ヤ  1lm

第 6図  A区 第 1遺構面平面図

嘲
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「
W卜と均ヤ

―
―

      
妄

濤66

一

土器の出土量は溝の中位が大多

数を占め、ついで下位が多かっ

た。上位ではほとんどが細片で

あつた。B区 では本来完形で

あった土器が、後世の遺構に
~ 
よつて削平されていた。そのた

め土器は上にあたる部分を欠く

という状況であった。土器は東

へ行くほど強い削平を受けてい

る。東側は西側より土器の密集

一  度は低く、完形品も少ない。
A区の遺構

ピット91個、清 9条、土坑 3基

を検出した。

ピット群

_ 91基 が検出された。ただし、第
2遺構面においては奈良時代、

古墳時代、弥生時代後期の遺構

が同一面で検出されたため、遺

構の時期を明確にすることが出

来なかった。ピットの規模、形

状、出土遺物については表 1に

付す。

ピット24、  28、  32、  43、  48、

72、 81、 82、 94、 96を除く他

Y=-32835

Y=-32845

r―
ИИ脇

のピットは柱痕跡を残すことから、柱穴であると考えられる。掘立柱建物が建つことが考えられるが、

復元するには至らなかった。規模は小規模のものが多い。

溝

9条が検出された。溝71は東部において、南北にはしる状態で検出された。幅27～ 53cm、 深さ7

～12cmを測る。溝69、 72は溝71か ら枝状にはしる状態で検出された。古墳時代の遺物が出土した。

溝70は溝71付近から弧状に北にはしる状況で検出された。幅35cm、 深さ6cmを測る。69とつなが

る可能性も考えられる。古墳時代の遺物が出土した。中央部やや南側において東西にはしる状態で、

74を検出した。全長4.3m、 幅56cm、 深さ2～ 6cmを測る。75は東西方向に弧状にはしり、溝74、

ピット119に切られる状況で検出された。幅40cm、 深さ8cmを狽Iる。溝76は溝75か らlm離れた地

点においてほぼ平行にはしる状況で検出された。幅25cm、 深さ4～ 7cmを測る。遺物は検出されな

かった。西部において清78溝 100を切る状態で東西にはしる溝77を検出した。全長7.lm、 幅30cm、

深さ6cmを測る溝である。古墳時代の遺物が出土した。溝78は溝77に切られ、溝100と ほぼ平行に

東西にはしる状況で検出された。幅20～ 70cm、 深さ16～ 6cmを測る。古墳時代の遺物が出土した。

土坑

悴=一 MИ鶴挙=―И%側

第 7図  B区第 1遺構面平面図
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第8図 第2遺構面平面図
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第9図 第3遺構面平面図
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T.P+13.2m

T,P,+13.5m

lm
l                  l

第11図 溝100内土器出土状況立面図

土坑 9は中央部北側において、溝 100を切る状態で検出された。北側は調査範囲外になるため、全

形は把握することが出来なかった。溝になる可能性も考えられる。東西1.9m、 深さ25cmを狽1る。古

墳時代の遺物が出上した。土坑 7は西部南側において検出された。深さ14cmを測る。古墳時代の遺

物が出土した。

B区の遺構

ピット35個、溝 5条、土坑 1基を検出した。

ピット群

35個 を検出した。B区においてもA区 と同様、時期を明確にするには至っていない。ピット120、

133を除き、柱痕跡を残すことから、柱穴であると考えられる。掘立柱建物が建つことが考えられる

が、復元するには至らなかった。

溝

5条が検出された。中央部において、南北にはしる溝88を検出した。幅2.lmを測る。また溝88は東

西の際が一段深く、中央がテラス状になった状態で検出され、深さは東、中央、西へ42～46cm、 8
～22cm、 11～ 16cmと なる。さらに西側が溝100を切り、北へ伸びることから便宜上、西側を清88-

B、 東側を溝88-Cと 呼称した。奈良時代の遺物が出土した。中央部において溝88に切られる状況で

南北にはしる溝82を検出した。幅50～ 60cm、 深さ1lcmを測る。奈良～古墳時代の遺物が出土した。

溝96は中央部北側で検出した。南北にはしり、北側で枝状に分かれる。幅47cm、 深さ 7～13cmを は

かる。古墳時代の遺物が出土した。西部北側において、溝100をほぼ直角に切り、南北にはしる溝95

を検出した。南側は上層により削平されている可能性が高い。幅3.6m～ 6.Om、 深さ10～ 14cmを測

る。掘削後、下よリピット133、 134、 135、 土坑10が検出された。古墳時代の遺物が出土した。北

東から、清100に重なる状況で溝99が検出された。ほぼ直線的に溝に重なるため、南側の肩はどちら

のものとも決定しがたい。西側において、部分的に溝87を検出した。

土坑

北西隅において溝95を 掘削後、土坑10を検出した。全形は北西部が調査範囲外になるため、確認す

ることが出来なかった。深さは 8cmである。弥生時代後期の遺物が出土した。

第 3遺構面 (第 9図 )

第 5層掘削後、第 6層上面において弥生時代中期の遺構が検出された。ピット89イ固、溝 3条、土坑

０

１
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11基が検出された。

A区の遺構

A区ではピット74個、溝 1条、土坑10基、不明遺構 1ケ所が検出された。

ピット群 (表 1)

ピット10、 14、 19、 143は第 2遺構面では検出することが出来なかったが、新しい遺物が出土した

ことから、古墳時代の遺構であることが判明した。

ピット群は調査区全面に一様に存在しているが、特に中央部付近から西部、B区にかけての検出が

多い。またピット13、 15、 20、 216、 223を除き、他のピットには柱痕跡を残すことから、柱穴と考

えられる。掘立柱建物が建つ可能性があるが、復元するには至らなかった。規模はやや大きく一辺

65cm以上を測り、隅丸方形もしくは楕円形、円形を呈するピット19、 159、 183、 187、 197、 214

と、他の中～小規模のピットに大別される。弥生時代中～後期の遺物が出土。

溝

中央部やや西寄り付近において、東西方向にはしる溝 102を検出した。全長約2.9m、 幅40cmを測

り、深さは 5～ 10cmである。

土坑 (第 12図 )

土坑 1～ 3、 13～ 19、 が検出された。土坑1,2,3は調査先行部において畦にかかる状態で検出さ

T,P,+1
1コn

I         I

井戸14 層序
① オリーブ黒色 (10Y3/2)中～細礫混じリシルト。

② 暗オリーブ色 (7.5Y4/3)細礫混じリシルト質細粒砂。

① 黒色 (N2/)細礫と粘土混じリシルト。炭を多量に含む。

④ オリーブ黒色 (10Y3/1)中～細礫と粘土混じリシルト。

炭を含む。

① 暗青灰色 (5BG4/1)粘 土混じり中～細粒砂を主体にオ

リーブ黒色 (10Y3/2)シルトをブロック状に含む。

① 暗緑灰色 (75GY4/1)シルト～粘土。中礫を含む。

⑦ 暗緑灰色 (10GY4/1)シルト質粘土。

第12図 井戸 14

土坑15 層序
① 暗オリーブ灰色 (5GY3/1)粘土質シルト。炭を含む。

② 緑灰色 (10G5/1)中粒砂を主体にわずかに①が混じる。

① オリーブ黒色 (10Y3/2)粗粒砂混じり粘土。

土坑15実測図

-16-



れた。調査の都合上、設けた畦を外すことが出来なかったため、全形は不明であるが、深さは土坑 1

が4cm、 土坑 2は 3cm、 土坑 3は 6cmを預1る。遺物は検出されなかった。土坑 13、 17は西壁にか

かるため、全形は不明である。土坑13は幅68cm、 深さ12cmを測る。溝状に東西にはしる可能性も考

えられる。遺物は検出されなかった。土坑17は直径90cm、 深さ38cmの 円形状に収まると考えられる。

弥生時代中期の遺物が出土した。土坑15はほば中央部で検出された。 1,6× 1.8mの不整形であり、深

さ36cmを測る。南西部をピット189に よって削平される。弥生時代中期の遺物が出土した。土坑16

は西側中央で検出された。 1.5× 2.3mの不整形で、深さは53cmである。弥生中期の遺物が出土した。

井戸 (第 12図 )

井戸14は北側が調査範囲外に入るため、全体の規模を把握することが出来ないが、東西は1,5m、 深

さ59cmを測る。弥生時代中期の遺物が出土した。井戸 18は幅1.8× 2.3mの楕円形を呈し、深さ62cm

を測る。古墳時代の遺物が出土した。

不明遺構

先行部西端において、遺構 2が検出された。工事の都合により調査出来ず、規模及び形状について

は不明である。

B区の遺構

ピット15個、溝 1条、土坑 1基が検出された。

ピット群 (表 1)

東部北側隅においてピット186を検出した。直径32cmの円形を呈し、深さ13cmを決1る。ピット141

は中央付近、南側で検出した。東部は境乱されており、南部は南壁により、全形を確認することが出

来なかった。深さ12cmを浪Iる。ともに須恵器が検出されていることから、古墳時代の遺構であり、

第 2遺構面の遺構であることが判明した。

ピット群は調査区に点在する形で検出された。ピット225を除く他のピットには柱痕跡を残すこと

から、柱穴と考えられる。先述のA区に比べ、ピット数は少ない。ピットの径は平均65cm程度であり、

隅丸方形もしくは精円形、円形を呈する。大～中規模のピット138～ 140、 227、 229、 と平均30cm

程度の小規模のピット137、 225、 226、 230、 232、 233、 235に大別される。調査地東部南側につ

いては掘立柱建物が建つ可能性があるが、復元するには至らなかった。弥生時代中～後期の遺物が出

土した。

溝

溝 101は西部中央付近から南に伸び、L字状に西へ折れ、西壁にあたる。全長6.3m、 幅は0。4m～ 0.5

m、 深さは 5～ 8cmを測る。弥生時代中期の遺物が検出された。

土坑

西部南側において土坑 120を検出した長辺2.lm、 短辺1.8mを測る不整形であり、深さは25～ 35cm

を測る。弥生時代中期の遺物が検出された。

-17-



表1 ピットー覧表

ゴット 平面形
規模

(cm)
深さ

(cm)
出土遺物 どット 平面形

規模

(cm)

深さ

(cm)
出土遺物

1 不整形 78× 68 23 須。土・弥 53 不整形 68× 67 つ
々 土・弥

つ
々 隅丸方形 42× 30 7 土 54 楕円形 71× 61 つ

々 弥

つ
じ 楕円形 40× 22 7 土 55 円形 27× 23 8

4 円 形 38× 34 8 土 56 円形 33× 28 弥

? 36× 14 円形 38X32 つ
じ 土・弥 ?

6 隅丸方形 50× 46 58 楕円形 36× 28 ０
０ 塩・弥

7 精円形 29× 15 隅丸方形 75× 68 弥・石

8 円形 32× 32 つ
る 60 楕円形 40× 32 11 須・弥

9 楕円形 34× 25 3 61 不整形 40× 33 16 弥

10 円形 33× 33 ? 土 62 不整形 84× 77 11 須・弥

円形 29× 29 63 円形 24× 23

円形 34× 29 ０
じ 64 楕円形 33× 24 9

,日男多 60× 45 6 弥 円形 38× 34 弥

14 円形 36× 32 土 66 楕円形 46× 35 11 弥

楕円形 53× 41 8
な
υ 不整形 63× 57 9 須・弥

16 楕円形 51× 41 68 円形 32× 27 9 弥

円形 44× 33 10 69 隅丸方形 60× 45

18 楕円形 45× 30 つ
る 弥 円形 25× 23 須・土・弥

円形 62× 60 16 土・弥 不整形 58× 50 つ
々 弥

20 不整形 82× 50 5 72 円形 37× 33 7

21 ? ? ? 不整形 40× 36 16 須・弥
つ
る 円形 38× 38 土・弥 74 円形 25× 23
つ
る 楕円形 55× 38 塩・弥 円形 37× 33 10 須

24 不整形 76× 72 18 隅丸方形 48× 42

25 楕円形 48× 32 23 弥・石 隅丸方形 58× 46 14

26 円形 36× 30 19 弥 78 円形 35× 35 14

27 円形 36× 35 20 円形 50× 50 ０
∪ 弥

Ｑ
∪
つ
々 円形 18× 14 7 80 不整形 83× 72 10 弥

29 円形 46× 40 12 81 不整形 45× 26 弥

30 円形 56× 48 24 塩・弥
つ
る
０
０ 楕円形 32× 27 8 弥

円形 42× 40 つ
々 弥 83 楕円形 59× 45 弥

つ
々
０
じ 楕円形 46× 36 7 84 不整形 52× 42 弥

つ
じ
つ
じ 円形 30× 28 須 85 円形 20X18 7

34 楕円形 45× 35 19 弥 86 不整形 65× 50 弥

０
じ 楕円形 93× 33 20 弥

０
０ 不整形 55× 51 14 須・土・弥

36 楕円形 107× 36
16、 14、

14、 14
弥

０
∪
Ｏ
Ｏ 楕円形 53× 43 10 須・弥

Ｏ
じ 隅丸方形 53× 50 19 塩・弥 89 円形 52× 44

38 楕円形 63× 42 19 弥 90 不整形 120〉く97 弥

39 円形 86× 32 19 弥 91 不整形 65× 65 12 弥

40 円形 54× 49 26 弥・石 92 円形 32× 27 8 弥

41 隅丸方形 72× 68 13 弥 93 円形 27× 22 ０
る

42 円形 43× 37 18 弥 生 94 円形 67× ? 7

43 楕円形 42× 32 7 95 隅丸方形 55× 61 須・土・弥

44 楕円形 38× 27 6 96 円形 36× 31 6

45 円形 30× 27 18 弥
∩
ソ 隅丸方形 42× 40 10 弥

46 楕円形 53× 30 9 98 楕円形 53× 33 弥

47 円形 33× 27 7 99 楕円形 58× 47 弥

48 円形 28× 27 6 100 円形 20× 20 つ
々

49 楕円形 36× 28 楕円形 46× 37 つ
々

50 9 35× ? 10 弥 102 隅丸方形 73× 73 つ
ね

つ
々 弥

隅丸方形 93× 51 つ
じ 須・弥・石 103 円形 56× 53 16 弥

つ
々
Ｅ
υ 精円形 66× 57 土 ?・ 塩・弥・石 104 円形 32× 28 弥
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ゴット 平面形
規模

(cm)

深さ

(cm)
出土遺物 ピット 平面形

規模

(cm)

深さ

(cm)
出土遺物

105 円形 53× 53 10 弥 172 不整形 44× 34 つ
る

106 円形 42× 40 16 須・土・弥 円形 48× 40 15

107 円形 45× 40 須・弥 174 不整形 46× 38 18 弥

108 不整形 37× 32 23 弥 175 不整形 58× 40 ワ
ｒ

109 円形 46× 43 13 須・土・弥 176 円形 30× 26 4

110 円形 33× 23 20 弥 173 円形 34× 32 14

円形 52× 49 18 土・弥 180 円形 28× 26
112 隅丸方形 51× 49 12 塩・弥 182 円形 28× 26 8

113 楕円形 67× 43 須・土 。弥 183 円形 68× 62 つ
々 弥

114 楕円形 58× 42 弥 184 楕円形 68× 54 19 弥

115 不整形 32× 27 185 不整形 50X42 弥

116 円形 38× 33 弥 186 楕円形 100× 40 17 弥

117 円形 38× 36 18 土・塩・弥 187 隅丸方形 78× 64 弥

118 不整形 46× 36 188 円形 22× 20 8

119 精円形 62× 45 17 弥 189 楕円形 50× 42 20 弥

120 楕円形 56× 35 16 192 楕円形 62× 52 つ
と 弥

121 円形 33× 32 須・土・弥 193 円形 38× 38 12 弥

122 円形 42× 39 26 194 不整形 40× 40 19

123 楕円形 55× 38 ワ
‘ 弥 195 楕円形 45× 35 19 弥

124 隅丸方形 50× 43 つ
る 197 隅丸方形 67× 64 24 弥

125 隅丸方形 35× 32 弥 198 円形 38× 32 22 弥

126 楕円形 36× 33 18 弥 199 円形 33× 32 19

127 楕円形 39× 33 ? 土 200 円形 33× 26 20
128 円形 33× 28 13 201 隅丸方形 54× 52 23 弥

129 円形 46× 46 つ
る
つ
々 弥 202 円形 38× 38 ，

‘ 弥

130 楕円形 86× 46 23 弥 203 円形 53× 46 14 弥

131 円形 40× ? 30 弥 204 円形 43× 37 つ
ね 弥

132 隅丸方形 37× 36 つ
と 須・土・弥 つ

々 楕円形 35× 23
133 円形 55× 53 弥 206 隅丸方形 82× 54 つ

々

134 円形 40× 36 ０
じ 土・弥 207 円形 40× 34 19

135 隅丸方形 43× 33 25 須・土・弥 208 円形 26× 25

円形 21× 16 19 209 不整形 84× 43 弥

137 円形 40× 40 19 211 円形 45× 43 ク
ｒ 弥

138 円形 52× 48 19 212 精円形 53× 34 Ｏ
υ

139 隅丸方形 66× 52 つ
々
つ
つ 弥・石 214 円形 78× 67 20

140 楕円形 84× 50 弥 215 円形 56× 46 20 石

142 円形 32× 32 216 円形 86× 73 9

143 円形 72× 46 17 須・弥 218 不整形 54× 46 13 弥

144 円形 36× 34 8 219 隅丸方形 44× 38 16 弥

145 楕円形 26× 20 11 220 楕円形 72× 38 10 弥

148 円形 30× 26 12 221 円形 42× 40 ０
０ 弥

149 円形 26× 20 9 弥 222 隅丸方形 62× 52 13 石

150 隅丸方形 50× 36 9 223 隅丸方形 72× 66 10 弥

円形 38× 32 11 弥 224 不整形 90× 72 弥

152 精円形 38× 22 10 225 楕円形 46× 34 16 弥・骨
153 円形 26× 22 6 226 円形 40× 38 18 弥

157 30× 28 16 227 楕円形 46× 34 15 石

159 不整形 80× 58 つ
を 弥

つ
々
つ
々 精円形 62× 52 22 弥

162 ? 28× 22 つ
０ 230 円形 32× 28

164 円形 36× 36 つ
じ 弥 232 円形 24X22 14

165 円形 40× 34 つ
る 233 円形 30× 26 14

170 円形 38× 36 弥 234 楕円形 62× 40 16 弥

171 楕円形 52× 44 弥・石 235 円形 32× 32 12

出土遺物 ;須―須恵器、土―土師器、塩―製塩土器、弥―弥生土器、石一石器、骨―動物遺体
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Ⅳ.出土遺物
今回の調査で出土した遺物は、調査面積 (767∬)に比して非常に多く、コンテナ約200個になる。

遺物は遺構出土品もあるが、大半は溝である。

出土土器の器種として、壺は広日壷 。長頸壷・短頸壷・無頸壺
。台付無頸壺・ミニュチュア壺・壺

蓋、甕は大型甕・中型甕・小型甕・ミニチュア甕、鉢は大型鉢・小型鉢、高杯、器台などが見られる。

これらはさらに、器形 。文様・製作手法などの特徴からいくつかの型式に分けられる。以下において

器種ごとに各型式の特徴を記述する。胎土においては、肉眼および顕微鏡での角閃石が確認できたも

のを河内産とし、以下において角閃石を含まない場合のみ他地域産と記す事とする。また清100にお

いては、弥生時代後期にあたる畿内第V様式に属す土器であるが、混入品が一部認められる。

1)土器

試掘調査出土土器 (第 13図 1～ 12 図版 19・ 20)

弥生時代後期に属す。 1は長頸壷。平底から無花果形に近い体部に、直立気味の頸部からなだらか

に外反する日縁部、日縁端部は丸くおさめる。調整は内面頸部ハケメ (11/1.5cm)、 体部ヘラケズリ、

底部には工具痕が見られ、外面ハケメ (同原体)後密なヘラミガキが施される。外面に黒斑あり。回

径12.4cm、 器高21.4cm、 底径4.3cm、 体郡最大径14.lcm。 色調はにぶい橙色(5YR6/4)。 にぶい黄

橙色 (10YR7/2)を呈する。 2は広口壷。外弯する口頸部、日縁端部はわずかに上下に肥厚する。調整

は内外面共頸部に同原体によるハケメ (8/cm)が施される。体部内面に黒斑あり。日径12.4cm。 色

調は内面にぶい黄橙色 (10YR6/4)、 外面にぶい褐色 (7.5YR6/3)を呈する。 3は広口壷。外傾する頸

部に、上方に短く立ち上がる日縁部、日縁端部は面をもつ。調整は内面横方向のハケメ (8/cm)、 外面

口縁部にはクシ状工具 (3/0,9cm)に よる刺突文、日頸部境に 1条の沈線が施される。日径 15。 2cm。 色

第13図 試掘調査出土土器実測図
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調は内面灰白色 (2.5Y8/2)、 外面浅黄橙色 (10YR8/3)を 呈する。 4・ 5。 8は甕。 4は球形の体

部から外傾する短い日縁部、日縁端部は面をもっておわる。調整は内面日縁部 。外面体部にハケメ

(8/cm)、 内面体部には粗い板状工具によるナデが施される。外面煤付着。口径13.Ocm、 器高11.5cm、

底径4.4cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/3)、 外面にぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。 5はなで

肩の体部から「く」の字形に外反する日縁部、日縁端部は上方につまみあげ尖り気味におわる。調整

は内面ヘラケズリ、外面には夕タキメ後ハケメ(3/cm)が施される。日径17.2cm。 色調は内面黄灰色

(2.5Y5/1)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。 8は 「く」の字形に外反する日縁部、口縁端部は面をも

ち下方にわずかにつまみ出される。調整は内面日縁部ハケメ (6/cm)、 林部ヘラケズリ、外面にはタタ

キメ後ハケメ (同原体)が施される。日径 17.6cm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を呈する。 6・ 7は鉢。
6は椀形の林部から外反する日縁部、日縁端部は上方にのび、面をもち終わる。調整は内面ハケメの

ちナデ、外面日縁部にはクシ状工具 (8/cm)に よる刺突文が施される。日径 14.Ocm、 器高7.5cm、

底径3.8cm。 体部最大径12.2cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。 7は内傾しながら直線的
に日縁部までのびる。調整は内面ハケメ (8/1.8cm)、 外面夕タキメ、底部には焼成前の穿孔が施され

る。日径11.4cm、 器高11.4cm、 底径4.Ocm。 色調は内面にぶい赤褐色 (5YR5/4)、 外面橙色 (5YR6/6)

を呈する。 9～ Hは高杯。 9。 10は ITh部に稜をもち、さらに大きくひらく日縁部をもつ。調整は内外
面共ジグザグ状のヘラミガキが施される。 9は口径31.Ocm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/4)、
外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。 10は 日径274cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈す

る。Hは椀形の外部をもつ。調整は内外面共密なヘラミガキが施される。日径 15.4cm。 色調は内面
にぶい黄褐色(10YR5/3)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/3)を呈する。12は脚台。高lTNの脚部と思われ

るが定かではない。ラッパ状にひらく裾部をもつ。調整は内面ハケメ (3/cm)、 外面ハケメ (同原体)後

ヘラミガキが施され、脚柱部に円孔を穿つ。裾部径18.5cm。 色調は橙色 (7.5YR7/6)を呈する。

溝100出土土器 (第 14～ 39図  図版20～ 79)

出土土器の器種としては、広口壷・無頸壺 。小形壷・短頸壷 。長頸壷 。台付直口壺・甕・台付甕・

高lTh・ 鉢・器台・壷蓋・甕蓋・把手付コップ形土器・ミニチュア土器などがある。器形・文様・製作

手法などの特徴からいくつかの型式に分けられる。以下、器種ごとに各型式の特徴を記述する。

広日壷 (第 14～ 18図  図版20～ 28)
日縁部の形態から、下方に拡張するもの (広口壷A)、 頸部から日縁部にかけて 「S」 字状になだら

かに外弯するもの (広日壺B)、 無花果形の体部から屈曲して大きく外弯する日頸部、日縁端部はわず

かに肥厚するもの (広口壷C)、 直立する頸部から屈曲して日縁部は外折するもの (広口重D)、 直線的

に外方にのびる頸部、日縁部は内弯するもの (広口壷E)がある。

広口壷A(第 14～ 16図 16・ 17・ 19～ 21・ 24～ 30。 32～39 図版20～ 23)
球形にちかい体部に、短く直立した頸部から、外反する日縁部、日縁端部は下方に拡張する形態の重。

16。 17・ 19・ 20は大形に属す壷①16の 調整は内外面共ハケメ(10/cm)後 ヘラミガキ、日縁部端面に

は 3条の凹線文と円形竹管文が施される。日径21.6cm、 器高39.3cm、 底径5.7cm、 体部最大径29.7cm。

色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/3)、 外面にぶい橙色 (5YR6/3)を 呈する。 17の調整は一部に板状工

具によるナデとヘラミガキが見られるが、風化のため詳細不明。口径24.2cm、 器高47.4cm、 底径6.2cm、

体部最大径36.7cm。 色調は橙色 (5YR6/6)を呈する。19の調整は内外面共ハケメ(5/cm)後 ヘラミガ

キ、日縁部端面には 5条の凹線文と円形浮文に竹管文が施される。口径25.5cm。 色調は橙色 (5YR6/
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6)を呈する。20の調整は内面口頸部・外面体部ヘラミガキ、外面頸部にはハケメ(10/Cm)が施され

る。外面肩部のヘラミガキは分割性をもつ。口径25。 lcm、 器高40.Ocm、 底径6.5cm、 体部最大径33.2cm。

色調は内面灰黄色 (2.5Y6/2)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/3)を呈する。21の調整は内面著しい磨滅の

ため詳細不明、外面にはヘラミガキが施される。日径23.2cm。 色調は内面にぶい赤褐色(5YR5/4)、

外面橙色 (7.5YR6/6)を呈する。24はやや日頸部が短い。調整は内面頸部工具痕、外面にはヘラミガ

キ後肩部に 2帯の櫛描波状文 (5/0.8cm)と 直線文(同原体 )、 日縁部端面にはクシ状工具による沈線文

(3/0.8cm)が 施される。日径12.4cm。 色調は内面灰黄色 (2.5Y6/2)、 外面褐色 (7.5YR4/6)を 呈する。

25は短い口縁部。調整は内外面共ハケメ(9/cm)後外面ヘラミガキが施される。日径12.8cm。 色調は

内面明褐色 (7.5YR5/6)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。26の調整は内外面共ヘラミガキ、日

縁部端面には 2条の凹線文が施される。日径16.6cm。 色調は内面褐色 (10YR4/4)、 外面灰黄褐色

(10YR4/2)を呈する。27の調整は内外面共ハケメ(4/cm)、 日縁部端面下方にはキザミメが施される。

日径20.2cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)を呈する。28の調整は内外面共ハケメ(8/cm)後ヘラ

ミガキ、日縁部端面にも同原体によるハケメが施される。日径17.8cm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を 呈

する。29は器台の可能性もあり。調整は内面ハケメ、外面工具痕、日縁部端面には 4条の凹線文と円

形浮文に竹管文、回縁部端面上方にキザミメ、内面日縁部には櫛描波状文が施される。外面に赤色顔

料による朱 と黒斑あ り。日径23.2cm。 色調は内面にぶい黄橙色 (10YR6/4)、 外面にぶい褐色

(7.5YR5/4)を 呈する。30の調整は内外面共ハケメ(10/cm)後ヘラミガキ、内面頸部下半に一部ヘラ

ケズリ、日縁部端面にも同原体によるハケメが施される。日径25.2cm。 色調は内面にぶい橙色

(7.5YR6/4)、 外面褐色 (7.5YR4/6)を呈する。32は 日体部と底部に接合面は見られなかったが、同一

個体と思われる。調整は内面と外面体部ハケメ(15/1.5cm)後 ヘラミガキ、外面頸部に同原体によるハ

ケメ、頸林部境にはヘラによるキザミメ、日縁部端面に4条の凹線文と円形竹管文が施される。日径

27.4cm。 色調は内面日頸部明赤褐色 (5YR5/6)、 体部上半暗灰黄色 (2.5Y4/2)、 体部下半オリーブ黄

色(5Y6/3)、 外面橙色(5YR6/8)・ 灰黄褐色 (10YR5/2)を呈する。33の調整は内面著しい磨滅のた

め詳細不明、外面にはヘラミガキが施される。日径27.Ocm。 色調は内面暗灰黄色 (2.5Y5/2)、 外面黄

褐色 (10YR5/8)を呈する。34の調整は内面ヘラミガキ、日縁部端面には円形浮文に竹管による押捺

が施される。日径30.4cm。 色調は橙色 (7.5YR6/8)を 呈する。35の調整は内外面共ヘラミガキ、日縁

部端面には 2条の凹線文と円形浮文に竹管文が施される。内面に黒斑あり。日径25.2cm。 色調は内外

面共明褐色(7.5YR5/6)を呈する。36の調整は内外面共ハケメ(7/cm)、 日縁部端面には4条の四線文と

円形浮文に竹管文が施される。日径15.8cm。 色調にぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。37の調整は内外

面共ハケメ(5/cm)、 内面口縁部櫛描波状文 (8/1。 lcm)、 外面頸部には無数のU字形竹管文、日縁部端

面にはU字形竹管文とその上からさらに円形浮文にU字形竹管文が施される。日径16.Ocm。 色調は内

面にぶい黄橙色(10YR6/4)、 外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。38の調整は内外面共ヘラミガキ

が施される。日径21.2cm。 色調は内面黄灰色 (2.5Y5/1)・ にぶい橙色 (5YR6/4)、 外面橙色 (7.5YR7/6)

を呈する。39の調整は内外面共ハケメ後ヘラミガキが施される。日径25.Ocm。 色調は内面明褐色

(7.5YR5/8)、 外面灰黄褐色 (10YR5/2)を呈する。

広口壷B(第 17～ 18図 70・ 74・ 80～ 83 図版25,27・ 28)

球形にちかい体部に、短くなだらかに外弯した口縁部、日縁部端面に文様をもつものはあるが、端

部は拡張しない形態の壺。70の調整は内面口縁部ヘラミガキ、内面体部と外面にはハケメ(6/cm)が

施される。日径13.Ocm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。74の調整は内外面共ハケメ(7/cm)

-26-



20cm
l              l

第 18図 溝 100出土土器実測図

-27-



が施される。体部最大径部位に lヶ所の円孔を穿つ。日径15.4cm、 器高30.Ocm、 底径5.6cm、 体部

最大径27.Ocm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。80～ 82は肩部に「W」 の字形を横向きにしたよう

なヘラによる記号文がつく。80の調整は内面ナデ、外面にはハケメ(6/cm)後ヘラミガキが施される。

合部下半部に大・小形 2ヶ所の円孔を穿つ。口径12.Ocm、 器高 18.5cm、 底径4.6cm、 体部最大径14,7cm。

完形。色調明赤褐色 (5YR5/6)を 呈する。81の調整は内面工具痕、外面にはクシ状工具によるナデ

が施される。日径 14.8cm、 器高19,3cm、 底径 5。4cm、 体部最大径 17.7cm。 色調はにぶい橙色 (5YR6/4)

を呈する。82の調整は内面ハケメ (4/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。日径

15,Ocm、 器高24.4cm、 底径4.lcm、 体部最大径18.7cm。 色調は内面黒褐色 (10YR3/1)、 外面にぶ

い黄橙色 (10YR7/3)を呈する。83の調整は内外面共ハケメ(10/cm)が 施される。日径 13.3cm、 器高

21.lcm、 底径4.5cm、 体部最大径16.7cm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR6/4)、 外面にぶい黄橙色

(10YR6/4)を呈する。

広口壷C(第 14～ 17図 13・ 56～ 58。 71 図版23～ 25)

やや偏平な無花果形の体部に、ラッパ状にひらく日頸部、日縁端部はわずかに拡張する形態の壷。

13の調整は内面ナデ、外面体部にはヘラミガキが施される。内面日縁部櫛描波状文、外面頸体部境同

原合による波状文・直線文 (4/1,2cm)が見られる。日径13,9cm、 器高25,3cm、 底径5。 4cm、 体部最

大径25.5cm。 色調は内面にぶい赤褐色(5YR5/4)、 外面にぶい褐色 (7.5YR6/3)を 呈する。56の調整

は内外面共にハケメ(12/cm)が施され、日縁部端面にはクシ状工具による4条の沈線文が見られる。

日径16.Ocm。 色調は内面にぶい赤褐色 (5Y5/4)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。57の 調整は

内外面共ハケメ(12/cm)が 施され、頸体部境に一部ヘラ状工具による刺突文が見られる。日径12.5cm。

色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。58の 調整は内外面共ハケメ(10/cm)が施され、外面頸部

には縦一列に円形竹管文が見 られる。日径14.4cm、 体部最大径20.6cm。 色調は内面にぶい橙色

(7.5YR6/4)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。71の調整は内外面共ハケメが施されるが摩滅のため詳

細不明。日径13.2cm、 器高20.5cm、 底径 5。 lcm、 体部最大径 19.lcm。 色調は内面褐灰色 (7.5YR5/1)、

外面にぶい橙色 (5YR7/3)を呈する。

広口壺D(第 14・ 15。 17・ 18図 14・ 15。 18・ 50～ 55。 59～ 69,72・ 73・ 75。 76・ 78,79図版22・ 23。 25・ 26)

直立する頸部から、日縁部は屈曲して外反する。日縁部端面に文様をもつものはあるが、端郡は拡

張しない形態の重。14の体部は偏平な球形をもつ。調整は内外面共ハケヌ(6/cm)後ヘラミガキが施

される。日径15.8cm、 器高27.3cm、 底径5.lcm、 誉部最大径27.9cm。 色調は明褐色 (7.5YR5/6)を

呈する。15の体部はほぼ球形をもち、中央部が上げ底気味の底部をもつ。調整は内面頸部ヘラケズリ、

体部ハケメ (8/cm)、 外面頸部同原体によるハケメ、体部にはヘラミガキが施される。口径 14,4cm、

器高22.8cm、 底径5.2cm、 体部最大径20.6cm。 完形。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を 呈する。 18

の調整は内面ハケメ(14/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後ヘラミガキが施される。日径20.Ocm。 色調

はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。50の 日縁端部は丸味をもつ。調整は内面ハケメ(10/cm)、 外面

にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。日径 12.lcm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈す

る。51の 日縁端部は下方につまみ出す。調整は内面工具痕、外面にはハケメ(8/cm)後ヘラミガキが

施される。日径13.4cm。 色調は内面黄褐色 (2.5Y5/3)、 外面褐灰色 (5YR4/1)を 呈する。52の 回縁端

部は下方につまみ出す。調整は内外面共ハケメ(9/cm)が施され、内面肩部にシボリメが見られる。黒

斑あり。日径10.8cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/4)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。53の
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口縁端部は下方につまみ出す。調整は内面頸部ハケメ (6/cm)、 体部ナデ、外面にはハケメ (同原答)後

ヘラミガキが施される。内面に黒斑あり。日径12.2cm。 色調は内面暗灰色 (N3/)、 外面にぶい褐色

(7.5YR5/4)を 呈する。54の 日縁端部は下方につまみ出す。調整は内面ハケメ (9/cm)、 外面には夕夕

キ (3/cm)後ハケメ (同原体)が施される。日径13.4cm。 色調は褐色 (7.5YR4/4)を呈する。55の 日縁

部端面に 2条の凹線文、日縁部下端を下方につまみ出す。調整は内面口縁部ヘラミガキ、頸部ハケメ

(9/cm)、 外面には同原体のハケメが施される。日径14.Ocm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。

59の調整は内外面共ハケメ(7/cm)が施される。日径 14.Ocm、 体部最大径19.4cm。 色調にぶい橙色

(7.5YR6/4)を 呈する。60の 日縁部端面に円形竹管文が見られ、日縁端部を下方につまみ出す。調整

は内面ハケメ (5/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後ヘラミガキが施される日径 15.5cm、 体部最大径

22.4cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。61の外面肩部に暗文状の波状文、日縁部端面には

クシ状工具による沈線文が見られ、日縁端部を下方につまみ出す。調整は内外面共ハケメ(5/cm)が施

される。日径 13.2cm、 林部最大径 17.4cm。 色調は内面橙色 (7.5YR6/6)、 外面明褐色 (7.5YR5/6)を

呈する。62の 日縁端部は下方につまみ出す。調整は内外面共ハケメ(10/cm)後内面日縁部にはヘラミ

ガキが施される。日径16.6cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈する。63の 日縁端部はわずか下

方につまみ出す。調整は内面ハケメ (3/cm)、 外面にはハケメ(7/cm)後ヘラミガキが施される。日径

13.6cm、 体部最大径22.4cm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。64は直立する頸部から短い口

縁部をもつ。調整は内外面共ハケメ(7/cm)が施される。日径10.8cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)

を呈する。65の外面頸部に縦一列に円形竹管文が見られる。調整は内面頸部・外面ハケメ (8/cm)、

内面体部にはナデが施される。日径12.4cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR5/4)を呈する。66の調整は

内面板状工具によるナデ、外面体部には同工具によるナデ後ヘラミガキが施される。日径12.8cm。 色

調は橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。67の調整は内面ハケメ(11/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後夕タキ

メ(4/cm)が施される。口径13.6cm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。68の調整は内外面共ハケメ

(6/cm)が施される。日径 17.Ocm。 色調は内面褐色 (7.5YR4/6)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈す

る。69の 日縁端部は上方につまみ出す。調整は内面頸部ヘラケズリ、外面頸部にはユビ圧痕が施され

る。日径14.6cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。72の 日縁郡端面に1条の沈線が見られ

る。調整は内面頸部ヘラミガキ・答部ハケメ(6/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後ヘラミガキが施され

る。日径 16。 2cm、 器高27.4cm、 底径 5。3cm、 体部最大径25.3cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR6/3)、

外面にぶい褐色 (7.5YR5/3)を 呈する。73の外面肩部にヘラによる円形文、体部最大径部位に円形文

と2条の直線文が見られる。調整は内外面共ハケメ(10/cm)が施される。日径 14.lcm、 器高26.4cm、

底径 5。 3cm、 体部最大径22.4cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。75の外面頸部に4個の

円形竹管文、体部最大径部位に円孔を穿つ。日縁端部は下方につまみ出す。調整は内外面共ハケメ

(11/cm)が施される。日径13.4cm、 器高21.6cm、 底径5,3cm、 体部最大径17.8cm。 完形。色調は内

面淡橙色 (5YR8/4)、 外面淡橙色 (5YR8/4)を呈する。76の 日縁端部は丸くおさめる。調整は内外面

共ハケメ(6/cm)が施される。日径 10,cm、 器高21.5cm、 底径4。4cm、 体部最大径16.3cm。 色調は内

面灰褐色(5YR5/2)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/3)を 呈する。78の内面口縁部に半円状のヘラによる

線刻が見られる。日縁端部は丸くおさめる。調整は内外面共ハケメ(10cm)が施される。日径 12.4cm。

色調は内面明褐色 (7.5YR5/6)、 外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。79の調整は内面ハケメ、外面

にはハケメ(同原体)後ヘラミガキが施される。日径13.Ocm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。
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広日壷E(第 18・ 20図 22・ 23・ 109 図版 20・ 39)

外方に開く頸部から、屈曲して内弯気味に立ち上がる口縁部をもつ形態の壺。22の外面 日縁部に櫛

描波状文 (原体 11/1.2cm)、 頸部には同原体による櫛描直線文が見 られる。日縁部端面は上方に面を

もつ。調整は内外面共ナデが施される。外面に黒斑あり。日径 14.8cm。 色調は内面にぶい黄褐色

(10YR5/4)、 外面明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。23の 回縁部端面は丸くおさめる。調整は内外面

共ハケ状工具によるナデが施される。日径13.4cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。 109は

広口壷に属すかどうか困難な形態。調整は内外面共にハケメ(5/cm)が施される。日径11.6cm、 器高

23.9cm、 底径5,Ocm、 体部最大径17,9cm。 完形。色調はにぶい黄橙 (10YR5/4)を呈する。

無頸壷A(第 16図 40。 46～ 49 図版27・ 28)

球形の体部から口縁部をもつ形態の壷。40は扁平な球体から、わずかに上方に直口する日縁部。口

縁端部は尖り気味におわる。日頸部境に 2個 1単位の紐孔を穿つ。調整は内面工具によるナデ、外面

にはヘラミガキが施される。日径7.5cm、 器高12.8cm、 底径5.2cm、 体部最大径15,7cm。 色調は内

面にぶい褐色 (7.5YR6/3)、 外面灰褐色 (7.5YR6/2)を呈する。46はなで肩の無花果形の体部に、わ

ずかに立ち上がる日縁部。口縁端部は丸くおさめる。調整は内面ナデ、外面にはハケメ (10/cm)が

施される。日径7.4cm、 器高8,3cm、 底径3,8cm、 体部最大径9.3cm。 色調はにぶい橙色 (5YR6/4)

を呈する。小形壷に属すとも考えられる。47はなで肩の体部から、短く外反する日縁部。日縁端部は

やや丸みをもつ。日頸部境に2個 1単位の紐孔を穿つ。調整は内外面共磨減のため詳細不明。口径

H.2cm。 色調は内面暗灰黄色 (2.5Y5/2)、 外面灰黄褐色 (10YR5/2)を呈する。48は肩の張る林部に、

直口する日縁部。日縁端部はやや尖り気味におわる。調整は内面ナデ、外面にはヘラミガキが施され

る。日径 10。4cm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。49はなで肩の体部に、直口する日縁部。日縁端

部は上方に面をもつ。日頸部境に2個 1単位の紐孔を穿つ。調整は内面ハケメ (7/cm)、 外面にはハケ

メ (同原体)後ヘラミガキが施される。外面に黒斑あり。日径H.4cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)

を呈する。

無頸壷B(第 16図 41・ 42 図版27)

球形の体部から、そのまま上端を回縁とする形態の壺。41は台付無頸壷。脚部は欠失。体部最大径

部位に凸帯状の段をもつ体部から、日縁端部は丸くおさめる。調整は内外面共ヘラミガキが施される。

日径 10。4cm、 体部最大径20.Ocm。 色調は内面暗灰黄色 (2.5Y4/2)、 外面黒褐色 (2.5Y3/2)を 呈する。

42は丸底から、日縁端部は尖り気味におわる。日縁端部に2個 1単位の紐孔を穿つ。調整は内面ナデ、

外面にはヘラミガキが施される。日径3.lcm、 器高5.2cm。 完形。色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を 呈

する。

小形壺 (第 16図 43～45 図版28)

43は双耳の把手をもつ小形の直口重。把手は痕跡を残すにとどまる。平底から内弯しながら立ち上

がる体部に、日縁部は直日する。日縁端部は尖り気味におわる。調整は内外面共ハケメ(8/cm)が施さ

れる。日径7.Ocm、 器高10.4cm、 底径3.7cm、 体部最大径9,Ocm。 色調は褐灰色 (7.5YR6/1)を 呈す

る。44は把手付壷。把手は痕跡を残すにとどまる。平底から内弯しながら立ち上がる体部に、口縁端

部内側に面をもつ。調整は内外面共ハケメ(5/cm)が施される。日径6.Ocm、 器高10,8cm、 底径3.4cm、

体部最大径9.6cm。 色調は内面明褐色 (7.5YR5/6)、 外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。45は平底か
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ら内弯しながら立ち上がる林部に、日縁端部は直口する。調整は内面ナデ、外面にはハケメが施され

る。日径5.Ocm、 器高10.6cm、 底径3.6cm、 体部最大径9,3cm。 色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を 呈する。

短頸壷 (第 18～21図 77・ 122・ 123・ 125。 129～ 131 図版26・ 35。 38・ 39)

丈高の器体に、直線的に外方に開く日頸部をもつ形態の壷。長頸壷との区別が困難なもの (77・ 125・

129。 131)がある。77は短く立ち上がる頸部から、日縁部は外反する。外面底郡付近に文様かどう

かは定かではないが、工具による線刻状の直線文がめく
ヾ
る。調整は内外面共ハケメ(9/cm)が施される。

日径12.4cm、 器高24.5cm、 底径 5。9cm、 体部最大径 19。2cm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を呈する。122

は無花果形をもつ体部から、日縁部はわずかに外反する。日縁端部は丸くおさめる。調整は外面にハ

ケメ(6/cm)が見られるが、磨滅のため詳細不明。外面に黒斑あり。日径12.6cm、 器高27.6cm、 底径

5,Ocm、 体部最大径20.2cm。 色調は内面褐灰色 (5YR5/1)、 外面にぶい橙色 (5YR7/4)を呈する。123

は外反する日縁部に、日縁端部は丸くおさめる。調整は内外面共ハケメ(6/cm。 15/cm)が施される。

外面に煤付着。日径 12.2cm、 体部最大径20.Ocm。 色調は内面にぶい黄橙色 (10YR6/3)、 外面にぶい

褐色 (7.5YR6/3)を 呈する。125の 調整は内外面共ハケメ(9/cm)が施される。口径 11.6cm、 器高

16.7cm、 底径5.5cm、 体部最大径 13.Ocm。 完形。色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を呈する。129は小

形に属す。調整は内外面共ハケメが見られるが、風化のため詳細不明。日径7.2cm、 器高11,4cm、 底

径4.4cm、 体部最大径8.lcm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。130は丸みをもつ体部から、

日縁部は直口する。調整は内面ハケメ (7/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後ヘラミガキが施される。日

径 9。 3cm、 器高13.4cm、 底径4.7cm、 体部最大径13.lcm。 131の調整は内外面共ハケメ(9/cm)が施

される。日径9.6cm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を呈する。

長頸壷 (第 19～ 21図 84-108・ 110-121・ 124,126～ 128・ 132-134 図版29-39)

無花果形または球形に近い体部から、頸部は長く、大きく外弯する日縁部をもつ形態の壺。日頸部

が器高の1/2以上のもの(84～ 86・ 88・ 89・ 91・ 107・ 111・ 114・ 124)、 日頸部が器高のほぼ1/

2の もの (92・ 93・ 110。 112・ 121・ 128)、 日頸部が器高の1/2以下のもの (87・ 101～ 103。 106・

113・ 126。 127)がある。日縁部の形態から直口する日縁部をもち短頸壺との区別が困難なもの (103)、

直線的に外方にのびるもの (93・ 128)、 扁平な球形の体部に、長く直立する頸部から、外反する日縁

部をもつもの (107・ 120。 133・ 134)がある。また、多種多様な記号や文様を施すものが見られる。84

は頸部中央に4条のヘラによる沈線文、頸体部境・体部最大径部やや下に穿孔。調整は内面板状工具

によるナデ、外面にはハケメ(5/cm)後ヘラミガキが施される。日径 14。4cm、 器高28。 9cm、 底径 5。4cm、

体部最大径17.8cm。 色調は赤褐色 (5YR4/8)を呈する。85は 日縁部にヘラによる沈線文が見られる。

調整は内外面共ハケメ(8/cm)後ヘラミガキが施される。外面に黒斑あり。日径13.6cm、 器高25,5cm、

底径5.Ocm、 体部最大径14.4cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR7/4)

を呈する。86の調整は内外面共ハケメ(8/cm)後ヘラミガキが施される。日径 13.3cm、 器高26.Ocm、

底径4.5cm、 体部最大径19.8cm。 色調は内面灰黄褐色(10YR6/2)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/3)を

呈する。87の頸体部境に円形竹管文と、体部最大径部位に櫛描直線文風のハケメが見られる。調整は

内外面共ハケメ(8/cm)が施される。日径 10.7cm、 器高21.lcm、 底径4.8cm、 体部最大径14.5cm。

色調はにぶい橙色 (5YR6/3)を 呈する。88は 日顕部に縦一列に円形竹管文が10個見られる。調整は内

面ハケメ(6/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。完形。日径12.4cm、 器高25,3cm、

底径4.Ocm、 体部最大径14.Ocm。 色調は内外面共にぶい橙色(7.5YR7/3)を 呈する。89の調整は内面板
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状工具によるナデ、外面にはハケメ後ヘラミガキが施される。日径13.4cm、 器高24.8cm、 底径4.4cm、

体部最大径15,8cm。 色調はにぶい橙色(7.5YR6/4)を 呈する。90の調整は内面ナデ、外面には工具によ

るナデが施される。他地域産。日径12.3cm。 色調は浅黄橙色(10YR8/3)を呈する。91の頸体部境に

ヘラによるキザミメが10個見られる。調整は内外面共ハケメ(8/cm)後ヘラミガキが施される。日径

H.7cm、 器高26.4cm、 底径5.5cm、 体部最大径15.6cm。 色調は内面にぶい責橙色(10YR7/3)、 外

面にぶい橙色 (10YR7/3)を 呈する。92の調整は内外面共ハケメ (9/cm)後ヘラミガキが施される。口

径 13.2cm、 器高23.6cm、 底径4。7cm、 体部最大径 14.5cm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。

93の体部から頸部はなだらかに移行する。調整は内面ナデ、外面にはハケメ(12/cm)が施される。日

径13.4cm。 調整は内面にぶい黄褐色(10YR5/3)、 外面にぶい黄褐色 (10YR4/3)を呈する。94は 日頸

部に縦一列に円形竹管文が 9個見られる。調整は内外面共ハケメ(7/cm)後ヘラミガキが施される。日

径18.8cm。 色調内面にぶい黄褐色 (10YR5/3)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。95の調整は

内外面共ヘラミガキが施される。日径9.Ocm。 色調は明赤褐色(5YR5/6)を呈する。96の内面ヘラミガ

キ、外面にはハケメ(8/cm)後ヘラミガキが施される。日径 10。 7cm。 色調はにぶい黄橙色(10YR6/4)

を呈する。97の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはヘラミガキが施される。日径10.8cm。 色調はに

ぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/3)を呈する。98の調整は内面ハケメ (6/cm)、 外

面にはハケメ(同原答)後ヘラミガキが施される。日径H.6cm。 色調は明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。

99は 日縁部に 1条の沈線文が見られる。調整は内外面共ハケメ(8/cm)後ヘラミガキが施される。国

径10.8cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)・褐灰色 (10YR5/1)を 呈する。100の調整は内外面共ヘラミ

ガキが施される。日径 12,2cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。101の 口縁部に2個の竹管文

が見られる。調整は内外面共ハケメ(4/cm)が施される。日径 11.Ocm、 器高26.6cm、 底径4.4cm、 体

部最大径 15.Ocm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を呈する。 102の調整はハケメ(8/cm)が施される。

日径11.4cm、 器高 19。 lcm、 底径5,2cm、 体部最大径14,3cm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈す

る。103の調整は内面ハケメ(10/Cm)。 底部放射状のヘラミガキ、外面にはハケメ(同原体)後夕タキ

メ(3/cm)が施される。日径8.5cm、 器高18.5cm、 底径4.Ocm、 体部最大径11.6cm。色調は内面灰褐

色(5YR5/2)・ にぶい橙色(5YR6/4)、 外面にぶい橙色 (2.5YR6/4)を呈する。 104の調整は内面板状工

具によるナデ、外面にはハケメ後ヘラミガキが施される。日径 12.6cm。 色調は明褐色 (7.5YR5/6)を 呈

する。105の外面口縁部に 1条の沈線状の段が見られる。調整は内外面共ハケメ(12/cm)が施される。

日径10.6cm。 色調は明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。106の 日縁部に2条の沈線文、体部下位に円孔を穿

つ。調整は内外面共ハケメ(8/cm)後ヘラミガキが施される。日径 10。 5cm、 器高19.lcm、 底径4.2cm、

体部最大径12.5cm。 色調は内面にぶい橙色(5YR6/3)、 外面にぶい褐色 (7.5YR6/3)を 呈する。107

の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面には密なヘラミガキが施される。日径9,2cm、 器高23.5cm、 底径

4,6cm、 体部最大径 16.5cm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR4/3)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を

呈する。108の調整は内面ハケメ、外面にはハケメ後ヘラミガキが施される。日径13.4cm。 色調はにぶ

い橙色 (7.5YR6/4)を呈する。 110の体部中央に記号状の線刻が見られる。調整は内面ハケメ(7/cm)

、外面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。外面に黒斑あり。日径 10.2cm、 器高20,7cm、 底

径5.Ocm、 体部最大径 12.7cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈

する。111の調整は内外面共ハケメ(8/cm)が施される。日径 11.5cm、 器高21.lcm、 底径4.5cm、 体部

最大径12.3cm。 色調は内面灰白色 (7.5YR8/2)、 外面にぶい橙色(5YR7/4)。 褐灰色 (10YR5/1)を呈す

る。H2の顕誉部境にヘラによる沈線文が見られる。調整は内外面共ハケメ(6/cm)が施される。完形。

日径 10.8cm、 器高21.Ocm、 底径4,7cm、 体部最大径14.2cm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈す
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る。113の調整は内外面共ハケメ(8/cm)が施される。完形。外面に煤付着。口径10,3cm、 器高21,Ocm、

底径5.7cm、 体部最大径13.Ocm。 色調は内面黄褐色 (10YR5/6)、 外面にぶい黄橙色 (10YR5/4)を 呈

する。114は肩部に円孔を穿つ。調整は内外面共ハケメ後ヘラミガキが施される。口径10.8cm、 器高

20.9cm、 底径 5。 lcm、 林部最大径13.4cm。 色調はにぶい橙色 (5YR6/4)を呈する。115の調整は内外

面共ハケメ(5/cm)が施される。日径12.4cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。116の調整は

内面ハケメ (7/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後ヘラミガキが施される。日径11.8cm。 色調は内面にぶ

い黄褐色 (10YR5/3)、 外面灰黄褐色 (10YR4/2)を呈する。117の調整は内面ハケメ(10/cm)、 外面に

はヘラミガキが施される。日径12.6cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)を呈する。H8の調整は内

面ハケメ(7/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後ヘラミガキが施される。日径13.lcm。 色調はにぶい黄色

(2.5Y6/3)を呈する。119は 日縁部欠失。調整は内面ハケメ (6/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後ヘラミ

ガキが施される。底径4.4cm、 体部最大径14.8cm。 色調は褐灰色 (7.5YR7/2)を 呈する。120の頸部と

体部にヘラによる記号文が見られる。調整は内面ハケメ(4/cm)を、外面にはハケメ (同原体)後ヘラミ

ガキが施される。外面に黒斑あり。口径9.6cm、 体部最大径17.Ocm。 色調は明赤褐色 (5YR5/6)を呈す

る。 121の肩部に4個 1単位の竹管文が見られる。調整は内面ハケメ (5/cm)、 外面にはハケメ (同原

体)後ヘラミガキが施される。日径11.8cm、 器高24,7cm、 底径4.2cm、 体部最大径 14。 9cm。 色調は明

褐色 (7.5YR5/6)を呈する。124の体部にヘラによる記号文が見られる。調整は内外面共ハケメ(7/cm)

が施される。日径 10.4cm、 器高20.Ocm、 底径5.9cm、 体部最大径13.6cm。 色調は内面にぶい橙色

(7.5YR7/3)・ 褐灰色(10YR4/1)、 外面にぶい黄橙色 (10YR7/3)を呈する。126の肩部にヘラによる沈

線文、体部下位に2個の穿孔が見られる。調整は内外面共ハケメ(7/cm)が施される。完形。日径 12.2cm、

器高23.8cm、 底径 5。 8cm、 体部最大径18.Ocm。 色調は内面明赤褐色 (5YR5/8)、 外面にぶい橙色

(5YR6/4)を呈する。127の調整は内面ハケメ(11/cm)、 外面には夕タキメ(3/cm)・ハケメ (同原体)が

施される。外面に黒斑あり。完形。日径 10.7cm、 器高21.lcm、 底径4.8cm、 体部最大径16.5cm。 色

調は灰黄褐色 (10YR5/2)を呈する。128の調整は内面ハケメ(7/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後ヘ

ラミガキが施される。日径 10.2cm、 器高21.8cm、 底径5.5cm、 体部最大径 14.5cm。 色調はにぶい黄

橙色 (10YR5/3)を呈する。132は 日縁部欠失。体部中央に円孔を穿つ。調整は内外面共ハケメ(6/cm)

後ヘラミガキが施される。底径4.5cm、 体部最大径14.6cm。 色調は内面褐灰色 (10YR5/1)。 にぶい橙

色(7.5YR7/4)、 外面にぶい橙色(7.5YR7/3)を 呈する①133は日縁部欠失。頸体部境にヘラによるキザミ

メが見られる。調整は内面ハケメ (5/cm)、 外面にはハケメのちヘラミガキが施される。底径5.Ocm、 体

部最大径19.3cm。 色調は内面にぶい黄褐色(10YR5/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。134

は日縁部欠失。調整は内面ハケメ、外面にはハケメ後ヘラミガキが施される。外面に黒斑あり。底径

5.Ocm、 体部最大径18.Ocm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。

筒形鉢 (第 38図 395 図版78)

395は 394と セットになると思われる。長く直立する日縁部に、裾広がりの凸部をもつ。底部は欠

失。口縁部に2孔の組孔を2ヶ所穿つ。形態の最も近いものは岡山県の百間川兼基遺跡に類例がある。

(『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告51』 岡山県教育委員会 1982年 P89-図 407)外面に赤色顔料

(ベンガラ?)を付す。調整は内面ナデ、外面にはハケメ(12/cm)が施される。日径9.Ocm。 色調はに

ぶい黄褐色(10YR5/6)を呈する。

甕 (第22～ 29図 135～ 236 図版40～ 58)
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口縁部の大きさから、小型(10～ 15cm内外 )、 中小型(20cm内外)、 大型(30cm以上)と に分けた。口

縁端部の形態には面をもつもの 。丸く納めるもの・凹むもの 。内弯するもの
。わずかに上下に肥厚す

るもの 。下方に月巴厚するもの 。打ち欠いたものがありこれらは日縁部が 「く」の字形に外反するもの

である。また、日頸部がなだらかに外反し、日縁端部を丸くおさめるものもある◎

月ヽ 型 甕 (第 24-29図 148～ 153・ 160。 162・ 164・ 166-168・ 179・ 180・ 186～ 189。 198-

195。 197・ 198。 203・ 206-208・ 210。 211,213～ 222・ 224・ 227-229・ 233・ 235)

小型甕の日縁部形態は、日縁端部に面をもつもの(148～ 150。 164・ 186・ 187・ 206)、 日縁端部を

上方に拡張するもしくは、つまみあげるもの (224。 226～ 229・ 233)、 回縁端部を下方に肥厚する

もの (152・ 160,188)、 日縁端部に丸味をもつもの (151・ 180。 189,207・ 208,210。 211・

213～ 221)、 日縁部がなだらかに外反するもの(153)、 日縁端部を打ち欠いたもの(179・ 198・ 203)

などがある。また、日径が体部最大径をしのぐもの (221・ 222・ 224・ 228)も見られる。

148の調整は内面ナデ、外面にはハケメが施される。日径 13.Ocm、 体部最大径13.4cm。 色調は内

面にぶい黄褐色(10YR4/3)、 外面灰黄褐色 (10YR4/2)を 呈する。 149の 調整は内外面共ハケメ

(10/cm)が 施される。外面 に煤付着。日径13.6cm、 体部最大径13.4cm。 色調は内面灰黄褐色

(10YR4/2)、 外面褐灰色 (10YR4/1)を呈する。150の調整は内面ハケメ (7/cm)、 外面にはハケメ (同

原体)後ヘラミガキが施される。外面に煤付着。日径14.3cm、 体部最大径 17.5cm。 色調は内面にぶい

橙色 (7.5YR6/4)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。 151の調整は内面ハケメ (6/cm)、 外面には

ハケメ(同原体)後タタキメ(3/cm)が施される。内外面に煤付着。口径 15.4cm、 体部最大径18.3cm。

色調は内外面共にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。152の調整は内面ハケメ(9/cm)、 外面にはハケ

メ (同 原体)後 夕タキメ(4/cm)が 施される。日径 12.8cm、 体部最大径 13.8cm。 色調は明赤褐色

(5YR5/6)を 呈する。153の調整は内面ヘラケズリ、外面には夕タキメ (3/cm)。 工具によるナデが施

される。日径14.2cm、 体部最大径 14.3cm。 色調は内面にぶい黄橙色 (10YR6/3)、 外面にぶい黄橙色

(10YR7/4)を呈する。160の調整は内面ハケメ・工具によるナデ、外面にはハケメ(10/cm)が施され

る。日径14.8cm、 林部最大径 15。 9cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/4)、 外面にぶい黄褐色

(10YR5/3)を呈する。162の調整は内面ハケメ(7/cm)、 外面ハケメ(同原体)後タタキメ(2/cm)が施さ

れる。日径 13.2cm、 体部最大径 15。 8cm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/3)、 外面橙色 (7.5YR6/6)

を呈する。164の調整は内面ハケメ(6/cm)・ ヘラケズリ、外面にはハケメ (同原体)後タタキメ坐/cm)

が施される。内面に煤付着。口径 14.6cm、 体部最大径17.4cm。 色調は内面褐灰色 (10YR5/1)、 外面

灰白色 (7.5YR8/2)を 呈する。 166の調整は内面ヘラケズリ、外面にはハケメ(11/cm)が施される。日

径14.Ocm。 色調明褐色 (7.5YR5/6)を呈する。167の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはハケメ (同

原体)後夕タキメ(2/cm)が施される。外面に煤付着。日径13.6cm、 体部最大径 15。 7cm。 色調はにぶい

橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。 168の 調整は内面ハケメ(4/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後タタキメ

(3/cm)が施される。内外面に煤付着。日径14.Ocm、 体部最大径13.7cm。 色調は内面にぶい褐色

(7.5YR5/4)、 外面黄褐色(10YR5/4)を呈する。179の調整は内外面共ハケメ(6/cm)。 工具によるナデ

が施される。完形。口径13.3cm、 器高13.5cm、 底径5.5cm、 体部最大径12.6cm。 色調は内面灰黄褐

色(10YR6/2)、 外面にぶい褐色 (7.5YR6/3)を 呈する。180の 調整は内面ナデ、外面にはハケメ

(11/cm)が施される。日径9.4cm、 器高11.8cm、 底径4.9cm、 体部最大径 10。4cm。 色調はにぶい褐

色 (7.5YR5/3)を 呈する。186の調整は内外面共にハケメ(10/cm)が 施される。他地域産。日径 13.8cm、

器高23.3cm、 底径4.6cm、 体部最大径18.5cm。 色調は内面にぶい黄橙色 (10YR7/3)、 外面にぶいIf■
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色 (7.5YR6/3)を呈する。187の 調整は内外面共にハケメ(8/cm)が施される。外面に煤付着。日径

14.6cm、 器高23.3cm、 底径5。 lcm、 体部最大径18.4cm。 188の調整は内面ハケメ(4/cm)、 外面には

タタキメ後ハケメ(同原体)が施される。日径13.6cm、 器高22.2cm、 底径5,5cm、 体部最大径17.2cm。

189の調整は内面板状工具によるナデ、外面にはヘラケズリが施される。外面に煤付着。口径12.Ocm。

色調は黄褐色 (10YR5/6)を呈する。193の 調整は内面工具によるナデ、外面にはハケメ後夕タキメ

(3/cm)。ナデ消しが施される。日径13.6cm、 器高11.2cm、 底径4.3cm、 体部最大径11,Ocm。 色調は

にぶい橙色 (5YR6/3)を呈する。194の調整は内面板状工具によるナデ、外面にはタタキメ(2/cm)が

施される。日径 13。4cm、 器高19.3cm、 底径4.7cm、 体部最大径14.4cm。 色調はにぶい褐色(7.5YR6/3)

を呈する。195の 調整は内面ハケメ(4/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後タタキメ(2.5/cm)が施される。

日径14.6cm、 器高16,7cm、 底径5.2cm、 体部最大径14.2cm。色調は内面にぶい黄褐色(10YR5/3)、

外面にぶい黄橙色 (10YR6/3)を呈する。197は著しい風化のため詳細不明。口径15.Ocm、 器高20。 7cm、

底径4.9cm、 体部最大径15,2cm。 色調はにぶい褐色(7.5YR5/3)を 呈する。198の調整は内面ハケメ

(7/cm)、 外面にはハケメ(同原林)後夕タキメ(3/cm)が施される。日径12.2cm、 器高15.7c皿、底径

5。4cm、体部最大径12.8cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。203の 調整は内面ハケメ (6/cm)、

外面にはハケメ(3/cm)後タタキメ(3/cm)が施される。完形。日径10.5cm、 器高13.3cm、 底径4.8cm、

体部最大径12.6cm。 色調は内面橙色 (7.5YR6/6)、 外面橙色(7.5YR7/6)を 呈する。206の調整は内面

ハケメ(6/cm)、 外面には夕タキメ(3/cm)が施される。完形。口径14.8cm、 器高20。 6cm、 底径4.2cm、

体部最大径16.3cm。 色調は灰黄褐色(10YR4/2)を呈する。207の調整は内面ハケメ(8/cm)、 外面には

タタキ(2.5/cm)を施す。口径13.2cm、 体部最大径12.Ocm。 色調は内面にぶい褐色(7.5YR5/4)、 外面に

ぶい橙色(7.5YR6/4)を呈する。208の 調整は内面ハケメ、外面には工具によるナデ後タタキメ(3/cm)

が施される。日径13.7cm、 器高12.5cm、 底径4.3cm、 体部最大径11.8cm。色調は内面にぶい黄橙色

(10YR6/4)、 外面にぶい橙色(7.5YR6/4)を 呈する。210の調整は内面ハケメ(7/cm)。 ヘラケズリ、

外面にはハケメ(同原体)後夕タキメ(2/cm)が施される。外面に煤付着。日径14.2cm、 器高22.3cm、

底径5.Ocm、 体部最大径16.Ocm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。211の調整は内面ハケメ

(6/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後夕タキメ(3/cm)が施される。日径14.4cm、 器高21.7cm、 底径

4。 lcm、 体部最大径18.lcm。色調は浅黄橙色 (7.5YR8/3)を呈する。213の調整は内面ハケメ・板状工

具によるナデ、外面タタキメ(4/cm)が施される。外面に煤付着。日径12.6cm、 器高12.2cm、 底径3.6cm、

体部最大径11.7cm。 色調は明赤褐色(5YR5/6)を 呈する。214の調整は内面ハケメ(6/cm)、 外面には

夕タキメ(4/cm)後ハケメ(同原体)が施される。日径H.3cm、 器高13。 9cm、 底径4.lcm、 体部最大径

11,7cm。色調は内面橙色(7.5YR7/6)、 外面にぶい橙色(7.5YR6/4)を 呈する。215の調整は内面ハケメ

(7/cm)、 外面には夕タキメ(4/cm)後ハケメ(同原体)が施されるが、風化のため詳細不明。日径 13.Ocm、

器高14.6cm、 底径5.2cm、 体部最大径13.9cm。色調は内面灰黄褐色(10YR5/2)、 外面にぶい橙色

(5YR7/4)を 呈する。216の調整は内面ハケメ(8/cm)、 外面には夕タキメ(4/cm)が施される。日径

14。4cm、 器高18.3cm、 底径5.lcm、体部最大径14.6cm。 色調は内面にぶい赤褐色 (5YR5/4)、 外面灰褐

色(5YR5/2)を呈する。217の調整は内面工具によるナデ・ユビナデ、外面にはタタキメ(2/cm)が施

される。外面に黒斑あり。日径13.8cm、 器高18.3cm、 底径4.9cm、 体部最大径13.4cm。 色調は内面に

ぶい黄橙色(10YR6/4)、 外面には橙色 (7.5YR6/6)を呈する。218の調整は内面ヘラケズリ、外面には

夕タキメ(3/cm)後ハケメ(8/cm)が施される。日径 14.7cm、 器高24.4cm、 底径4.4cm、 体部最大径

19,9cm。 色調は内面褐灰色(10YR5/1)、 外面灰白色 (7.5YR8/2)を 呈する。219の調整は内面ハケメ

(6/cm)・ ナデ、外面にはタタキメ(3/cm)後ハケメ (同原体)が施される。完形。内面に煤付着。日径
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9.2cm、 器高14.3cm、 底径4.4cm、 体部最大径 H.4cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を呈する。220

の調整は内面ハケメ(5/cm)。ナデ、外面には夕タキメ(2/cm)後ナデが施される。内面に煤付着。日径

13.5cm、 器高 15。 9cm、 底径5.lcm、 体部最大径13.4cm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/3)、 外面

にぶい黄褐色 (10YR4/3)を呈する。221の調整は内面工具によるナデ、外面にはタタキメ(2/cm)が施

される。内面に煤付着。日径 14.2cm、 器高14.9cm、 底径4.2cm、 体部最大径14.5cm。 色調は内面に

ぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面明黄褐色 (10YR6/6)を 呈する。222の調整は内外面共ハケメ(9/cm)が

施される。日径 14.2cm、 器高16,9cm、 底径 5。4cm、 体部最大径14.Ocm。 色調は内面黄灰色 (2.5Y5/1)、

外面にぶい黄橙色 (10YR7/3)を呈する。224の調整は内面ハケメ(6/cm)・ 工具によるナデ、外面には

ハケメ (同原体)・ タタキメ(3/cm)が施される。完形。日径13.9cm、 器高14.9cm、 底径4.6cm、 体部

最大径 18.4cm。 色調は内面灰黄褐色 (10YR6/2)、 外面にぶい黄橙色 (10YR7/2)を呈する。227の調

整は内面ハケメ、外面には夕タキメが施される。外面に煤付着。日径 14.Ocm、 体部最大径14.4cm。

色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。228の調整は内外面共にハケメ(8/cm)が施される。外面に

煤付着。日径 14.7cm、 器高18,3cm、 底径4.2cm、 体部最大径15.Ocm。 色調は内面 にぶい黄橙色

(10YR6/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR7/3)を呈する。229の調整は内面ハケメ(8/cm)、 外面には夕夕

キメ(2/cm)後ハケメ(同原体)が施される。外面に煤付着。日径 14.4cm、 器高17.3cm、 底径4.3cm、

体部最大径 15。9cm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を呈する。233の調整は内面工具によるナデ、外

面にはハケメ(8/cm)が施される。外面に黒斑あり。日径12.4cm、 器高13,8cm、 底径4.3cm、 体部最大径

13.2cm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を呈する。235の調整は内面板状工具によるナデ、外面にはハ

ケメ(9/cm)後密なヘラミガキが施される。日径 14.8cm、 器高24.5cm、 底径4.8cm、 体部最大径19,Ocm。

色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を 呈する。

中型甕 (第 22～ 29図 135～ 147・ 154～ 159・ 161・ 163・ 165。 169～ 178。 182～ 185・ 190～

192・ 196。 199-202・ 204。 205。 209。 223・ 225。 226・ 230。 231・ 234)

中型甕の日縁部形態は、日縁端部に面をもつもの (135。 136。 143・ 145～ 147・ 155～ 157,161・ 171

～173・ 175。 177・ 185。 192・ 196。 197・ 200～ 202・ 205。 209)、 日縁端部を上方に拡張、もしくはつま

みあげるもの (140・ 225。 230,231)、 日縁端部を下方に月巴厚するもの (141,174・ 190)、 日縁端

部に丸味をもつもの (137,144・ 154・ 163・ 165。 167・ 169。 178。 182～ 184。 223)、 日縁部がな

だらかに外反するもの (138)、 日縁端部を打ち欠いたもの (199・ 204)な どがある。また、日径が

体部最大径をしのく
ヾ
もの (157・ 165)も 見られる。

135は体郡下位に円孔を穿つ。調整は内面ヘラケズリツ ケヽメ (7/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後

夕タキメ(3/cm)が施される。完形。日径 15。 3cm、 器高27.8cm、 底径5.2cm、 体部最大径20,9cm。

色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/3)、 外面灰黄褐色 (10YR6/2)を呈する。136は冬部下位に円孔を

穿つ。調整は内面ハケメ(10/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後タタキメ(3/cm)が施される。内外面共

に煤付着。日径 19.4cm、 器高32.2cm、 底径5.2cm、 体部最大径23.6cm。 色調は内面明褐色 (7.5YR5/6)、

外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。137の調整は内面ハケメ (6/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後タ

タキメ(2/cm)が施される。日径16.6cm、 器高26.5cm、 底径5.3cm、 体部最大径20.2cm。 色調は内

面にぶい黄橙色(10YR6/4)。 黄褐色 (10YR5/6)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。138の調整は

内面ハケメ(9/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後タタキメ(2/cm)が施される。外面に煤付着。日径

16.6cm、 器高31.lcm、 底径5.5cm、 体部最大径25.Ocm。 色調は内面にぶい橙色 (5YR6/3)、 外面に

ぶい橙色 (5YR6/4)を 呈する。139の調整は内面ハケメ(9/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後タタキメ
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(3/cm)が施される。日径17.3cm、 器高35。 4cm、 底径5,7cm、 体部最大径25,7cm。 色調は内外面共に

ぶい橙色(7.5YR6/4)を呈する。140の調整は内面口縁部ハケメ(6/cm)。体部上位ナデ・体部下位ヘラ

ケズリ後ハケメ(12/cm)、 外面には体部上位ヘラケズリ後ハケメ。体部下位夕タキメ後ハケメが施さ

れる。日径 16.6cm、 体部最大径21.3cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。 141の調整は内面

ハケメ (8/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後タタキメ(2/cm)が施される。外面に煤付着。日径16.6cm、

体部最大径20.5cm。 色調は内外面共にぶい黄橙色 (10YR6/4)を 呈する。142の 調整は内面ハケメ

(8/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後夕タキメ(3/cm)が施される。日径 16.7cm、 器高27.3cm、 底径

4,9cm、 体部最大径20.6cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を 呈する。 143の調整は内面ナデ、外面

にはハケメ(4/cm)後夕タキメ(3/cm)が施される。外面に煤付着。日径 17.6cm、 器高29.2cm、 底径

6.4cm、 体郡最大径22.5cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/3)、 外面灰褐色 (7.5YR5/2)を 呈する。

144の調整は内面ハケメ (5/cm)。 ヘラケズリ、外面にはハケメ・ヘラケズリ・ヘラミガキ・タタキメ

(5/cm)が施される。外面には煤付着。口径 18.8cm、 器高28.6cm、 底径 5。 7cm、 体部最大径24.Ocm。

色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/3)、 外面にぶい黄褐色(10YR5/3)を呈する。145の調整は内面ヘラケ

ズリ、外面にはハケメ後夕タキメ(3/cm)が施される。日径 19.8cm、 器高31.8cm、 底径5.6cm、 体部

最大径23.2cm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR7/3)、 外面橙色 (7.5YR7/6)を呈する。146は丈高の器

高をもつ。調整は内面ハケメ (7/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後夕タキメ(3/cm)が施される。外面

には煤付着。日径24.8cm、 器高43.2cm、 底径6.4cm、 体部最大径32.Ocm。 色調は内面にぶい橙色

(5YR6/3)、 外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。147は内面工具によるナデ、外面にはハケメ

(8/cm)後タタキメが施される。外面に煤付着。口径16.2cm、 体部最大径23.4cm。 色調は内面にぶい

黄褐色(10YR5/3)、 外面にぶい黄橙色(10YR6/4)を呈する。154の調整は内面ナデ、外面には工具に

よるナデが施される。日径16.Ocm、 体部最大径19.Ocm。 色調はにぶい褐色(7.5YR5/3)が呈する。

155の調整は内面ハケメ(6/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後夕タキメ(4/cm)が施される。日径16.4cm、

体部最大径23.Ocm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。他地域産。156の調整は内面板状工具

によるナデ、外面にはタタキメ(2/cm)が施される。回径16.3cm、 体部最大径14.6cm。 色調は内面に

ぶい黄橙色(10YR7/3)、 外面にぶい黄橙色10YR6/3)を 呈する。157の調整は内面ハケメ(3/cm)、 外

面にはタタキメ(2/cm)が施される。内外面に黒斑あり。日径19.Ocm、 器高13.8cm、 底径5。 2cm、 体

部最大径 16.lcm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR6/4)、 外面橙色 (7.5YR7/6)を呈する。158の調整

は内面ヘラケズリ、外面にはハケメ(7/cm)後タタキメ(2/cm)・ ヘラケズリが施される。外面に煤付

着。日径 16.7cm、 体部最大径22.2cm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面にぶい黄橙色

(10YR6/4)を呈する。159の調整は内外面共風化のため詳細不明。口径21.lcm。 色調はにぶい黄橙

色 (10YR6/4)を呈する。161の 調整は内面ハケメ(8/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後 タタキメ

(4/cm)が施される。日径15.6cm、 体部最大径21.3cm。 色調内面明褐色 (7.5YR5/6)、 外面にぶい橙色

(7.5YR6/4)を 呈する。 163の調整は内面ハケメ(8/cm)。ヘラミガキ、外面にはハケメ (同原体)後タタ

キメ(3/cm)が施される。外面に煤付着。日径15,4cm、 体部最大径14.6cm。 色調は内面明褐色

(7.5YR5/6)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を呈する。165は体部中央に円孔を穿つ。調整は内面工具によるナ

デ、外面にはタタキメ(4/cm)が 施される。日径 15。 2cm、 体部最大径13.4cm。 色調は内面橙色

(5YR6/6)、 外面明赤褐色 (5YR5/6)を呈する。169の調整は内面ハケメ (7/cm)、 外面には工具による

ナデ後タタキメ(2/cm)が施される。外面に黒斑あり。日径16.2cm、 林部最大径13.8cm。 色調は内面

にぶい黄褐色(10YR5/3)、 外面褐色 (7.5YR4/4)を 呈する。170の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面には

夕タキメ(3/cm)が施される。外面に黒斑あり。日径16.7cm。 色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)・黒褐色
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(2.5Y3/1)を呈する。171の調整は内面ハケメ (12/cm)、 外面タタキメ(2/cm)が 施される。外面に煤

付着。日径17.8cm、 体部最大径18.Ocm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。 172の調整は内外

面共ハケメ(4/cm)が施される。外面に煤付着。日径21.6cm、 体部最大径21.Ocm。 色調は内面明褐色

(7.5YR5/6)、 外面にぶい黄橙色 (10YR7/4)を 呈する。173の調整は内外面共ハケメ(6/cm)が施され

る。外面に黒斑あり。日径16.2cm、 体部最大径20.4cm。 色調は内面にぶい黄褐色 (7.5YR5/4)、 外面

にぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈する。174の調整は内面ハケメ(7/cm)。 ヘラケズリ、外面にはハケメ (同

原林)後 夕タキメ(2/cm)が 施 される。日径 16.6cm、 体部最大径20.9cm。 色調はにぶい黄褐色

(10YR5/3)を呈する。 175の調整は内面ハケメ後工具によるナデ、外面には夕タキメ(4/cm)が施さ

れる。外面に黒斑あり。日径 15。 7cm、 林部最大径20.2cm。 色調は内面黄灰色 (2.5Y6/1)。 にぶい黄橙

色(10YR7/4)、 外面にぶい橙色 (7.5YR7/4)を呈する。176の調整は内面ハケメ(5/cm)・ ヘラケズリ、

外面にはハケメ(同原林)後タタキメ(3/cm)が施される。日径16.6cm、 林部最大径23.8cm。 色調は内

面にぶい黄橙色(10YR6/4)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。177の調整は内面 (6/cm)、 外面にはタタ

キメ(2/cm)後ハケメ (同原体)が施される。日径 19,4cm、 体郡最大径23.3cm。 色調は内面にぶい黄褐

色(10YR5/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/3)を呈する。178の調整は内外面共工具によるナデ・ヘラ

ケズリが施される。外面に煤付着。日径 19.6cm、 体部最大径23.4cm。 色調は内面にぶい黄褐色

(10YR5/3)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。182の調整は内外面共に板状工具によるナデが施

される。日径 15.2cm、 器高14.6cm、 底径4.4cm、 体郡最大径13.9cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)

を呈する。183の調整は内外面共に著しい風化のため詳細不明。外面に煤付着。日径 16.Ocm、 器高

13.Ocm、 底径4.7cm、 体部最大径 13.9cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR6/3)、 外面にぶい橙色

(7.5YR7/4)・ にぶい橙色 (2.5YR6/3)を呈する。184の調整は内外面共にハケメ(9/cm)が施される①

外面に煤付着。日径16.2cm、 器高13.3cm、 底径 5。 lcm、 体部最大径14.2cm。 色調は内面にぶい黄褐

色(10YR5/3)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈する。185は体部中位に焼成後2ヶ所の穿孔が見ら

れる。調整は内面板状工具によるナデ、外面には密なヘラミガキが施される。完形。日径 15。2cm、 器高

25,4cm、 底径3.9cm、 体部最大径21.Ocm。 色調は明赤褐色 (2.5YR5/6)を呈する。190は体部上位に

焼成後の穿孔が見られる。調整は内面ヘラケズリ・工具によるナデ、外面には夕タキメ(2/cm)後ハケ

メ(8/cm)が施される。日径15,6cm、 器高26。9cm、 底径5.5cm、 体部最大径20,Ocm。 色調はにぶい

黄橙色 (10YR7/2)を呈する。191の調整は内外面共にハケメ(10/cm)が 施される。外面に煤付着。日

径 16.lcm、 器高25,3cm、 底径4.9cm、 体部最大径20.3cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR6/3)、 外面

にぶい橙色 (7.5YR7/4)を 呈する。 192の調整は内面ハケメ(10/cm)・ ヘラケズリ、外面にはハケメ(同

原体)が施される。外面に煤付着、底部に黒斑あり。日径19.Ocm、 器高26.3cm、 底径5.5cm、 体部最

大径21.4cm。 色調は黄褐色 (10YR5/6)を 呈する。196の調整は内面ハケメ (6/cm)、 外面にはハケメ

(同原体)後タタキメ(2.5/cm)が施される。日径 15,2cm、 器高16.3cm、 底径5,3cm、 体部最大径14.3cm。

色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。199の調整は内面ハケメ(8/cm)、 外面には夕タキメ(2/cm)

が施される。日径16.4cm、 器高 14。 2cm、 底径5,4cm、 体部最大径 14.lcm。 色調は内面にぶい黄橙色

(10YR6/3)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈する。200の調整は内面ハケメ (9/cm)、 外面にはタタキ

メ(4/cm)が施される。口径17.Ocm、 器高14.8cm、 底径4.4cm、 体部最大径 14,Ocm。 色調は内面に

ぶい橙色 (5YR6/4)、 外面にぶい橙色 (2.5YR6/4)。 にぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈する。201の調整は内

面板状工具によるナデ・ハケメ (9/cm)、 外面にはタタキメ(3/cm)が施される。日径 16.5cm、 器高

24.9cm、 底径4.3cm、 体部最大径 19.3cm。 色調は内面 にぶい褐色 (7.5YR5/3)、 外面灰黄褐色

(10YR6/2)を呈する。202の体部下位に焼成後の穿孔が2ヶ所見られる。調整は内面ハケメ (7/cm)、 外
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面にはハケメ (同原体)後夕タキメ(3/cm)が施される。完形。日径 17.3cm、 器高27.Ocm、 底径4.5cm、

体部最大径20.6cm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を呈する。204の調整は内面板状工具によるナデ、

外面には夕タキメ(3/cm)が施される。外面に煤付着。口径16.6cm、 器高25,5cm、 底径5,2cm、 体部最

大径18.6cm。 205の調整は内面ヘラケズリ、外面ハケメ(10/cm)後 夕タキメが施される。日径 16.lcm、

器 高23.9cm、 底 径5,Ocm、 体 部 最 大 径18.3cm。 色 調 は 内面 明 赤 褐 色(5YR5/6)、 外 面 明褐 色

(7.5YR5/6)を 呈する。209の調整は内面ハケメ(9/cm)、 外面には夕タキメ(4/cm)が施される。外面に

煤付着。日径 16.2cm、 器高16.5cm、 底径5.3cm。 色調は内面橙色 (7.5YR6/6)、 外面 にぶ い橙色

(7.5YR7/4)を呈する。223の調整は内面ハケメ (11/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後夕タキメ(2/cm)

が施され る。日径15.lcm、 器高21.9cm、 底径5.Ocm、 体部最大径18,Ocm。色調は内面 にぶ い褐色

(7.5YR6/3)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。225の調整は内面ヘラケズリ、外面にはハケメ

(6/c五)が施される。日径 15,Ocm、 器高20.5cm、 底径 5。 2cm、 体部最大径16.2cm。 色調はにぶい褐色

(7.5YR6/3)を呈する。226の調整は内面ハケメ(11/cm)、 外面にはタタキメ(3/cm)・ ヘラミガキが施

される。日径16,Ocm、 器高24.5cm、 底径4.9cm、 各郡最大径19.5cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を

呈する。230は体部最大径部位に円孔を穿つ。調整は内面ヘラケズリ、外面には夕タキメ(3/cm)後 ハケ

メ(9/cm)が施される。日径 18.4cm、 器高26.Ocm、 底径5,Ocm、 体部最大径19.9cm。 色調は内面黄灰

色 (2.5Y6/1)、 外面にぶい黄橙色 (10YR7/2)を呈する。231の調整は内面ハケメ(4/cm)後ヘラケズリ、

外面にはハケメ (同原体)後夕タキメ(3/cm)が施される。内外面に煤付着。日径 15.6cm、 体部最大径

16.Ocm。色調は内面にぶい橙色(7.5YR6/4)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。234の調整は内面

ヘラケズ リ。ハケメ (6/cm)、 外面には夕タキメ後ハケメ (同 原体)が施される。日径16.2cm、 器高

20.5cm、 底径4.Ocm、 体部最大径16.Ocm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/3)を呈する。

大型甕 (第 29図 232)

内弯気味に立ち上がる体部から、日縁部は外折し、日縁端部は上方に肥厚する。調整は内外面共に

ハケメ(5/cm・ 8/cm)後ヘラミガキが施される。日径30.Ocm、 体部最大径28.6cm。 色調は内面にぶい

黄橙色(10YR6/4)、 外面明赤褐色 (2.5YR5/6)を呈する。

台付甕 (第 26・ 38図 181・ 389)

181は小型甕に脚台がついたもの。「ハ」の字形にひろがる脚台、無花果形の体部から「く」の字形

に外反する日縁部、日縁端部は上方に面をもつ。日径が体部最大径をしのぐ。調整は内面工具痕、外

面には夕タキメ後ハケメ(8/cm)が施される。日径 11.8cm、 器高13.lcm、 裾部径6.4cm、 体部最大径

10,4cm。 色調は内面明赤褐色(5YR5/6)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。389は裾部欠失。甕

部は球形をもつ体部から、日縁部は外折し、日縁端部は面をもつ。調整は内外面共にハケメ (10/cm)が

施される。体部上位に穿孔が見られる。脚部は内面工具によるナデ、外面にはヘラケズリ・ヘラミガ

キが施される。日径14.6cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。

形態不明の甕 (第 28・ 29図 212・ 236)

212は 日縁端部を欠失する。調整は内外面共にハケメ(7/cm)が施される。体部最大径 12.5cm、 底

径5.2cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/3)、 外面にぶい橙色 (7.5YR7/3)を 呈する。236は肩部

細片。調整は内面工具によるナデ、外面にはハケメ後タタキメが施される。体部外面に水鳥を描く。
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高不 (第30-32図 237-284)

高杯Aは郭部が屈曲 (外面に稜をもつ)し て立つ口縁部に、高い脚台がつくもの、高rT.Bは浅い椀形
に、低い脚台がつくもの、高杯Cは丸味をもつ体部から、日縁部が短 く外反するもの、高邦Dは郭部の

日縁部から底部は 「Z」 字上に屈折し、脚台には円孔や凸帯。段をもつものがある。

高tThA(第 30～ 32図 237～ 246・ 248。 258・ 260～ 270・ 273～ 276)

脚柱部が中実なもの (246)以外は中空の脚柱部をもつもの、脚柱部に円孔を穿つもの (237～ 245。

258・ 260～ 262・ 264・ 265・ 268・ 277)が ある。237の調整はITN部内外面共ヘラミガキ、脚部内面
工具によるナデ、外面にはハケメ後ヘラミガキが施される。脚柱部には4ヶ 所の円孔を穿つ。日径

27.lcm、 器高16.9cm、 裾部径13.2cm。 色調は明褐色 (7.5YR5/6)を呈する。238の 日縁部にはジグ

ザグ状のヘラミガキが見られる。調整は杯部内外面共ヘラミガキ、脚部内面ナデ、外面にはヘラミガキ

が施される。脚柱部には 3ヶ所の円孔を穿つ。口径27.3cm、 器高15,75cm、 裾部径15.5cm。 239の調

整はITh部 内外面共ヘラミガキ、脚部には内面シボリメ・ハケメ、外面にはヘラミガキが施される。脚柱部

には4ヶ所の円孔を穿つ。日径27.3cm、 器高17.3cm、 裾部径15.2cm。 色調は内面にぶい橙色 (5YR7/4)、

外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。240の調整はITh部内外面共ヘラミガキ、脚部内面シボリメ、

外面にはハケメ・ヘラミガキが施される。脚柱部には3ヶ所の円孔を穿つ。日径28.6cm、 器高18.9cm、

裾部径18.2cm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。241の調整は邦部内外面共ハケメ、脚部内

面ヘラケズリ、外面にはヘラミガキが施される。脚柱部には3ヶ所の円孔を穿つ。日径23.2cm、 器高

13.4cm、 裾部径 14,Ocm。 色調内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を呈する。
242の調整は杯部内外面共ヘラミガキ、脚部内面ハケメ (6/cm)、 外面にはハケメ(同原体)後ヘラミガ

キが施される。脚柱部に4ヶ所の円孔を穿つ。日径28.6cm、 器高18.3cm、 裾部径14.8cm。 色調は内面
にぶい黄橙色 (10YR6/3)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/3)を 呈する。243の調整は杯部内面ヘラミガキ、

外面ハケメ (6/cm)、 脚部内外面共ハケメ(同原体)が施される。脚柱部に4ヶ 所の円孔を穿つ。日径

31.4cm、 器高17.3cm、 裾部径16.7cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。244の調整は郷部内

外面共ヘラミガキ、脚部内外面共ハケメ(7/cm)施される。脚柱部に4ヶ所の円孔を穿つ。日径31.5cm、

器高17.Ocm、 裾部径14.7cm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を呈する。245の調整は杯部内外面共ヘラミガキ、

脚部内面ナデ、外面にはヘラミガキが施される。脚柱部に4ヶ 所の円孔を穿つ。口径31.8cm、 器高

21.Ocm、 裾部径18.4cm。 色調は内面にぶい黄色(2.5Y6/3)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/3)を呈する。

246の調整は邦部内外面共に風化のため詳細不明、脚部には内外面共ハケメ(8/cm)が施される。日径

17.2cm、 器高10.4cm、 裾部径11.7cm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。248の調整はFTh部

内外面共にヘラミガキ、脚部内外面共工具によるナデが施される。脚柱部に4ヶ所の円孔を穿つ。日

径27,Ocm、 器高17.5cm、 裾部径 18.5cm。 色調は内面明褐色 (7.5YR5/6)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/3)

を呈する。258はやや丸味をもつ邦部、日縁部ににぶい稜をもち、外弯する。日縁端部は上方につま

み上げる。脚部に円孔を穿つ。調整は郭部内面ヘラミガキ、外面ハケメ (8/cm)、 脚部内面ハケメ、外

面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。日径 15。4cm。 色調は明赤褐色 (5YR5/8)を呈する。
260の 調整は杯部内外面共にヘラミガキ、脚部内面ナデ、外面にはヘラミガキが施される。脚柱部に

3ヶ所の円孔を穿つ。日径24.8cm、 器高15.5cm、 裾部径 12.4cm。 色調は内面明褐色(7.5YR5/6)、 外

面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を呈する。261の調整は杯部内面著しい磨城のため詳細不明、外面ヘラミガ

キ、脚部内面シボリメ・ナデ、外面にはハケメ(6/cm)が施される。脚柱部に4ヶ所の円孔を穿つ。日

径25.9cm、 器高16.lcm、 裾部径 15.5cm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を呈する。262の調整は邦部内面風
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化のため詳細不明、外面ハケメ(7/cm)後ヘラミガキ、脚部内面シボリメ・ハケメ、外面にハケヌ(同原

体)後ヘラミガキが施される。脚柱部に4ヶ所の円孔を穿つ。日径27.Ocm、 器高17,7cm、 裾部径12.5cm。

色調は内面にぶい褐色(7.5YR5/4)、 外面橙色(7.5YR6/6)を 呈する。263は脚郡欠失。調整は内面ヘラミ

ガキ、外面には日縁部ヘラミガキ、体部ハケメ(8/cm)が施される。日径26.Ocm。 色調はにぶい黄橙

色 (10YR6/3)を呈する。264は脚裾部欠失。調整は杯部内面ヘラミガキ、外面ハケメ(7/cm)後ヘラ

ミガキ、脚部内面工具によるナデ、外面にはヘラミガキが施される。脚柱部に3ヶ所の円孔を穿つ。

日径21.2cm。 色調にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。265は脚裾部欠失。調整は郷部内面ヘラミガキ、

外面ヘラケズリ・ヘラミガキ、脚部内面ナデ、外面にはヘラミガキが施される。脚柱部に 3ヶ所の円

孔を穿つ。日径26.6cm。 色調内面にぶい橙色 (7.5YR7/4)、 外面橙色 (7.5YR7/6)を呈する。266は脚

部欠失。調整はヘラミガキ、摩減のため詳細不明。口径25.2cm。 色調は内外面共にぶい黄橙色

(10YR6/4)を呈する。267は脚部欠失。調整は内面ヘラミガキ、外面日縁部ヘラミガキ、体部にはヘラ

ケズリが施される。日径26.6cm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面灰黄褐色 (10YR4/2)を

呈する。268は脚裾部欠失。調整は内外面共にハケメ(5/cm)後ヘラミガキが施される。日径27.6cm。

色調は内面橙色(7.5YR6/6)、 外面橙色 (7.5YR7/6)を 呈する。269は脚部欠失。調整は内外面共にヘラ

ミガキが施される。内外面に黒斑あり。日径29。 2cm。 色調は内面にぶい黄橙色 (10YR(7/3)、 外面橙

色 (5YR6/6)を 呈する。270は脚部欠失。調整は内外面共にヘラミガキが施される。日径16.15cm。 色

調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。273の脚部欠失。調整は内外面共ハケメ(13/cm)後ヘラミガキ

が施される。日径26.Ocm。 色調は内面にぶい黄褐色(10YR5/4)、 外面灰黄色 (2.5Y7/2)を呈する。274

は脚部欠失。調整は内外面共にヘラミガキが施される。日径28.Ocm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)

を呈する。275は脚部欠失。調整は内面ヘラミガキ、外面にはハケメ (原体12/1.8cm)後ヘラミガキが

施される。日径30.Ocm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。276の調整はrTh部 内面ヘラミガ

キ、外面ハケメ(8/cm)、 脚部内面ナデ、外面にはハケメ (同原体)が施される。脚柱部には 3ヶ所の円

孔を穿つ。日径27.9cm、 器高14.3cm、 裾部径13.5cm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR7/4)、 外面にぶ

い橙色 (7.5YR7/3)を 呈する。

高邦B(第 31図  249～ 256)

脚柱部はすべて中空。脚柱部に円孔を穿つもの(249。 25Ⅲ 254)がある。249の調整は郷部内外面共ヘ

ラミガキ、脚部内面ハケメ (9/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。脚柱部に4ヶ所

の円孔を穿つ。日径15,4cm、 器高12.8cm、 裾部径11.4cm。 色調は黄褐色 (10YR5/6)を呈する。250の

調整は郷部内外面共ヘラミガキ、脚部内面シボリメ・工具によるナデ、外面にはヘラケズリが施される。

完形。日径16.lcm、 器高12.4cm、 裾部径11.4cm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR6/4)、 外面にぶい褐色

(7.5YR6/3)を 呈する。251の調整は杯部内外面共ヘラミガキ、脚部内面ナデ、外面にはヘラミガキが施

される。脚柱部に3ヶ 所の円孔を穿つ。日径 15。4cm、 器高11.4cm、 裾部径10.2cm。 色調はにぶい褐色

(7.5YR5/4)を 呈する。252は脚部欠失。調整は内外面共にヘラミガキが施される。口径 15。8cm。 色調

内外面共に明褐色 (7.5YR5/6)を呈する。253は裾部欠失。調整は内外面共にハケメ(7/cm)を 呈する。

脚柱部に円孔を穿つ。日径 15.4cm。 色調内面にぶい黄橙色 (10YR6/4)、 外面黄褐色 (10YR5/6)を呈

する。254の調整はlTk部内面ヘラミガキ、外面ハケメ(13/cm)後 ヘラミガキ、脚部内面工具によるナ

デ、外面にはハケメ (同原誉)後ヘラミガキが施される。ITh部外面に1条の沈線が見られる。日径17.6cm、

器高14.lcm、 裾部径 13.8cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈

する。255の調整は内外面共に磨減のため詳細不明。日径16.4cm、 器高12,7cm、 裾部径10.2cm。 色調
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は内面にぶい黄橙色 (10YR7/3)。 黄灰色 (2.5Y4/1)、 外面灰色 (5Y4/1)を呈する。256の調整は内外面

共にハケメ(9/Cm)後ヘラミガキが施される。日径 H.2cm、 器高9.6cm、 裾部径7.lcm。

高杯C(第 31・ 32図  257・ 259。 271・ 272)

丸味をもつ杯部から、日縁部は外反する。257は脚部欠失。調整は内外面共にハケメ(10/cm)が 施

される。口径15,2cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面褐色 (7.5YR4/3)を 呈する。259は鉢

の可能性もある。脚部欠失。調整は内外面共にハケメ(8/cm)が施される。日径28.2cm。 色調はにぶ

い赤褐色 (5YR5/4)を呈する。271は脚部欠失。口縁端部を下方に引き伸ばし、端面は凹む。調整は

内面ハケメ(6/cm)後ヘラミガキ、外面にはナデが施される。外面に黒斑あり。日径18.8cm。 色調は

にぶい黄褐色 (10YR5/3)・ にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。272は脚部欠失。調整は内面ヘラミガキ、

外面にはハケメ(11/Cm)が 施される。日径20.6cm。 色調は黄褐色 (10YR5/6)を呈する。

脚台 (第 30・ 32図 247・ 277～ 284)

高杯に属す脚部と思われる。脚柱部に装飾をもつもの(277～ 281)、 脚柱部に円孔を穿つもの (279・

280。 282・ 283)がある。247は邦部は欠損。調整は内外面共に工具によるナデが施される。内面に煤

が付着することから、蓋への転用品とも考えられる。脚柱部に3ヶ所の円孔を穿つ。裾部径 15。 lcm。 色

調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を 呈する。277は口縁部欠失。わずかに口縁部外面に稜が見られることから

高郷Aに属すと考えられる。調整は杯部内外面共にヘラミガキ、脚部内面ヘラケズリ、外面にはヘラミ

ガキが施される。脚柱部に4ヶ所の円孔を穿つ。脚柱に7条からなる凹線文が見られる。裾部径19.2cm。

色調は内面にぶい黄橙色 (10YR6/4)、 外面には黄褐色(10YR5/6)を 呈する。278の調整は内面シボリ

メ、外面にはヘラミガキが施される。外面にはクシエ具による 3条の沈線文が 2帯見られる。色調は

内面暗灰黄色 (2.5Y5/2)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。279の調整は内面シボリメ、外面

にはヘラミガキが施される。外面にクシエ具による6条の沈線文と円孔を穿つ。色調は内面にぶい褐色

(7.5YR5/4)、 外面にぶい黄橙色(10YR6/4)を呈する。280の調整は内面ナデ、外面にはクシエ具によ

る15条の沈線文と羽状文風列点文。円孔を3ヶ所穿つ。色調は明褐色(7.5YR5/6)を 呈する。281の調整

は内面工具によるナデ、外面にはハケメ後ヘラミガキが施される。外面にクシエ具による8条の凹線文

と羽状文風列点文が見られる。色調は黄褐色(10YR5/6)を呈する。282は郷部欠失。調整は邦部内面ヘ

ラミガキ、外面ハケメ(7/cm)、 脚部内面シボリメ・ハケメ(11/cm)、 外面にはヘラケズリ・ハケメ (同

原体)が施される。脚柱部に4ヶ所の円孔を穿つ。裾部径H.6cm。 色調橙色(7.5YR7/6)を 呈する。

283の ITh部欠失。調整は内外面共にヘラミガキが施される。裾部径12.8cm。 色調は内面明黄褐色

(10YR7/6)、 外面褐色(10YR4/6)を呈する。284の調整は内面シボリメ・板状工具によるナデ、外

面にはハケメ (8/cm)後ヘラミガキが施される。裾部径11.6cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、

外面にぶい黄橙色 (10YR7/3)を呈する。

鉢 (第 33～ 86図 )

直日の口縁部をもつものを鉢A、 外反する日縁部をもつものを鉢Bとする。日径が10cm未満のもの

を小型、30cm以上のものを大型と呼ぶこととする。

鉢A(第 33・ 35。 36図  292・ 316～ 867)

底部の形態が平底のもの (321・ 323・ 331・ 332・ 335。 336・ 346・ 355・ 863)、 上げ底気味の

もの (292・ 318。 320,325。 333・ 334・ 344・ 345。 347-350,352・ 356・ 357・ 359～ 362・

-56-



芽

一Ⅷ

ノ
ン

，
留

７

．

290

―

=

＼〆 隔

0                       20cm
|      |      |

第33図  溝 100出土土器実測図

-57-



364・ 367)、  子しを穿ヤゝたもの (316・ 317・ 319,322・ 324・ 326-330。 337-343・ 351・ 354・

365。 366)、 穿孔途中のもの (353)な どがあり、日縁部の形態から口縁端部を打ち欠いて終わるも

の (329～ 332・ 337～ 367)、 面をもつもの (319,324・ 328。 334。 335)、 丸味をもつもの (292・

317。 318。 320～ 323・ 325～ 327・ 333・ 336)、 尖り気味のもの (316)な どがある。292は大型

に近い形態をもつ。調整は内外面共にハケメ (6/cm)後ヘラミガキが施されるが、風化のため詳細不

明。日径24.8cm、 器高10.6cm、 底径5.Ocm。 色調は内面橙色 (7.5YR6/6)、 外面橙色 (7.5YR7/6)

を呈する。316の調整は内外面共にハケメ (4/cm)が施される。日径11.5cm、 器高8.Ocm、 底径4.3cm。

色調は内面にぶい橙色 (7.5YR6/4)、 外面灰褐色 (7.5YR6/2)を 呈する。317の調整は内面ハケメ

(6/cm)後 ナデ、外面にはナデ調整が施される。内外面に黒斑あり。日径12.5cm、 器高8.4cm、 底

径3.4cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい褐色 (7.5YR6/3)を 呈する。318の調整

は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはハケメ後ナデが施される。内外面に煤付着。口径 12.6cm、 器高7.Ocm、

底径4.8cm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。319

の調整は内外面共にハケエ具によるナデが施される。日径12.8cm、 器高6.9cm、 底径3.3cm。 色調は

内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面明褐色 (7.5YR5/6)を呈する。320の調整は内面ハケメ (9/cm)、

外面はナデが施される。体部外面に線刻あり。口径13.5cm、 器高8,4cm、 底径5,3cm。 色調はにぶい

黄橙色 (10YR6/4)を 呈する。321の調整は内外面共に工具によるナデが施される。外面に黒斑あり。

日径 14.Ocm、 器高6.4cm、 底径4.4cm。 色調は明黄褐色 (10YR6/6)を 呈する。322の調整は内外面

共にハケメ (7/cm)が施される。外面に黒斑あり。日径16.lcm、 器高10.9cm、 底径3.5cm。 色調は

内面褐色 (7.5YR4/4)、 外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。323の調整は内外面共にハケメ

(10/cm)が施される。口径17.8cm、 器高7.4cm、 底径4.6cm。 色調は内面橙色 (7.5YR6/6)、 外面

明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。324の調整は内外面共にハケメ (9/cm)が施される。内面に煤付着。

日径 17.7cm、 器高9,7cm、 底径4.8cm。 色調は内面 にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい橙色

(7.5YR6/4)を呈する。325の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはハケメ後ナデが施される。口径

14.8cm、 器高6.6cm、 底径4.7cm。 色調は赤褐色 (5YR4/6)を 呈する。326の調整は内外面共にヘ

ラミガキが施される。日径14.4cm、 器高8.8cm、 底径4.Ocm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈

する。327の調整は内外面共に工具によるナデが施されるが、著しい風化のため詳細不明。日径16.Ocm、

器高7.5cm、 底径5,3cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。328の調整は内面ハケメ (4/cm)、

外面タタキメ (3/cm)が施される。日径 12.5cm、 器高8.6cm、 底径4.5cm。 色調は内面にぶい橙色

(5YR6/4)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。329の調整は内面工具によるナデ、外面には夕タキ

メ (4/cm)が 施される。外面に黒斑あり。完形。回径 12.2cm、 器高8,3cm、 底径4.3cm。 色調は内

面明赤褐色 (5YR5/6)、 外面浅黄橙色 (7.5YR8/3)を 呈する。330の 調整は内面ハケメ (9/cm)、

外面タタキメ(3/cm)が施される。日径 12.6cm、 器高9。6cm、 底径4.Ocm。 色調は内面褐色 (10YR4/4)、

外面にぶい黄褐色 (10YR5/4)を 呈する。331の 調整は内面ハケメ (4/cm)、 外面タタキメ後ナデが

施される。日径13.2cm、 器高7.5cm、 底径4.7cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/3)、 外面灰黄褐

色 (10YR5/2)を 呈する。332の調整は内外面共に板状工具によるナデが施される。内面に黒斑あり。

日径11.75cm、 器高6.65cm、 底径4.2cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)。 にぶい褐色 (7.5YR5/4)

を呈する。333の調整は内面ハケメ (10/cm)、 外面にはナデが施される。内面に煤付着。口径14.Ocm、

器高6.8cm、 底径4.6cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/4)を 呈する。334の調整は内面ヘラミガキ、

外面には夕タキメ (4/cm)が施される。底部に黒斑あり。日径 16.2cm、 器高8.7cm、 底径4.7cm。

色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)を 呈する。335の調整は内面ハケメ (4/cm)、 外面タタキメ (3/cm)
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が施される。口径 18.lcm、 器高8.5cm、 底径4.4cm。 色調は内面橙色(7.5YR6/6)、 外面橙色 (7.5YR7/6)

を呈する。336の調整は内面ハケメ (5/cm)、 外面には夕タキメ (3/cm)が施される。日径18.6cm、

器高8.9cm、 底径4.8cm。 色調は内面明黄褐色 (10YR6/6)、 外面黄褐色 (10YR5/6)を 呈する。337

の調整は内面ハケメ (5/cm)、 外面にはタタキメ (3/cm)後ナデが施される。外面に黒斑あり。日径

14.8cm。 色調は内面明褐色 (7.5YR5/6)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を 呈する。338の調整は内面

ハケメ (8/cm)、 外面タタキメ (5/cm)が施される。底部に失敗の孔痕あり。日径 15。 3cm、 器高10.7cm、

底径4.lcm。 色調は内面にぶい黄褐色(10YR5/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/3)を 呈する。339の調

整は内面工具によるナデ、外面にはタタキメ(2/cm)が施される。日径 15.5cm、 器高12.6cm、 底径

4.3cm。 色調は黄褐色 (10YR5/6)を 呈する。340の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはタタキメ

(2/cm)が施される。内面に黒斑あり。口径 16.Ocm、 器高8,9cm、 底径3.4cm。 色調は灰褐色 (7.5YR6/2)

を呈する。341の 調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面タタキメ(3/cm)が施される。完形。日径 16.2cm、

器高9。 4cm、 底径2.8cm。 色調は内面褐灰色 (7.5YR5/1)、 外面浅黄橙色 (7.5YR8/3)を呈する。342の

調整は外面ハケメ(4/cm)、 外面夕タキメ後ナデが施される。完形。日径16.2cm、 器高10.6cm、 底径

4.7cm。 色調は灰黄褐色 (10YR5/2)を 呈する。343の調整は内面ハケメ (9/cm)、 外面にはタタキメ

(4/cm)後ハケメ (同原体)が施される。日径164cm、 器高10。 5cm、 底径4.5cm。 色調は内面灰褐色

(7.5YR6/2)、 外面明褐灰色 (7.5YR7/2)が施される。日径 16.4cm、 器高10。 5cm、 底径4.5cm。 色調は内

面灰褐色 (7.5YR6/2)、 外面明褐橙色 (10YR7/2)を呈する。344は小型。調整は内面ハケメ(7/cm)、 外面

にはハケメ(同原体)後ナデが施される。日径10,3cm、 器高5。 9cm、 底径4。 lcm。 色調は橙色(5YR6/6)

を呈する。345の調整は内外面共に工具によるナデが施される。日径10。 9cm、 器高7.6cm、 底径4.5cm。

色調はにぶい黄橙色(10YR6/4)を呈する。346の調整は内面ハケメ(7/cm)、 外面にはナデが施される。

内面に煤付着。日径11.OCm、 器高8.lcm、 底径3.4cm。 色調は内面にぶい褐色(7.5YR5/4)、 外面にぶ

い橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。347の調整は内外面共にハケメ(7/cm)が施される。日径 11.5cm、 器高

6.5cm、 底径4.2cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。348の調整は内面工具によるナデ、

外面にはナデが施される。外面に黒斑あり。日径11.6cm、 器高5.55cm、 底径4.9cm。 色調は内面にぶ

い黄褐色(10YR5/3)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/3)を呈する。349の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面

にはナデが施される。日径11,7cm、 器高6.Ocm、 底径 5。 2cm。色調は橙色 (7.5YR6/6)を呈する。350の調

整は内面工具によるナデ、外面にはハケメ(8/cm)が施される。日径13,7cm、 器高6.2cm、 底径4.4cm。

色調は内面明褐色 (7.5YR5/6)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。351の調整は内外面共に工具によるナ

デが施される。日径 11.9cm、 器高 10.3cm、 底径4.7cm。 色調は内面赤褐色 (5YR4/6)、 外面明褐色

(7.5YR5/6)を 呈する。352の調整は内面ハケメ(7/cm)、 外面は著しい風化のため詳細不明。外面体部

に記号文。口径 12.4cm、 器高10.Ocm、 底径4.Ocm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。353の

調整は内外面共に工具によるナデが施されるが、摩滅のため詳細不明。口径 11.6cm、 器高9.6cm、 底径

4.lcm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。354の調整は内外面共に

板状工具によるナデが施される。口径 12.6cm、 器高7.3cm、 底径3.6cm。 色調は内面褐色(10YR4/6)、 外

面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。355の調整は内面ハケメ (6/cm)、 外面は著しい風化のため詳細

不明。日径13.2cm、 器高8.lcm、 底径4.8cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/3)、 外面にぶい褐色

(7.5YR6/3)を 呈する。356の調整は内面ハケメ (6/cm)、 外面著しい摩滅のため詳細不明。完形。口径

13.5cm、 器高7.lcm、 底径4.4cm。 色調は内面にぶい橙色(5YR6/4)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。

357の調整は内外面共にハケメ(10/cm)が施される。日径13.7cm、 器高7.9cm、 底径 5。 2cm。 色調は

にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。358は底部欠失。調整は内面ハケメ(8/cm)、 外面ナデが施される。
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口径13.8cm、 器高7.2cm、 底径4.4cm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR6/4)、 外面明褐色(7.5YR5/6)を

呈する。359の調整は内面ハケメ(6/cm)、 外面にはナデが施される。日径14.Ocm、 器高6.4cm、 底径

4.6cm。 色調内面橙色 (5YR6/6)、 外面にぶい橙色 (5YR6/4)を呈する。360の調整は内外面共にハケ

メ(9/cm)を呈する。外面に黒斑あり。完形。日径16.3cm、 器高9.8cm、 底径5。 lcm。 色調はにぶい

褐色(7.5YR5/4)を呈する。361の調整は内面ハケメ(6/cm)、 外面はナデが施される。日径16.4cm、 器

高6.6cm、 底径4.8cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を呈する。362の調整は内外面共一部にハケ状

(7/cm)工具痕がみられるが風化のため詳細不明。完形。日径 12.Ocm、 器高7.6cm、 底径4.2cm。 色調

は橙色 (5YR6/8)を呈する。363の調整は内外面共にハケメ後ヘラミガキが施される。外面に黒斑あ

り。日径13.9cm、 器高7.3cm、 底径4.2cm。 色調は内面黄褐色 (10YR5/6)、 外面にぶい黄橙色 (10YR 6/

4)を呈する。364の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはナデが施される。日径 13,9cm、 器高7.45cm、

底径4.4cm。 色調は暗褐色 (10YR3/4)を呈する。365の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはナデが施

される。口径14.lcm、 器高8.3cm、 底径4.5cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。366の調

整は内面ハケメ (6/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後ナデが施される。外面に黒斑あり。日径14.2cm、 器

高10.lcm、 底径4.6cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。367の調整は内面ハケメ(7/cm)、

外面にはナデが施される。外面に黒斑あり。日径15.Ocm、 器高7.15cm、 底径4.5cm。 色調はにぶい

褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。

鉢B(第 33。 34図 285～ 291・ 293～ 315)

口縁端部の形態が丸くおさめるもの (285。 287・ 288・ 290・ 294・ 296・ 297・ 299。 301～ 304・

307・ 308・ 312-314)、  面子をもつもの (286・ 289。 291・ 293・ 295・ 298・ 300・ 305。 306・ 309

～311,315)、 底部の形態が平底のもの (291・ 298～ 296・ 302・ 306～ 308)、 上げ底気味のもの (285・

287～ 290。 297～ 299。 301・ 303・ 304)、 やや丸味をもつもの (286・ 300)な どがある。285の

調整は内面著しい摩減のため詳細不明、外面にはハケメ (8/cm)が施される。日径20,Ocm、 器高8.8cm、

底径4.4cm。 色調は内面灰黄褐色 (10YR5/2)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/3)を 呈する。286の調

整は内面風化のため詳細不明、外面にはハケメ (7/cm)が施される。外面に煤付着。日径20.2cm、

器高11.lcm、 底径 5。 lcm。 色調は内面にぶい黄橙色 (10YR7/3)、 外面にぶい橙色 (7.5YR7/4)を呈

する。287の調整は内外面共にハケメ (7/cm)後ヘラミガキが施される。日径20.3cm、 器高10.5cm、

底径4.9cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を呈する。288の調整は内外面共に著しい摩滅のため詳

細不明。日径21.6cm、 器高9,2cm、 底径4.4cm。 色調は橙色 (5YR7/8)を呈する。289の 調整は内

面ハケメ (9/cm)後ヘラミガキ、外面にはハケメ (同原体)が施される。外面に黒斑あり。日径

22.3cm、 器高11.35cm、 底径5.Ocm。 色調は赤褐色 (5YR4/6)を呈する。290の調整は内面工具に

よるナデ、外面にはヘラミガキが施される。黒斑あり。口径22.6cm、 器高10.8cm、 底径5,4cm。 色

調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。291の 日縁部は面をもち肥厚気

味。調整は内外面共にヘラミガキが施されるが著 しい摩滅のため詳細不明。外面に黒斑あり。 日径

24,Ocm、 器高 9.5cm、 底径 5。 7cm。 色調は橙色 (5YR6/6)を呈する。293は大型に近い形態をもつ。

調整は内面工具によるナデ後ヘラミガキ、外面には密なヘラミガキが施される。日径26.8cm、 器高

20.4cm、 底径 9.Ocm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/3)、 外面にぶい橙色 (5YR6/3)を 呈する。

294は大型。調整は内外面共にハケメ (8/cm)後ヘラミガキが施される。日径 30。 lcm、 器高22.2cm、

底径 5,lcm。 色調は内面褐色 (10YR4/6)、 外面にぶい赤褐色 (5YR5/4)を 呈する。295は大型。 口

縁部は面をもち肥厚気味。調整は内面工具によるナデ、外面にはヘラミガキが施されるが、摩滅のた
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め詳細不明。日径34.2cm、 器高25.5cm、 底径8.5cm。 色調は橙色 (5YR6/8)を呈する。296の調整
は内外面共にハケメ (6/cm)が施される。内面に煤付着。口径13.Ocm、 器高8.8cm、 底径4.9cm。
色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。297の調整は内面
工具によるナデ、外面は著しい風化のため詳細不明。外面に黒斑あり。日径13,7cm、 器高8.8cm、 底

径5.6cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。298の調整は内外面共にハケメ (9/cm)後
ヘラミガキが施される。外面に煤付着。日径 14.5cm、 器高9,7cm、 底径4.8cm。 色調は内面にぶい褐

色 (7.5YR5/4)、 外面褐色 (7.5YR4/4)を 呈する。299の調整は内外面共にハケメ (5/cm)が施さ
れる。外面に黒斑あり。日径16.4cm、 器高8.4cm、 底径4.5cm。 色調は内面明黄褐色 (10YR6/4)、

外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。300の調整は内外面共にハケメ (9/cm)。 板状工具によるナ
デが施されるが、摩滅のため詳細不明。口径 18.6cm、 器高8.3cm、 底径4.3cm。 色調は内面にぶい橙

色 (7.5YR6/4)、 外面にぶい橙色 (7.5YR7/4)を呈する。301は小型。調整は内外面共にハケメ(11/cm)
が施される。内面に黒斑あり。日径 10.9cm、 器高6.2cm、 底径4.8cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)
を呈する。302は小型の甕の可能性あり。調整は内外面共にハケメ (8/cm)が施される。外面に煤付
着。日径 11.6cm、 器高8.Ocm、 底径4.lcm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面にぶい褐色
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(7.5YR5/4)を 呈する。303の調整は内外面共に板状工具によるナデが施される。日径15.2cm、 器

高7.9cm、 底径3.3cm。 色調は橙色 (5YR6/8)を呈する。304の外面底部にモミ圧痕あり。調整は内

外面共にハケメ (6/cm)が施されるが、外面風化のため詳細不明。日径16.Ocm、 器高8.4cm、 底径

4.7cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/3)を呈する。305は底部欠失。調整は内面工具によるナデ、

外面にはハケメ (5/cm)後 タタキメ (3/cm)が施される。内面に黒斑あり、外面は煤付着。口径

17.9cm。 色調は内面灰色 (7.5Y4/1)、 外面暗灰色 (N3/)を呈する。306の調整は内面工具によるナ

デ、外面にはヘラミガキが施される。口径18.2cm、 器高H.3cm、 底径4.4cm。 色調はにぶい橙色

(7.5YR6/4)を呈する。307の調整は内面ハケメ (6/cm)、 外面には夕タキメ (4/cm)後ハケメ(同原

体)が施される。内面に煤付着。日径18.3cm、 器高9.9cm、 底径5,Ocm。 色調は内面にぶい褐色

(7.5YR5/3)、 外面にぶい赤褐色 (5YR 5/3)を呈する。308の 調整は内外面共に工具によるナデが
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施される。内外面共に煤付着。日径 18.4cm、 器高9.5cm、 底径4,9cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/4)

を呈する。309は外面に把手がつく。調整は内面ヘラミガキ、外面にはナデが施される。色調は内面

にぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を 呈する。310は大型。底部欠失。日縁

部が肥厚するもの。調整は内外面共にハケメ後ヘラミガキが施される。日縁部直下に焼成後の穿孔。

日径36.4cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)を 呈する。311の底部欠失。調整は内外面共にヘラ

ミガキと思われるが、風化のため詳細不明。日径27.4cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/4)を 呈す

る。312は大型。底部欠失。調整は内外面共にハケメ (7/cm)後ヘラミガキが施される。日径37.Ocm。

色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)を 呈する。313の底部欠失。調整は内外面共にハケメ後ヘラミガキ

が施される。外面に煤付着。口径25.6cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。314は底部欠

失。調整は内外面共にハケメ (H/cm)後 ヘラミガキが施される。日径22.6cm。 色調は内面赤褐色
(5YR4/8)、 外面橙色 (5YR6/6)を 呈する。315は大型。底部欠失。調整は内外面共にハケメ後ヘ

ラミガキが施される。日径47.Ocm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈する。

台付鉢 (第 15図 31)

ラッパ状に広がる低い台部をもち、鉢部は偏平な球形から、「く」の字形に外折する日縁部。日縁端

部は面をもつ。台部に3ヶ所の円孔を穿き、日縁部には片口をもつ。調整は鉢部内外面共にハケメ

(8/cm)後ヘラミガキ、台部には内外面共に同原体からなるハケメが施される。日径12.4cm、 器高
19.9cm、 裾部径13.8cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。

器台 (第 37・ 38図 368～ 388)

日縁部・裾部がラッパ状に開き、中央部の狭い鼓胴形で中空をなす。30cm以上は大型とする。形

態は受皿部・裾部の区別が明瞭なもの (368・ 369。 371・ 372・ 374～ 377・ 381)、 裾部から鼓部へな

だらかに移行し、受け皿部境で屈曲するもの (370。 378・ 382)、 裾部から受皿日縁部までなだらかな

カーブをえがくもの (373)がある。368の 日縁部端面に凹線文が見られる。調整は内面ハケメ (6/cm)、

外面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。筒部に4ヶ所の円孔を穿つ。日径 16.6cm、 器高

12.6cm、 裾部径14.6cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/3)、 外面褐灰色 (7.5YR6/1)を 呈する。369

の調整は著しい磨減のため詳細不明。筒部に4ヶ所の円孔を穿つ。日径16.4cm、 器高14,7cm、 裾部

径 15。 2cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を 呈する。370の調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはハケ

メ (同原体)後ヘラミガキが施される。日径16.8cm、 器高13.6cm、 裾部径17.4cm。 色調はにぶい橙色

(7.5YR6/4)を 呈する。371の 日縁部端面に2個 1単位の円形竹管文、日縁部内端面に櫛描波状文が見

られる。調整は内外面共にハケメ(12/cm)が施される。筒部に4ヶ所の円孔を穿つ。口径18.Ocm、 器

高13.2cm、 裾部径15,4cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を 呈する。372の調整は内面ハケメ (5/cm)、

外面にはヘラミガキが施される。筒部に4ヶ所の隅丸方形孔を穿つ。これは円形透かしの工具を縦2段

に穿いて方形としたものと思われる。日径 17.7cm、 器高13.9cm、 裾部径14.9cm。 色調はにぶい褐色

(7.5YR6/3)を 呈する。373の調整は内面ハケメ (6/cm)、 外面にはナデが施される。日径 18。 2cm、 器

高14.4cm、 裾部径15.4cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。374の 日縁郡端面に円形浮文

に竹管文が見られる。調整は内面板状工具によるナデのちヘラミガキ、外面にはヘラミガキが施され

る。筒部に2段に 5ヶ所ずつの円孔を穿つ。日径25。 8cm、 器高18,7cm、 裾部径20.5cm。 色調は内面

にぶい褐色 (7.5YR5/3)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。375の 日縁部端面に1条の凹線文が

見られる。調整は内外面共にハケメ(10/cm)が施される。日径 19.5cm、 器高20。 9cm、 裾部径16.4cm。
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色調は内面にぶい黄橙色(10YR6/4)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。376の日縁部端面には円

形浮文に竹管文が見られる。調整は内外面共にハケメ(8/cm)が施される。日径22.Ocm、 器高17.8cm、

裾部径17.Ocm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。377の 口縁部端面に2条の凹線文が見られる。

調整は内外面共にハケメ(4/cm)後ヘラミガキが施される。内外面に黒斑あり。日径23.7cm、 器高

18.6cm、 裾部径20.8cm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR6/4)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。378の

裾端部欠失。日縁端部は下方に拡張し、端面には櫛描波状文 (7/1,3cm)に 3個 1単位の円形竹管文が見
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られる。調整は内外面共にハケメ(6/cm)後ヘラミガキが施される。日径26.8cm。 色調はにぶい褐色

(7.5YR5/4)を 呈する。379の 日縁部は下方に拡張し、端面には円形竹管文が見られる。調整は内面板

状工具によるナデ後ヘラミガキ、外面にはヘラミガキが施される。外面に黒斑あり。他地域産。口径

23.lcm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を呈する。380の 日縁端部は下方に拡張し、端面に凹線文と円形竹

管文が見られる。調整は内面ヘラミガキ・ヘラケズリ、外面にはヘラミガキが施される。筒部に2段に

4ヶ所ずつの円孔を穿つ。外面に煤付着。口径20,6cm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR6/4)、 外面に

ぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。381の 日縁端部は下方に肥厚し、端面に2条の凹線文が見られる。調

整は内外面共にハケメ(10/cm)後 ヘラミガキが施される。内外面に黒斑あり。口径 17.3cm、 器高

16.6cm、 裾部径 14.6cm。 色調は内面明赤褐色(5YR5/6)、 外面明褐色 (7.5YR5/6)を呈する。382の調

整は内外面共にハケメ(10/cm)が 施される。口径16.2cm。 色調は明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。388

は受部欠失。調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。4ヶ所の

円孔を穿つ。裾部径18.6cm。 色調は内面明褐色 (7.5YR5/6)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。384の調

整は内面ハケメ(6/cm)。 シボリメ、外面にはハケメ (同原答)後ヘラミガキが施される。裾部径17.4cm。

色調は内面褐色(10YR4/6)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。385の調整は内面ハケメ (6/cm)、

外面にはナデが施される。裾部径15.2cm。 色調は褐灰色 (10YR4/1)を 呈する。386の 調整は内面ハ

ケメ(6/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。 3ヶ所の円孔を穿つ。外面に黒斑あ
り。裾部径17.8cm。 色調は内面橙色 (7.5YR6/6)、 外面明褐色 (7.5YR5/6)を呈する。387は裾部に2段

からなるヘラによる刺突文が見られる。調整は内外面共に工具によるナデが施される。4ヶ所に円孔

を穿つ。裾部径21.4cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)を呈する。388は内外面共に工具によるナデ

が施される。円孔を穿つ。日径19,6cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/3)を 呈する。

壷蓋 (第38区] 390,394)

390は笠形を呈する。2孔 1単位の円孔が4ヶ所に見られる。調整は内外面共に著しい風化のため詳

細不明。口径9.7cm、 器高2,7cm、 つまみ径3.Ocm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3)を呈する。394は

395とセットになると思われる。直線的に立ち上がりの高い口縁部から、屈曲してなだらかな天丼部

に、つまみが退化したような盛り上がりが見られる。装飾性のある竹管文を配する。ほぼ全体に赤色

顔料を付する。天丼部に2孔 1単位の紐孔が2ヶ所に見られる。調整は内面ハケメ (3/cm)、 外面ハケメ

(5/cm)が施される。日径9,9cm、 器高4.Ocm、 つまみ径2.5cm。 色調は明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。

甕蓋 (第38図 391～ 393)

日縁部欠失する。391の調整は内外面共にハケメ (8/cm)が施される。つまみ径5.8cm。 色調は内

面灰黄褐色 (10YR4/2)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/3)を 呈する。392の調整は内面工具によるナ

デ、外面はナデが施される。つまみ径3,4cm。 色調は内面にぶい赤褐色 (5YR4/4)、 外面にぶい黄褐

色 (10YR4/3)を 呈する。393の調整は内外面共に工具によるナデが施される。つまみ径4.6cm。 色

調はにぶい赤褐色(5YR4/4)を呈する。

把手付コップ形土器 (第 38図 396)

やや上げ底気味の底部から、屈曲して直立する日縁部、日縁端部は丸くおさめる。断面円形の把手

が付く。外面日縁部に櫛描波状文 (4/0.7cm)が見られる。完形。調整は内外面共にナデが施される。

日径6.7cm、 器高7.3cm、 底径4.6cm。 色調は明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。
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ミニチュア土器 (第 38図 397～ 399)

397・ 399は鉢。397は丸味をもつ体部から、そのまま

口縁部とする。調整は内外面共に工具によるナデが施さ

れる。日径8.8cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)を呈

する。399は平底から、なだらかに外弯する日魯部。調

整はユビナデが施される。日径8.3cm、 器高4.3cm、 底

径4.3cm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面に

ぶい黄色 (2.5Y6/3)を呈する。398は高杯。調整はユビ

ナデを施す。日径4.7cm、 器高3.5cm、 裾部径3.4cm。

色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を呈する。

溝100混入品 (第 39図 400。 401)

混入品として弥生第Ⅲ～Ⅳ様式に属す土器が見られる。

400は甕。平底から、肩部の張る無花果形の合部に、な

だらかに外反する日縁部。日縁端郡は面をもつ。日縁部

端面にはキザミメが見られる。調整は内面日縁部ハケメ

(4/cm)。 体部工具によるナデ、外面にはハケメ (同原

401 
体)・底部にはヘラケズリが施される。外面に煤付着。日

径 17.9cm、 器高28.4cm、 底径5.8cm。 色調は内面にぶ

い黄橙色 (10YR6/3)、 外面暗灰黄色 (2.5Y5/2)を呈する。401は鉢。丸味をもつ体部から、なだらか

に外反する日縁部、日縁端部は面をもつ。日縁部直下に櫛描簾状文 (11/1.2cm)・ 直線文 (同原体)、 日

縁部端面に同原体による波状文が見られる。調整は内外面共にハケメ(11/cm)後 ヘラミガキが施され

る。内外面に黒斑あり。日径25,Ocm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/3)、 外面にぶい黄橙色

(10YR6/3)を呈する。

溝33B■土器 (第40区]419・ 420  図版80・ 84)

419は第V様式広日壷Aの 口縁郡。口縁端部は下方に拡張する。日縁郡端面には円形浮文に竹管文

が見られる。調整は内面にヘラミガキが施される。日径29,Ocm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。

420は須恵器堤瓶。円形の体部に、外反する日縁部。日縁端部は下方に肥厚する。両肩に把手の痕跡

が見られる。調整は外面体部にカキメが施される。日径8.4cm。 色調は内面灰色 (5Y6/1)、 外面灰色

(5Y5/1)を呈する。

溝82出土土器 (第40図 415～ 418 図版80)

415～418は弥生第V様式に属す。415は広口壺Aの 日頸部。口縁端部は下方に拡張し、日縁部端面

には3条の凹線文が見られる。調整は内外面共にハケメ(11/cm)が施される。外面に黒斑あり。日径

20.8cm。 色調は内面橙色(5YR6/6)、 外面にぶい橙色 (5YR6/4)を呈する。416は 日縁部を上方につ

まみ上げた形態をもつ。調整は内外面共にハケメが施される。口径15.2cm。 色調は内面にぶい黄橙色

(10YR6/4)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈する。417は小形の無頸壷。内傾する日体部、日縁

端部は上方につまみあげ面をもつ。外面に櫛描直線文・波状文 (5/0.65cm)が見られる。調整は内面工

具によるナデが施される。日径6.6cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。418は高邦B。 口縁

|   |  _J
第 39図 溝 100出土土器実測図
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部が屈曲して立つ形態。調整は内面板状工具によるナデ、外面には著しい摩滅のため詳細不明。日径

27,4cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/4)を呈する。

溝87出土土器 (第40図 422～ 424 図版81)

422は土師器lTk身。平底から、屈曲して直立する日縁部、 日縁端部は丸くおさめる。調整は外面底

部にヘラケズリが施される。日径 13.4cm、 器高3.15cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR7/4)を呈する。

423は須恵器lTh蓋。丸味をもつ天丼部、日縁端部は下方につまむ。調整は外面天上部(1/3)に回転ヘラ

ケズリが施される。日径 15,8cm。 色調は灰色 (5Y6/1)を呈する。424須恵器邦身。断面方形の高台を

もつ。調整は内面底部に不定方向のナデが施される。底径10.2cm。 色調は灰白色(2.5Y8/1)を 呈する。

溝88出土土器 (第40図 402～ 414 図版79・ 80)

402は弥生土器広口壺。外傾する頸部から、なだらかに外反する日縁部。口縁端部は面をもつ。口

縁部端面下方にキザミメ、外面頸部に 1帯の櫛描直線文が見られる。調整は内外面共にハケメ (6/cm)

が施される。日径24.6cm。 色調は明赤褐色 (2.5YR5/8)を呈する。403は製塩土器。丸味をもつ体部

からそのまま日縁部につづく。日縁端部は面をもつ。調整は内外面共にナデが施される。日径5,9cm。

色調は内面灰色 (7.5Y4/1)、 外面灰色 (7.5Y4/1)・橙色 (2.5YR7/6)を呈する。404は土師器高イ。ラッ

パ状にひらく脚部、邦部は椀形から口縁端部は短く外折する。調整は杯部内面風化のため詳細不明、

外面ナデ、脚部は内外面共にユビナデが施される。外面に黒斑あり。日径 18.4cm、 器高12.9cm、 裾

部径10.4cm。 色調は橙色 (5YR7/8)を 呈する。405は土師器甕。球形の体部から、なだらかに外反す

る日縁部、日縁端部は丸くおさめる。調整は内外面共にハケメ(10/cm)が施される。外面に黒斑あり。

日径11.Ocm、 器高14.6cm。 色調は明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。406は須恵器堤瓶。外面に自然釉付

着。日径 9。2cm。 色調は灰白色(N/)を 呈する。407は高lTXの 脚台。「ハ」の字形にひろがる脚部、裾部に

凸帯をもつ。台形状の透かし窓が3ヶ所に見られる。調整は外面にカキメが施される。裾部径7.9cm。

色調は青灰色 (5B6/1)を 呈する。408～410は須恵器郭蓋。408は外面に稜をもたず、丸味をもつ形

態。外面に自然釉付着。口径13.4cm、 器高4.2cm。 色調は内面灰白色 (N8/)、 外面黄灰色 (2.5Y5/1)

を呈する。409は外面に 1条の沈線を巡らすことで、稜をなす。日縁端部は短く外折し面をもつ。調

整は天丼部(1/2)に 回転ヘラケズ リが施される。日径13.Ocm、 器高4.6cm。 色調は内面淡黄色

(2.5Y8/3)、 外面灰白色 (7.5Y8/1)を呈する。410は外面に短くてややあまい稜をなす。日縁端部は内側

に面をもつ。調整は天丼部(1/3)に 回転ヘラケズリが施される。口径11.3cm。 色調は内面明青灰色 (5

PB7/1)、 外面灰赤色 (10R5/2)を呈する。4Hは須恵器無頸壷。内傾する肩部から屈曲して、短く直

立する日縁部、日縁端部は上方に面をもち凹む。外面に灰かぶり。口径8。 2cm。 色調は灰白色 (N8/)

を呈する。412は須恵器壷の底部。「ハ」の字形に広がる高台部、端部は内折し外方に面をもつ。内面

底部に自然釉。底径9.2cm。 413・ 414は須恵器年身。413は水平にのびる受部、日縁部は直立、日縁

端部は内側に面をもつ。調整は外面天丼部に回転ヘラケズリが施される。日径12.Ocm。 色調は灰白色

(N8/)を呈する。414はやや上方にのびる受部、口縁部は直線的に内傾しながらのびる、日縁端部は

内側に面をもつ。調整は外面底部に回転ヘラケズリが施される。口径 9。 2cm、 器高4.2cm。 色調は青

灰色 (5 PB6/1)を 呈する。

溝95(第 40図 421 図版79)

弥生土器高邦の脚台。なだらかに「ハ」の字形に広がる裾部、裾端部は丸 くおさめる。脚柱部に4ヶ

所の円孔を穿つ。調整は内面ハケメ (8/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。裾
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部径13.Ocm。 色調は内外面共ににぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。

溝98出土土器 (第40図 425-428 図版81)
425は須恵器邦蓋。消失気味のかえりが付く。調整は天丼部に回転ヘラケズリが施される。日径16.9

(15.2)cm。 色調は灰色 (5Y6/1)を呈する。426・ 427は土師器杯身。平底から、内弯しながら立ち上

がる日縁部。426の 日縁端部は丸 くおさめる。調整は内外面共に風化のため詳細不明。口径12.6cm。

色調は内面にぶい橙色 (7.5YR(6/4)、 外面にぶい橙色 (7.5YR7/4)を呈する。427の 日縁端部は内側に

段をもつ。調整は内面ヘラミガキ、外面底部にはヘラケズリが施される。日径15.2cm。 色調は内面に

ぶい橙色 (7.5YR7/4)、 外面橙色 (5YR6/6)を 呈する。428は土師器皿。平底から内弯しながら立ち上

がる日縁部。日縁端部は丸 くおさめ、内側に沈線をもつ。調整は内面ヘラミガキ、外面底部にはヘラ

ケズリが施される。日径21.4cm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR7/4)、 外面橙色 (2.5YR6/8)を 呈する。

溝99出土土器 (第40図 429～ 438 図版82)
429。 432は須恵器不蓋。429は強いヨヨナデによって稜をもつ。調整は外面天丼部に回転ヘラケズ

リが施される。日径14.Ocm。 色調は青灰色(5B6/1)を 呈する。432はやや平らな天上部、日縁端部は

下方に屈曲する。調整は外面天丼部に回転ヘラケズリが施される。日径16.8cm。 色調は灰色(5Y6/1)

を呈する。435～ 438は須恵器郭身。435は平らな底部から屈曲して、外反する日縁部、日縁端部は丸

くおさめる。調整は内外面共に回転ナデが施される。日径17.2cm、 器高3。 7cm。 色調は灰白色(5Y7/1)

を呈する。436～438は「ハ」の字形に外反する、断面台形の高台をもつ。486の外面底部に爪状の圧痕

が見られる。調整は内外面共に回転ナデが施される。日径16.Ocm、 器高3.55cm、 底径11.8cm。 色調

は緑灰色 (5G6/1)を呈する。437は底部欠失、調整は内外面共に回転ナデが施される。日径14.4cm、

器高4.2cm、 底径10。 2cm。 色調は灰白色(N7/)を呈する。438は丸味をもつ底部。調整は内面底部に

不定方向のナデが施される。底径11.lcm。 色調は灰白色(7.5Y8/1)を 呈する。430は土師器鉢。内弯

気味に立ち上がる日縁部、日縁端部は内側に面をもつ。調整は内面ヘラミガキ、外面にはナデが施さ

れる。日径25.6cm。 色調は橙色(5YR7/6)を 呈する。431は製塩土器。日縁部は肥厚する。調整は内
外面共にユビナデが施される。日径20.2cm。 色調は灰白色(7.5Y8/1)を呈する。433・ 434は土師器

甕。433は肩の張る体部から、日縁部は「くJの字形に外反する。日縁端部は上方に面をもつ。調整
は内外面共に著 しい摩滅のため詳細不明。日径13.6cm。 色調は内面灰黄褐色 (10YR4/2)、 外面にぶ

い橙色 (5YR7/4)を 呈する。434は 「く」の字形に外反する日縁部、日縁端部は内側につまむ。調整

は内面ヘ ラケズ リ、外面 にはハ ケ メ(11/cm)が 施 され る。日径16.2cm。 色調 は内面浅黄橙 色

(7.5YR8/4)、 外面にぶい橙色 (7.5YR7/3)を 呈する。

土坑6出土土器 (第41図 450 図版83)

弥生土器鉢。内弯しながら立ち上がる日縁部、日縁端部は上方に面をもつ。外面に 2帯の櫛描直線文が

見 られる。調整は内外面共にヘラミガキが施される。日径29.Ocm。 色調は明赤褐色 (5YR 5/6)を呈する。

土坑 8出土土器 (第41図 449 図版84)

須恵器杯身。水平な受部、内傾しながら立ち上がる日縁部、日縁端部は内側に面をもち凹む。底部

に円孔を穿つ。調整は外面底部 1/2に回転ヘラケズリが施される。 日径 10,3cm、 器高1.75cm。 色調
は内面灰色 (N5/)、 外面灰色 (N6/)を呈する。
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井戸 14

第41図 土坑 6。 8・ 井戸14出土土器実測図

井戸 14出土土器 (第41図 439～448 図版83)

439は弥生土器広口壷。大きく外弯する日縁部、日縁端部は面をもつ。調整は内面摩城のため詳細不

明、外面にはハケメが施される。日径18.Ocm。 色調は内面にぶい橙色 (7.5YR7/4)、 外面赤色 (10R4/8)

を呈する。440～ 445・ 447。 448は弥生土器甕。440はなだらかに外反する日縁部、日縁端部は丸 く

おさめる。調整は内面ハケメ、外面にはヘラミガキが施される。日径14.Ocm。 色調は内面にぶい黄褐

色 (10YR5/4)、 外面灰黄褐色 (10YR4/2)を呈する。441は 「く」の字形に外反する日縁部、 口縁端

部は面をもち、上端にキザミメが見られる。調整は内面風化のため詳細不明、外面にはハケメ(8/cm)

が施される。日径14,Ocm。 色調は内面灰黄褐色 (10YR4/2)、 外面褐色(7.5YR4/3)を 呈する。442は

「く」の字形に外反する日縁部、日縁端部は面をもち終わる。調整は内外面共に板状工具によるナデ

が施される。日径16.6cm。 色調は内面明赤褐色 (2.5YR5/8)、 外面橙色(2.5YR6/6)を 呈する。443は

「く」の字形に外折する日縁部、日縁端部は上方につまみ上げる。調整は内外面共にハケメ(10/cm)

が施される。日径16.Ocm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR7/2)。 灰色 (5Y4/1)、 外面暗灰黄色

(2.5Y5/2)を呈する。444は小型の甕。完形。平底から丸味をもつ体部、日縁部は短く外反する。調

整は内面ハケメ(8/cm)、 外面にはヘラミガキが施される。外面に煤付着。日径9.3cm、 器高15,Ocm、 底

径4.8cm。 色調は内面にぶい黄橙色(10YR7/4)、 外面淡橙色 (5YR8/4)を 呈する。445は 「く」の字

形に外折する日縁部、日縁端部は上方につまみ上げる。調整は内外面共にハケメ(5/cm)が施される。

日径19.Ocm。 色調は暗灰黄色(2.5Y5/2)を 呈する。447・ 448は大型の甕。「く」の字形に外折する日

縁部、日縁端部は肥厚し面をもつ。447の調整は内外面共にハケメ(7/cm)が施される。日径35,Ocm。
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色調は内面浅黄色 (2.5Y7/3)、 外面灰白色 (5Y8/1)を呈する。448は日縁郡下端にキザミメが見られ

る。調整は内面ハケメ (4/cm)、 外面にはヘラミガキが施される。日径33.Ocm。 色調は内面明赤褐色

(5YR5/6)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を呈する。446は弥生土器鉢。丸味をもつ体部に、なだらかに外弯

する日縁部、日縁端部は外方に面をもつ。調整は内面ハケメ(6/cm)、 外面にはハケメ (同原体)後ヘラ

ミガキが施される。日径26.Ocm。 色調は内面暗灰黄色 (2.5Y5/2)、 外面灰黄色(2.5Y6/2)を 呈する。

土坑30出土土器 (第42図 451～ 459 図版84・ 85)
451～457は広口壷。日縁端部を下方に拡張するもの(452・ 456・ 457)、 日縁端部をわずかに肥厚する

もの(451,453～ 455)、 日縁端部下端にキザミメをもつもの(455～ 457)が ある。451は 口縁部端面に

櫛描波状文、頸部に同原体からなる直線文が見られる。調整は内面ナデ、外面にはハケメ(7/cm)が施

される。日径23.6cm。 色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を 呈する。452は 日縁部端面に櫛描波状文が見ら

れる。調整は内外面共にナデが施される。日径23.6cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい

赤褐色(5YR5/4)を 呈する。453は 日縁部端面に櫛描直線文、頸部に同原体からなる直線文(10/1.4cm)

が見られる。調整は内面にハケメ(4/cm)、 外面にはナデが施される。日径25,8cm。 色調は内面明褐色

(7.5YR5/6)、 外面褐色 (10YR4/6)を呈する。454は無文。調整は内外面共にハケメ(7/cm)が施され

る。日径23.2cm。 色調は内面灰黄褐色(10YR5/2)、 外面灰黄褐色 (10YR4/2)を呈する。455は 日縁部下

端・頸部にヘラによるキザミメ、櫛描直線文が見られる。調整は内面摩滅のため詳細不明、外面にはハケ

メ(6/cm)が施される。日径21.Ocm。 色調は内面橙色(5YR6/6)、 外面にぶい橙色(7.5YR7/4)を 呈する。

456は 日縁部下端にキザミメ、頸部には櫛描直線文が見られる。調整は内面ハケメ (7/cm)、 外面にはナ

デが施される。日径24.4cm。 色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい橙色(7.5YR6/4)を 呈す
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る。457は大型の壺。下方に拡張された口縁端面

に櫛描簾状文、下端部にはヘラによるキザミメが

見られる。調整は内面ヘラミガキ、外面にはナデが

施 さ れ る。日径31.2cm。 色 調 は 内 面 褐 色

(10YR4/6)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/3)を呈

する。458は無頸壺。内傾する体部から口縁部につ

づく、日縁端部は面をもちおわる。外面に櫛描波

状文 (7/1.2cm)。 同原体による直線文が見られる。

調整は内面工具によるナデ、外面にはハケメ

(7/cm)が施される。日径11.2cm。 色調は内面灰

色 (5Y6/1)、 外面橙色 (7.5YR6/6)を呈する。459

は日縁部欠失の壷。誉部に大きな孔を穿つ。祭祀用

か。外面に黒斑あり。調整は内面ハケメ(6/cm)、

外面にはハケメ (同原体)後ヘラミガキが施される。

底径7.9cm。 色調は内面にぶい黄褐色 (10YR4/3)、

外面にぶい赤褐色 (5YR4/4)を呈する。

第43図 ピット136。 171・ 183出土土器実測図   ピット136出土土器 (第43図 461 図版91)

須恵器郭身。水平な受部、直線的に内傾する日縁部、日縁端部は内側に沈線をもつ。調整は内面底

部に一定方向のナデ、外面には底部 2/3に回転ヘラケズリが施される。日径 10.6cm、 器高4.6cm。

色調は内面灰色 (N6/)、 外面灰白色 (5Y7/1)を呈する。

ピット171出土土器 (第43図 462 図版84)

弥生土器高ITNの脚台から蓋への転用品と思われる。中実の脚柱部に、なだらかに外弯する裾部、裾

端部は面をもちおわる。調整は内外面共にハケメ後ナデが施される。裾部径12.8cm。 色調はにぶい黄

褐色 (10YR5/3)・ 橙色 (2.5YR6/8)を呈する。

ピット183出土土器 (第43図 460 図版84)

弥生土器壺。日縁部を欠失。外面頸部から体部最大径まで櫛描直線文 (9/1.lcm)が 見られる。外面

に黒斑あり。調整は内面ハケメ後ナデ、外面にはハケメ(9/cm)後ヘラミガキが施される。底径8.Ocm。

色調は黄褐色 (10YR5/6)を呈する。

第4層出土土器 (第44・ 45図 463～488 図版86～ 89)

弥生土器広口壷 (463・ 464・ 467・ 468)・ 器台 (465)。 長頸壷 (469。 471)・ 甕 (470・ 472)、 土師器

不身 (473)。 /1ヽ二型力げミ重 (474)・ Illl(475)・ 可可釜 (476)、 ″頁痣能吾鉢 (477)・ 高チ不(478・ 482・ 483)・ 舅く蓋

(479)・ 杯身 (480・ 481)・ 醜 (484)、 製塩土器 (485～488)がある。

弥生土器広口壺 (463・ 464・ 467・ 468)463は 筒状の頸部から大きく外反する日縁部、日縁端部は下

方に拡張する。日縁部端面に4条の凹線文と3個 1単位を 5ヶ所に円形浮文と竹管文が見られる。内

面に黒斑あり。調整は内外面共にヘラミガキが施される。日径24.6cm。 色調は内面赤褐色(5YR4/6)、

外面明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。464の 口縁端部は下方に拡張する。日縁部端面に4条の凹線文と円形
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472

浮文・竹管文が見られる。外面に赤色顔料が見られる。調整は内外面共にハケメ(5/cm)が施される。

日径29。 6cm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈する。467は短く立ち上がる頸部、なだらかに外反

する日縁部、日縁端部は面をもち、上下にわずかに肥厚する。肩部に 1条の沈線文が見られる。調整

は内面ナデ、外面にはヘラミガキが施される。日径 13.Ocm。 色調はにぶい黄褐色 (10YR5/3)を呈す

る。468は底部欠失。球形の体部から、なだらかに外反する日縁部、日縁端部は外方に面をもつ。外

面に黒斑あり。調整は内面ハケメ (10/cm)、 外面にはハケメ後ヘラミガキが施される。日径14.Ocm。

色調は内面にぶい黄褐色(10YR5/4)、 外面にぶい黄橙色 (10YR6/3)を呈する。

弥生土器長頸壷 (469。471)469は 小型の壷。口縁部を欠失。調整は内面ハケメ (7/cm)、 外面にはハ

ケメ (同原答)後ヘラミガキが施される。外面に黒斑あり。底径3.9cm。 色調は内面にぶい黄褐色

(10YR6/4)、 外面にぶい橙色 (7.5YR6/4)を呈する。471は平底に球形の林部、日頸部は直線的に外方
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にひろがる。外面に黒斑あり。調整は内外面共にハケメ(10/cm)後 ナデが施される。日径 10.4cm、 器

高24.lcm、 底径5,Ocm。 色調は内面灰黄色 (2.5Y6/2)、 外面明褐色 (7.5YR5/6)を呈する。

弥生土器器台(465)細い筒状の脚柱部、裾部境に1条の凸帯にキザミメが見られる。脚柱部には4

条の沈線文がある。調整は内面磨減のため詳細不明、外面ヘラミガキが施される。裾部径25.6cm。 色

調は内面にぶい黄褐色 (10YR5/4)、 外面明褐色 (7.5YR5/6)を 呈する。

弥生土器甕 (466・ 470・ 472)466は無花果形の体部、なだらかに外反する日縁部、日縁端部は上下

に肥厚する。外面に煤付着。調整は内面ヘラケズリ、外面にはハケメ (12/cm)後 ヘラミガキが施され

る。日径 14.4cm、 器高24.3cm、 底径4.8cm。 色調は内面にぶい黄橙色 (10YR6/4)、 外面にぶい橙色

(7.5YR6/4)を 呈する。470は 「く」の字形に外反する日縁部、口縁端部は外方に段をもつ。調整は内面

ハケメ、外面にはハケメ後夕タキメ(2/cm)が施される。日径 15。 6cm。 色調はにぶい黄橙色 (10YR6/3)

を呈する。472は大型の甕。「く」の字形に外反する日縁部、日縁端部は面をもちおわる。調整は内外

面共にハケメ(6/cm)後ナデが施される。日径31.8cm。 色調は黄褐色 (10YR5/6)を呈する。

土師器tTh身 (473)丸味をもつ底部から、内弯しながら立ち上がる日縁部、日縁端部は内側に段を
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もつ。外面に黒斑あり。調整は内面に放射状の暗文、外面にはヘラミガキ・ヘラケズリが施される。

日径 14.3cm、 器高6.lcm。 色調は橙色 (5YR6/6)を呈する。

土師器小型丸底壷 (474)丸味をもつ体底部、日縁部は外折する。外面に黒斑あり。調整は内外面共

にナデが施される。日径 12.Ocm。 色調は内面橙色(5YR7/6)、 外面橙色 (2.5YR6/8)を呈する。

土師器皿 (475)「ハ」の字形に外反する高台をもつ。平底から外反しながら立ち上がる日縁部、日

縁端部は内側に沈線をもつ。内面底部にはラセン状の暗文がみられる。調整は内面2段からなる放射状

暗文、外面にはヘラミガキが施される。日径22.6cm、 器高4.Ocm、 底径18.Ocm。 色調は内面橙色

(7.5YR7/6)、 外面橙色 (5YR7/8)を 呈する。

土師器羽釜(476)なだらかに外反する日縁部に、水平に鍔がつく。調整は内面ハケメ後ナデ、外

面にはナデが施される。日径25.4cm。 色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を 呈する。

須恵器鉢 (477)外傾しながら立ち上がる体部、日縁部は短く直回する。調整は内外面共に回転ナ

デが施される。日径20.Ocm。 色調は内面灰色 (N6/)、 外面灰白色 (N7/)を呈する。

須恵器高杯 (478・ 482・ 483)478は 脚台。なだらかに外反する裾部、裾端部は面をもち凹む。調整

は内面回転ナデ、外面にはカキメが施される。裾部径9.8cm。 色調は灰白色 (7.5Y8/2)を呈する。482

は無蓋高郭。丸味をもつ郭部、日林部境に退化気味の稜が見られる。稜下に櫛描波状文 (7/0.8cm)、

脚台には 4ヶ所の台形状透かし窓が見られる。調整はlTh部外面 2/3に 回転ヘラケズリを施す以外は、

内外面共に回転ナデが施される。日径13.2cm、 器高10.5cm、 裾部径10.4cm。 色調は内面オリーブ黒

色 (7.5Y3/1)、 外面暗灰色 (N3/)を呈する。483は有蓋高邦。扁平な邦部から、水平な受部、内傾する

日縁部、日縁端部内側に沈線をもつ。脚部は「ハ」の字形にひろがる脚柱部、裾部境に 1条の凸帯、3方

向からなる台形状の透かし窓が見られる。調整は外面郭底部 1/2に回転ヘラケズリ、脚部にはカキメ

が施される。日径 11.8cm、 器高9.8cm、 裾部径9,2cm。 色調は灰色 (N6/)を呈する。

須恵器邦蓋 (479)丸味をもつ天丼部から、ややにぶい稜、日縁端部は段をもつ。調整は内面天丼

部に不定方向のナデ、外面天丼部には回転ヘラケズリが施される。日径 10.2cm、 器高4.7cm。 色調は

灰色 (N6/)を呈する。

須恵器tTh身 (480・ 481)480は丸味をもつ底部から、水平な受部、日縁端部は上方に面をもつ。外

面に自然釉がみられる。調整は外面天丼部に回転ヘラケズリが施される。日径12.2cm、 器高4.6cm。

色調は内面灰色 (N6/)、 外面灰白色 (N7/)を 呈する。481は扁平な形態をもつ。受部は水平に、日縁郡

は短く上方に立ち上がる。外面底部にヘラ記号が見られる。調整は内面底部一定方向のナデ、外面 1

/2には回転ヘラケズリが施される。日径14.Ocm。 色調は内外面共に灰色 (5Y5/1)を呈する。

須恵器醜 (484)球 形の体部から、屈曲して大きく外方に広がる頸部。日縁部は欠失。頸部にヘラに

よる直線文と凹線文、体部に中央に 2条の凹線文とその間に円孔とクシエ具による列点文が見られる。

調整は外面底部に回転ヘラケズリが施される。体部最大径10.3cm。 色調は内面灰色 (N5/)、 外面灰色

(N6/)を呈する。

製塩土器 (485～488)485～ 487は直線的に内傾する日魯部。口縁端部はやや尖り気味におわる。

485の調整はユビナデが施されるが、磨滅のため詳細不明。日径3.Ocm。 色調は灰白色 (10YR8/2)・

淡橙色 (5YR8/4)を 呈する。486は内面ユビナデ、外面には工具によるナデが施されるが、磨減のため

詳細不明。日径3.2cm。 色調は灰白色 (7.5Y8/1)を呈する。487は内外面共にナデが施されるが、磨滅の

ため詳細不明。日径3.Ocm。 色調は内面灰白色 (10YR8/2)、 外面浅黄橙色 (7.5YR8/6)を呈する。488は

球形をなす。調整は内面貝殻条痕、外面にはユビナデが施される。日径 5。 8cm、 器高4.6cm。色調は灰白

色 (2.5Y8/2)・ 橙色 (5YR7/8)を 呈する。
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第5層出土土器 (第45・ 46図 489～496 図版89・ 90)

弥生土器壺、土師器甕・羽釜・鉢・lTh身、須恵器郷蓋・杯身などが出土した。

弥生土器壷 (496)な だらかに外弯する日縁部、日縁端部は面をもち下方に拡張する。頸部には櫛

描直線文 (10/1.3cl■a)が見られる。調整は著しい摩滅のため詳細不明。日径12.5cm。 色調はオリーブ

黒色 (7.5Y3/1)。 浅黄橙色 (10YR8/3)を呈する。

土師器甕 (489)丸味をもつ体部から、「く」の字形に外折する日縁部、日縁端部は上方につまみ上

げる。調整は内面ヘラケズリ、外面には夕タキメ(5/cm)後ハケメが施される。日径14.4cm。 色調は

内面灰白色 (10YR8/2)、 外面黄灰色 (2,5Y6/1)を呈する。

土師器羽釜 (490・ 491)490は なだらかに外反する日縁部に、短い鍔が付く。外面に煤付着。調整

は内外面共にハケメ(4/cm)が施される。日径26.2cm。 色調は橙色 (7.5YR6/8)を 呈する。491は 日縁

部。なだらかに外反する日縁部、日縁端部は丸くおさめる。調整は内外面にハケメ(9/cm)が施される。

日径19,Ocm。 色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を 呈する。

土師器鉢 (492)内 傾しながら立ち上がる日体部、日縁端部は肥厚し、上方に面をもつ。調整は内

面工具によるナデ、外面にはヘラミガキが施される。日径 18.Ocm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を呈する。

土師器イ身(495)平底から内弯しながら立ち上がる体部、日縁部は外傾し、日縁端部は内狽Jに沈

線をもつ。調整は内面ヘラミガキ、外面底部ヘラケズリが施されるが、著しい風化のため詳細不明。

口径21.2cm。 色調は橙色 (5YR7/6)を 呈する。

須恵器杯蓋 (493)稜はややにぶく、日縁部は短く直日し、日縁端部は内側に面をもつ。調整は外

面天丼部に回転ヘラケズリが施される。日径11.6cm。 色調は灰色 (N5/)を呈する。

須恵器lTh身 (494)ほぼ水平な受部から、直線的に内傾しながら立ち上がる日縁部、日縁端部は内側

に面をもち凹む。調整は外面底部 2/3に 回転ヘラケズリが施される。日径11.2cm。 色調は灰白色
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(5Y8/1)を呈する。

第 5～ 6層出土土器 (第46図 498～

500・ 502 図版89。 90)

弥生Ⅲ～Ⅳ様式に属す壺蓋・広口壷

が出土した。

壷蓋 (498)天 上部がわずかに丸味

をもち、屈曲して外反気味の日縁部が

つく。天上部に2孔 1単位の紐孔が見

られる。日径4.Ocm、 器高1.6cm。 色

調は内面淡黄色 (2.5Y8/3)・ 淡橙色

(5YR8/4)、 外面淡黄色 (2.5Y8/3)を

呈する。

広 口[壷 (499・ 500・ 502) 499イよ

大きく外方に外反する日頸部、日縁端

部は面をもち凹む。調整は内外面共に

ヘラミガキが施される。日径23.8cm。
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第47図 側溝出土土器実測図

色調は内面にぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈する。500はなだらかに外反

する日縁部、日縁端部は下方に拡張し、外方に面をもつ。日縁部端面には櫛描簾状文 (7/1.2cm)、 下

端部にはヘラによるキザミメが見られる。調整は著しい摩滅のため詳細不明。日径29.Ocm。 色調は黄

橙色 (10YR7/8)。 にぶい黄褐色 (10YR5/3)を 呈する。502は日縁部を欠失。上げ底の底部から、球

形の体部をもち、頸部は細長く直立する。外面頸体部に櫛描直線文 (14/1.7cm)が 見られる。調整は内

面ユビナデ・ハケメ、外面にはヘラミガキが施される。底径7.8cm。 色調は橙色 (7.5YR6/6)を 呈する。

第6層出土土器 (第46図 497・ 501 図版90)

共に弥生Ⅲ～Ⅳ様式に属す広日壷。497は筒状の頸部から、なだらかに外弯する日縁部、日縁端部

は上方に拡張し施文帯とする。日縁拡張部には簾状文手法の斜列点文・櫛描焦状文 (9/1.3cm)、 頸部

に同原林による直線文、頸体部境に斜列点文が見られる。外面に黒斑あり。調整は内面ヘラミガキ、

外面にはハケメが施される。日径12.4cm。 色調は明赤褐色 (5YR5/6)を 呈する。501はなだらかに外

反する日縁部、日縁端部は面をもちおわる。頸部に櫛描直線文が見られる。調整は内面摩減のため詳

細不明、外面にはハケメ(7/cm)が施される。日径 19。2cm。 色調は内面にぶい黄色 (2.5Y6/3)、 外面

にぶい黄橙色 (10YR7/4)を呈する。

側溝出土土器 (第47図 503～510 図版84・ 91)

弥生土器台付鉢 (503)平底から中実の脚柱部、椀形の鉢部。日縁端部は面をもつ。調整は内面板
状工具によるナデ後ヘラミガキ、外面にはヘラミガキが施されるが、風化のため詳細不明。口径 12.Ocm、

器高9.5cm、 底径6.4cm。 色調は灰白色 (10YR8/2)を呈する。

弥生土器高杯 (504)杯部が椀形を呈し、日縁端部は上方に面をもつ。日縁部外面に簾状文手法の

斜列点文が見られる。内面に黒斑あり。調整は内外面共にヘラミガキが施される。日径17.Ocm。 色調

は内面黄褐色 (2.5Y5/3)、 外面黒褐色 (2.5Y3/1)を呈する。

弥生土器甕 (505。 508)505の 日縁部は短く外反し、日縁端部は下方につまむ。調整は内外面共
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にハケメ(5/cm)が施される。日径21.Ocm。 色調は暗灰黄色 (2.5Y5/2)を呈する。508は丸味をもつ

体部から、「く」の字形に外反する日縁部、日縁端部は面をもつ。調整は工具によるナデが施される。

日径13.6cm。 色調は内面黄褐色 (2.5Y5/3)、 外面にぶい黄褐色 (10YR5/4)を 呈する。

弥生土器鉢 (509・ 510)509は平底から、内弯気味に立ち上がる日体部、口縁端部は内側に面をも
つ。調整は内外面共にヘラミガキが施される。日径 14,Ocm、 器高9,7cm、 底径3.2cm。 色調は内面に

ぶい褐色 (7.5YR5/4)、 外面にぶい褐色 (7.5YR5/3)を 呈する。510は上げ底気味の底部から、直線的

に外方に広がる口体部、日縁端部は尖る。調整は内外面共にナデが施される。日径 11.8cm、 器高5.5cm、

底径3.8cm。 色調は暗灰黄色 (2.5Y4/2)を 呈する。

須恵器不蓋 (506)やや偏平な天上部から、日縁端部は下方につまみ出される。調整は内外面共に

回転ナデが施される。日径16.5cm。 色調は灰白色 (N8/)を呈する。

須恵器杯身(507)断面台形を呈する高台をもつ。外面に自然釉付着。調整は内面底部に不定方向
のナデ、外面底部には回転ヘラケズリが施される。底径11.Ocm。 色調は内面灰白色 (N8/)、 外面灰

色 (5Y4/1)を呈する。

2)絵画文・記号文のある土器 (第48・ 49図 図版93～ 95)

本遺跡において絵画文 。記号文を付加する土器が多数出土した。これらはヘラ描・クシ描・竹管文・

浮文など、種々の施文法による記号的図形を、土器の一部に施す手法がみられる。これらを①～①の

6タイプに分類をこころみた。①は典型的な絵画文といえるもの、①はヘラエ具を使つて 1個体の記

号をつくりだすもの、○は竹管・ヘラなどの工具を使って文様原体による 1単位の記号をつくりだす

もの、③は竹管などの工具をつかって装飾的な文様的要素を一部分につくりだすもの、⑥は竹管・ヘ

ラなどの工具を使って器体を一周する文様的要素をつくりだすもの、○はヘラなどの工具をつかって

器体を一周する直線文をつくりだすもの、など以上のことを基準に分類をおこなった。だだし、遺物

は溝100出土にかざり、また拓影はすべてにおいては掲載していない。

①タイプは 2個体見られる。236は甕の体部上半に絵画をヘラによって描く。絵画の全形は土器が

欠損しているので不明であるが、鳥の上半部と考えられる。頭部より尖るように嘴を描く。眼の表現

はない。頸部は細長く体部へと続き、体部は頸部と同様の幅で終わる。足は 1本が残っており、指の

539
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表現は認められない。また、後頭部より2本の線が描

かれている。これは、冠羽の表現と思われる。頸部が

長く表現されていることからコサギやアオサギなどの

サギ類や鶴などの水鳥と考えられる。また、2本の冠

羽をもつ水鳥はコサギやアオサギなどがあり、コサギ

を描いたのであれば夏羽を描いたとも考えられる。

511は壷の体部中央に線刻による不明な絵画が見られ

る。

①タイプは22個体見られる。78は唯一壷の日縁部内

面に、半円を 2つ描いたような線刻が見られる。 110・

318,350・ 512は精円もしくは、精円に直線をプラス

する線刻がみられる。110・ 512壺体部中央、318・

350は鉢体部に線刻が見られる。80～ 82は壺の体部上

部に稲妻のような記号がヘラで施されている。233・

514・ 518・ 515・ 519・ 513は直線 2～ 3本 を壷また

は甕の底部脇から体部にかけて線刻が見られる。120。

124・ 522・ 523・ 516・ 517・ 520・ 521イよ直紡とを 2

冠羽のある白サギ       ～3本並べ、523・ 522・ 517は壷の肩部に124は壷体

部中央に線刻が見られる。516は格子状の線刻が壺肩部に見られる。

③タイプは10個谷見られる。37・ 75。 101・ 526・ 527は壷の頸部に2～ 9個の竹管による記号、

57・ 87は頸体部境にヘラまたは竹管で3個の記号、121・ 524・ 525は壷の体部に 2～ 4個の竹管によ

る記号が見られる。

①タイプは7個体見られる。重の頸体郡境を横一列または頸部縦一列に竹管およびヘラによる文様が

見られる。58・ 65。 88・ 94は壷の頸部に竹管で縦一列 4～ 10個を押圧する文様が見られる。69・

72・ 91は壷の頭体部境にヘラで横一列 4～ 10個を刻む文様が見られる。

③タイプは4個体見られる。重の頸郡・肩部に円形竹管文を連続して施すもの528・ 529、 壷の肩部

にヘラによる文様を連続して施すもの530・ 531が見られる。

①タイプは7個林見られる。壺の肩部に1・ 2周ヘラによる直線文がめぐるもの126・ 532・ 535、

重の頸部にヘラによる直線文がめぐるもの533・ 534・ 536・ 537が見られる。

その他に73は壷の頸体部境に①タイプに属すヘラによる円形文と林部には同じく⑥タイプと○タ

イプに属すヘラによる直線文、538は壷の頸体部境に①タイプに属すヘラによる円形文と○タイプに

属すヘラによる直線文が見られる。

3)溝 100出上の生駒西麓産土器

今回、溝100内 より弥生時代後期前半の良好な土器が出土したので、各器種ごとに生駒西麓産と非

河内産の比率をだした。器種は壺や甕などのように大きく分けた。産地の識別は角閃石の有無で生駒

西麓産と非河内産に分けた。また、スコープ (倍率30倍の実体鏡)で角閃石を含むのが確認されたも

のは生駒西麓産 ?と した。個体数のカウントは日縁部でおこない、破片や完形に関係なく1点とした。

集計の結果は表 2に記した。合計2292点 の内、非河内産は9点を数えるだけでありほとんどが生駒西

麓産であった。
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4)石製品 (第 50図 541～554 図版

92)

出上 した石器 資料 は、総 数127点

(1839.47g)を採集した。このうち打

製石器は118点 (1472.13g)、 磨製石器

8点 (284.16g)、  砥 石1点  (83.18g)

である。遺物のほとんどは第5層 (34点 )・

第4層 (14点 )。 清100(22点 )。 土 坑14

(11点)か らである。本石器資料の相対

年代は共伴土器に準ずる。

石器の用途としては、武具・狩猟具・

表 2 溝 100出土土器比率

器種 生駒西麓産 生駒西麓産 ? 非河内産 合計 (点 )

霊 289 2 294

甕 1401 40 3 1444

鉢 287 l 306

器台
０
０ l 2 41

高郭 199 4 1 204

その他 3 0 0 3

合計 (点 ) 2217 66 9 2292

比率 (%) 96.7 2,9 04 100

祭祀 。工具・農具・紡織具などがあげられるが、このうち石鏃・石槍は狩猟と併用、農具には石庖丁、

工具には石錐・砥石、紡織具には紡錘車などがあげられる。その他にサヌカイ トの素材剥片のなかに

削器とみられるものが認められる。

以下、打製石器に関しては石器タイプの分類を試み、分類項目の特徴を記載する。磨製石器に関し

ては各器種ごとに個別の資料の特徴を記載する。各個体の法量・詳細などは [表 3・ 4]に まとめた。

打製石器 (第50図 541～ 546)

石鏃 (541・ 542)541は平基式。先端部・片側側縁側辺の欠失。断面は先端部両凸、基部台形を

なす。横形剥片。542は円基式。先端部は使用による欠失。基部に著しい摩減が見られる。断面両凸。

石錐 (543・ 544)頭部と錐部の境は明瞭であるが、頭部にほどんど調整がみられない。543の 先

端部は使用による欠失。側縁側辺は回転穿孔による摩滅。原面をもつ。横形剥片。544の 先端部・側

縁狽1辺は使用による摩滅。背部に原面。両側縁に二次的加工による刃部が見られる。

石槍 (545・ 546)545の基部に原面。片面中央部剥離。断面両凸。製作時における事故品。

削器 素材承1片の側縁側辺の一部に連続した細部調整を施し、ほぼ均―な断面形をなす稜線に仕上

げて刃部とした石器。

石核 原面を残す天然の礫で搬入された石材から形成された石核と、剥片素材の石核が見られる。

剥片 剥片の中でも、大きなものから石くずのような細片のものまでさまざまなものがある。図示

していないが、加工することによって製品になる可能性のある予1片も一部に見られる。

磨製石器 (第50図 547～ 555)

滑石製双孔円板 (547)側縁は面取りされている。全面には著しい研摩による線条痕が見られる。

滑石製勾玉 (548)側縁は面取りされている。全面には粗い研摩による線条痕が見られる。

滑石製紡錘車 (549)6展 開する鋸歯文が側面に施される。全体には風化のため詳細不明。

叩き石 (550)一部に敲打痕が見られる。

砥石 (551)全面に使用による擦過痕が見られる。全面砥面。

石庖丁 (552～555)552は完形。裏面に失敗したと思われる穿孔途中の組孔跡が残存する。組孔

周辺には紐の使用による擦過痕、刃部には使用による摩滅が見られる。直線刃半月形態。553～555

は細片のため詳細不明。

―
―
」
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表 3 石製品観察表
脱告番| 番号 出  土  地 種   類 長  さ 幅 厚  さ 重  さ 備 考

懸-lc 第 4層 削器 355 550 2160 横形剥片。一部に原面。一辺は欠損 しているが摩滅が見られ
る。一辺は直線と快 りの刃部。

東の段 南側溝 削器 570 形剥片。二次的加工による錯向の刃部。片面調整。

ヨ核景1片 635 215 一郡

三核剥片 475 090 1形剥片。一部に原面

西狽! 北側濤 ヨ核景1片 795 750 1427 1形二1片。一部に原面。石の目がみられる。

判片 370 957 紺 形
封片 170 075 締 形勲|

判片 1377 納 形煎1片 .
〒核剥片 220 030 239 縦 形剥 片.一 部 に原 lm^

572 縦 形烈 片。
ヤ面調整 340 190 320 横形剥片 .

12 4292 表面に原面。
13 Ⅱ-8c 928 縦形■l片 .
Ⅱ-7c 溝 1 710 180 3791 表面に原面。

542 15 Ⅱ-2b 溝100 185 060 断両面凸。

‖-8d 溝 10o 1153 縦形黒1片。
17 服 120 030 一部に原面。

] 刊片

] 刊片

] ゴ核勲1片 070 476 一部に原面。
21 Ⅱ-3b 溝 100 1面 調率 290 1445 石核剥片。表面に原面。一部に刃部。

B 7c 溝 100 』片 160 064
0 7c 溝 100 核景‖片 395 913 剥片。一部に原面。
Ц-lb-2b SD87 ゴ核剥片 865 片。金山産 ?

核剥片 825 表面に原面。削器の未製品
Ⅲ-3d 溝 100 核豪1片 335 21

] 9e 溝 100 核剥片 355
Ⅲ-2b 溝97 溝 100 ∬片 330 335 650
コー7c 溝 100 J片 7030 290 050 102 台石 上技法 ?
8d S溝 100 J片 395 170 035
2d 第5層 核剥片

第5層 刊片 290 637
錐 520 085 924 更用による欠損。回転部摩滅。

核剥片 060 515
面調整 225 040 ―を【に原う

025 ―を[に原面̂
280 6495

核工J片 110 1419 著 しい風イヒあるいは金山芦 ?一祁に陳面
lb～ lc 第3層～第4′層 :Jナヤ 410 1419

Ⅱ-1～ 2 b～ c 第5層 255 170 030 台石上技法 ?

]-2d 第4層 220 045 一部に原面。

]-2d 南側溝 該
一

3803 一部に原面。
B-2b～ 4b 第5層 脚

一
335 322 二次的加工による片面調整 .

コー3d-4d 略
一

700 150 4042 一部に原面。側緑摩減。
Ⅱ-3d-4d 表面に原面。一部に刃部 ?

F-3-4d 片 500 2573 一部に刃部が見られることか ら 製作徐中の事故品 ?
F-5d-6d 核剤片 070 799 表面に原面。
Ⅱ-8e 核剥 片 065 912 一部に原面。
Ⅱ-9d 南側潜 片 135 1905
Ⅱ-9c 第4 器 717 一部に原面。

51 Ⅱ-9～ Ⅲ-1第4層～ 部調整烈片 063 刃部未調整。
Ⅱ-9～ Ⅱ-1第4眉～第 」核剥片 159 一部に原面。
Ⅱ-9～ Ⅱ-1第4層～第5層 片 340
Ⅱ-9～ Ⅱ-1第4層～第5層 片 325 530

子鏃 465 の事故品 ?

Ⅱ-lb 溝99 片 260 170 07 面。

57 第5層 片 120 240 02

Ⅱ-lc～ lc 満95 片 250 230 045
片 220 050

11-4c 1片 415
4c 第5層 1片 040 472
第5層 1器 395 120 3059 側縁 に原 向。
第 5 J片 240 060 577

]部調整剥片 055 750 片面調整。

B部調整剥片 265 1380
〒核剥片 285 1295
!片 310
1器 190 210 331 製作 徐中の未製品 .
耳核剥片 260 一切 に原面 .

270
〒鏃 240 075 基部摩滅。

子核剥片 100 250 093 一部に原面。
73 4c 第〔 090 030

Ⅱ 1片 110 030
75 Ⅱ-4c
76 Ⅱ-4c 055 162

545 77 Ⅲ-3d-4d 290 150 5034 断両面凸。
541 1-3d ビット1 190 040 平基式。断両面凸。

1-2d ‖片 230 050 405
R-2d 1片

Ⅱ-2b 溝 100 核妥‖片 050 一部に原面。

n-2b 1641 剥片あるいは製作途中の来処品。 fFk?
Ⅱ-2c-2d 核 勲片 表面に原面。

‖片 285 437
Ⅱ-ld～ 2d 土坑 H 艶 625 一部に原面。先端部摩滅。
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石核剥片 251
Ⅱ-7d ピット52 石核剥片 一部に原面。著しい風化あるいは金山産 ?

1-8d ビット51 石核剥片 170
Ⅱ-8b～ 8c 土 訓片 375 130 2050 製作途中の事故品。側縁摩滅。
Ⅱ-10d ビット25 剥片 310 722
]-10d ビット25 剥片 175 205 035 046
Ⅱ-6c ビット220 石核剥片 080 表 に原面。

Ⅱ ピット214 940 4793 こ原面。

Ⅱ-ld 片面調驚 225
Ⅱ-2d

2630 著 しい摩滅。
325 94 一部に原面。

103

石核勲1片 650 050 823
片面調幣 135 2053 製作豫中の事故品.

Ⅱ-7c～8c 十筑 4 勲 片 1828
Ⅱ-7c～8c 十筑 4 石核 剥片 365
Ⅱ-lb 溝99 石核剥片

Ⅱ-9d～ 10d 溝72 石核剥片 に原面。

ロー7d ピット59 石核剥片 220 215
111 コー8d ビット40 石核豪1片 235
112 ユー8c 溝68 il片 270 530 1963 原面。

Ⅱ-7c～8c 土坑4 剥片 420 3191 一部に原面。
114 Ⅱ-7c～8c 土坑4 剥片 240 040
115 U-7c～8c 土坑4 石核剥片 270 2400 製作途中の事故品。
ロー7c～ 8c 土坑4 剥片 275 524 著しい風化あるいは金山産 ?

117 Ⅱ-7c～8c 土坑 7 石錐 735 095 4770 一部に原面。快 り状の刃部。
H -2b 溝 100 石核剥片 475 2473 表面に原面。

552 119 I-ld S 土坑6 片面調整 [415 6697 直線刃半月形態。片刃。
120 Ⅱ -4b 混在溝 100 剥片 470 直線刃半月形態。片刃。

553 Ⅱ-9e 溝 100 削器

555 122 第5層

550 123 第4A層～第4層 290
547

石核剥片 580 8318

種 類 総重量 (g) 総数

と
日 器 331.82 つ

る

石 核 剥 片 484.01 34

素I 片 291.22

片 面 調 整 20.96

石 核 159.59 4

石 鏃 17.55 4

石 錐 36.04 ０
と

細部調 整剥片 25.15 4

石 槍 115.37 4

石 庖 丁 110.51 4

磨 石 12870 1

滑石製双孔円板 4.08 1

砥 石 83.18 1

滑石製紡錘車 40.87 1

滑 石 製 勾 玉 3700 1

計 1886.05 127

表4 石製品の個体別表およびグラフ

500.00

450.00

400.00

窒  :[I:II
量  250.00
オヽ  200.00
こ  150.00

100.00

50.00

0.00

55
50
45
40
35

9!簸
20
15
10
5

0

駐 棘 譲
プ

が料 番

種類

-86-



V.ま とめ

今回の調査では、後期の弥生土器を多量に含む溝100をはじめ、弥生時代中期から中世期にいたる

遺構・遺物を検出した。概要報告の性格上、調査成果の二、三を列挙しまとめに代えておきたい。

1)段上遺跡第12次調査地の集落様相概観
第2遺構面において、奈良時代・古墳時代中～後期・弥生時代後期の 3時期の遺構が検出された。こ
こでは現場所見に基づいて各時期の様相を地区別に概観する。A区の清100以東部では、後世の境乱
のため古墳時代の溝 。土坑・井戸が散見されるにとどまる。溝100の南側ではピットが密在する。東

西溝78と 南北溝75。 溝76が区画する内部に掘立柱建物が2棟以上存在すると考えられる。溝78は出土

遺物から古墳時代に属し、区画内の建物も該期の所産と推定される。B区では、南北溝88の東側にピッ
ト群がある。A区より長大な柱間を持つ掘立柱建物1棟の存在が推定される。ピットから古墳時代中～

後期の須恵器が出土するため復元される建物の時期は該期に求められよう。溝88よ り西側では清100

と併走ないし直交する溝群が見られる。切り合いは明瞭ではないが出土遺物から奈良時代に属するも

のである。なお今後の課題とするが、溝100と 同時期の集落遺構を抽出することはできなかった。ま

た第3遺構面のピット・土坑・井戸は、上層での未検出分を除き、弥生時代中期を中心に一部後期に下

るものであろう。平安時代以降、本調査地は耕地として利用されたことも判明した。

2)清 100とその出土遺物

溝100か ら多量の完形品を含む後期の弥生土器が出土した。上面での撹乱を考慮すると本来は完形

品が累々と重畳していたものと推測される。出土した弥生土器をみると、①長頸壷は胴部が球形を呈

し頸部長と胴部高が相半ばする例に混じり細く上方へ直線的にのびるもの(107)がみられること、②

甕は日縁端面に凹線文を施すもの(142)が少量認められること、など古い要素を残しつつ、③邦部で

屈曲して稜をなす高年は例外なく上方に外反して開く形態をもつことから、弥生時代後期前半 (西ノ

辻正式)の良好な一括資料群と捉えられよう。次に出土した弥生土器のうち生駒西麓産は96,7%、 スコー

プで角閃石が確認されたものを含めると実に99,6%に のぼる。この数値を中期末の竪穴住居址1棟が検

出された山畑遺跡 (15次 -90.6%)、 後期初頭～前半の竪穴住居址6棟検出の岩滝山遺跡 (5次 -94.4%)

と比較すると、段上遺跡では極めて在地性の高い集落が営まれていたことがわかる。この相違は遺跡

の立地条件や集落の性格に求められるのではなく、西麓域の後期集落全林が閉塞状況に置かれたとす

る指摘を追認し、後期前半ではその傾向が強まることが窺われる。さて溝100の 内部からさまざまな

絵画・記号文土器がみられた。ここではサギが描かれた土器 (236、 P80～ 81)について臆説を述べたい。
一般に後期 (弥生 V期)になると近畿地方では土器から絵画が消滅し記号文に移行する見通しが指摘さ
れている。サギは集落周辺の水田で散見される動物で、弥生人か ら稲の生育に係わるシンボルとして

神聖視されたといわれる。サギの冠羽については鳥取県稲吉遺跡出土の絵画土器 (中期)が参考となる。

船上の人には頭部から逆U字形の装飾がみえる。彼らは鳥装の司祭者でサギの冠羽をシンボリックに

捉えたことがわかる。段上遺跡の南西約 1,2kmの池島地区ではサギが観狽1されてお り、段上ムラの弥

生人はまつりの場などで稲の生育と重ね合わせてサギを上器に描いたと推測される。

1(財 )東大阪市文化財協会『山畑遺跡第15次発掘調査概要』、1999年。
2(財)東大阪市文化財協会『岩滝山遺跡第5次発掘調査概要』、1999年。
3芋本隆裕「まとめ」 (注 2文献)。
4以下,サギが描かれた土器の位置付けは、佐原 真・春成秀爾『原始絵画』 (歴史発掘⑤)、 1997年。に拠る。
5注4に同じ。
6(財 )日本野鳥の会大阪支部『大阪府鳥類目録』、1987年。
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先行部 第 1遺構面検出状
況

先行部 第 2遺構面検出状
況

先行部 第 3遺構面検出状
況
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A区 第 1遺構面 (鋤溝)検出状況

B区 第 2遺構面 (鋤溝)検出状況
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A区 第 2遺構面検出状況

B区 第 2遺構面検出状況
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A区 清 100内土器出土状況

溝100内土器出土状況
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A区 溝100内土器出土状況

A区 溝100内土器出土状況
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A区 溝100内土器出土状況

溝100内土器出土状況 (下層)
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B区 溝100内土器出土状況
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B区 溝 100内土器出土状況

B区 溝 100内土器出土状況
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溝100内土器出土状況

B区 溝100内土器出土状況
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溝 100内土器出上状況

B区 溝 100内上器出土状況
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A区 第 2遺構面完掘状況 (東側)

A区 第 2遺構面完掘状況 (西側)
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土坑 6内石庖丁出土状況

B区 第 2遺構面掘削状況
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B区 第 3遺構面完掘状況
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井戸14完掘状況

井戸 14北壁断面
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A区 南壁断面

B区 南壁断面

B区 西壁断面
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試掘調査出土 弥生土器長頸壺 (1)甕 (4)鉢 (6・ 7)高杯 (10)底郡 (556～ 558)
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3

試掘調査出土 弥生土器広口壺 (2・ 3)甕 (5。 8)高年 (9。 11)脚台 (12)

12

清 100出土 弥生土器広日壺 (23。 26・ 34・ 38)無頸壺 (48・ 49)



溝100出土 弥生土器広口壺 (13・ 16。 19。 29・ 32・ 35～ 37)
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溝100出土 弥生土器広口壺 (17。 18・ 20。 24・ 28・ 30。 33。 39)
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溝 100出土 弥生土器広口重 (14・ 15。 25・ 50～ 53・ 55～ 57)
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溝100出土 弥生土器広口壺 (54・ 58～ 64)
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溝100出土 弥生土器広口壺 (65～ 72)
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溝100出土 弥生土器広口壺 (73・ 75～ 79)
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溝100出土 弥生土器無頸壺 (40。 42)広口壺 (74・ 80。 82・ 83)
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100出土 弥生土器台付鉢 (31)小形壺 (43～ 45)無頸壺 (46)広 口壺 (81)
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溝 100出土 弥生土器長頸壺 (84～ 87)
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弥生土器長頸壺溝 100出土 (88・ 89・ 91・ 92)
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溝100出土 弥生土器長頸壺 (110～ 113)
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弥生土器長頸壷 (101・ 120。 121・ 124)



図
版
３３
　
４退
物

溝100出土 弥生土器長頸壺 (94・ 106。 114～ 116)
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溝 100出土 弥生土器長頸壺 (93。 98～ 100。 117・ 118)
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溝100出土 弥生土器長頸壺 (90。 95～ 97)短頸壼 (123・ 131)
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溝100出土 弥生土器長頸壼 (119・ 126)

溝100出土 弥生土器長頸壺 (128・ 132)
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溝100出」二 弥生土器J曼頸壺 (104・ 105。 107・ 108。 133。 134)
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溝100出土 弥生土器長頸壺 (102)短頸壺 (125)
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溝100出土 弥生土器長頸壺 (127)短頸重 (129)
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溝 100出土 弥生土器長頸壺 (103)広 口壺 (109)

溝100出土 弥生土器短頸壺 (122・ 130)
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溝100出土 弥生土器甕 (135・ 137)

溝100出土 弥生土器甕 (136。 138)
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溝 100出土 弥生土器甕 (139～ 143・ 147)
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溝100出土 弥生土器甕 (144～ 146・ 148～ 150)
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溝 100出土 弥生土器甕 (151～ 157)
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溝100出土 弥生土器甕 (158～ 165。 166)
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溝 100出土 弥生土器甕 (167～ 174)
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溝100出土 弥生土器甕 (175～ 178。 185。 186)
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溝100出土 弥生土器甕 (179。 180,182～ 184)台付甕 (181)
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溝100出土 弥生土器甕 (187・ 191)

溝 100出土 弥生土器甕 (190。 192)
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溝 100出土 弥生土器甕 (188。 201)

溝100出土 弥生土器甕 (194・ 197)
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溝100出土 弥生土器甕 (198・ 204)

溝 100出土 弥生土器甕 (205・ 219)
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溝 100出」二 弥生上上器甕  (193・ 195。 196・ 199。 200・ 202)
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溝100出土 弥生土器甕 (210。 217)

溝100出土 弥生土器甕 (216。 218)
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溝100出土 弥生土器甕 (203・ 207～ 209・ 212・ 213)
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溝100出土 弥生土器甕 (206。 222)

溝 100出土 弥生土器甕 (211・ 223)
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溝 100趾たと 勃卜と上士ュ:器整息(214。 215。 220。 221・ 227・ 236)



図
版
５６
　
迫退
物

溝100出土 弥生土器甕 (224・ 226・ 229。 231・ 233・ 235)
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溝100出土 弥生土器甕 (228。 234)

溝100出土 弥生土器甕 (225。 230)
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溝100出土 弥生土器甕 (165)鉢 (309・ 314・ 559)

溝 100出土 弥生土器甕 (232)鉢 (310。 312・ 315)
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溝100出土 弥生土器高年 (237～ 246)
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溝100出土 弥生土器高FTX(249～ 256)
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溝100出土 弥生土器高lTh (248,260～ 262・ 264・ 265。 268～ 270。 274。 275)
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溝 100出土 弥生土器高17N(258・ 259・ 276)脚台 (277)

溝100出土 弥生土器脚台 (247・ 282-284)
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溝 100出土 弥生土器高郷 (257・ 271・ 272)鉢 (311)
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溝 100趾 :三上 方生i三上器高杯  (263。 266・ 267・ 273)脚台 (278～ 281)
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溝100出土 弥生土器鉢 (285～ 291・ 296～ 298)
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溝100出土 弥生土器鉢 (299～ 308)
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溝 100出土 弥生土器鉢 (292～ 295・ 313・ 316。 317)
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溝 100出土 弥生土器鉢 (318～ 323・ 325。 336)
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溝 100出土 弥生土器鉢 (324・ 326-328)
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溝 100出土 弥生土器鉢 (329～ 332・ 334～ 335)
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溝100出土 弥生土器鉢 (337～ 340)
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溝 100出土 弥生土器鉢 (341～ 345)
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溝100出土 弥生土器鉢 (346～ 352)
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溝 100出土 弥生土器鉢 (353～ 360)
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溝100出土 弥生土器鉢 (361～ 367)
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387

溝100出土 弥生土器器台

382

(368・ 369・ 871-373。 382・ 383・ 386・ 387)
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溝 100出土 弥生土器器台 (374～ 380・ 384)
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396

溝100出土 弥生土器器台 (370・ 381・ 385。 388)台付甕 (389)把手付コップ形土器 (396)ミ ニチュ
ア土器 (398)
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溝100出土 弥生土器壺蓋 (390)筒形鉢 (395)

溝100出土 弥生土器無頸壺 (41)甕蓋 (391～ 393)ミ ニチュア土器 (397。 399)
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410

403

1(410)無頸重 (411)壷

413

溝88出土 製塩土器 (403)須恵器郷蓋 (412)不身  (413・ 414)

417

溝88出土 弥生土器広口壼 (402)、 溝82出土 弥生土器広口壷 (415。 416)月 形ヽ壺 (417)高 ITh(418)、
溝33出土 弥生土器広口壺 (419)

419

14■8
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425

溝87出土 土師器邦身 (422)須 恵器不蓋 (423)イ身 (424)

溝98出土 須恵器杯蓋 (425)土 師器郭身 (426・ 427)皿 (428)
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溝99出土 土師器鉢 (430)甕 (433・ 434)製塩土器 (431)

437

溝99出土 須恵器郵蓋 (429・ 432)ITh身 (487・ 438)



図
版
８３
　
迫退
物

井戸 14出土 弥生土器甕 (440～443・ 445)

井戸14出土 弥生土器広口壺 (439)鉢 (446)甕 (447・ 448)、 土坑 6出土 弥生土器鉢 (450)
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溝33出土 須恵器提瓶 (420)、
卜183出土 弥生土器壺 (460)、
鉢 (509・ 510)

溝99出土 須恵器郭身 (435・ 436)、 土坑 8出土
ピット171出土 弥生土器高郷 (462)、 側溝出土

須恵器邦身 (449)、 ピッ
弥生土器台付鉢 (503)
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土坑30出土 弥生土器壺 (459)、 井戸 14出土 弥生土器会 (444)

土坑30出土 弥生土器広口壼 (451～ 457)無頸至 (458)
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第 4層出土 弥生土器広口壺 (463。 468)器台 (465)甕 (466)長頸壺 (469・ 471)
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478

第 4層 出土 須恵器高FTN(478。 482)磁 (484)

第 4層 出土 須恵器鉢 (477)17N身 (480・ 481)
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第 4層出土 弥生土器広口壺 (464・ 467)甕 (470。 472)

第 4層出土 土師器邦身 (473)対 形ヽ丸底壺 (474)羽釜 (476)製塩土器 (485～ 487)
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(475)須恵器lTh蓋
器壺 (496)、

(479)有蓋高JTN(483)製塩土器 (488)、
第 5～第 6層出土 弥生土器壺蓋 (498)

第 5層出土 弥生土
広口重 (499。 502)

第 4層出土 土師器皿
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第 5層出土 土師器会 (489)羽釜 (490。 491)鉢 (492)杯身 (495)須恵器邦蓋 (493)杯身 (494)

第 6層出土 弥生土器広口壺 (497・ 501)、 第 5～第 6層出土 弥生土器広口壺 (500)
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ピット136出土 須恵器郭身 (461)、 側溝出土 須恵器lTh蓋 (506)イ 身 (507)

側溝出土 弥生土器高邦 (504)甕 (505・ 508)
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ピット139出土 石鏃
(544)、 第 7層出土

(541)、 溝100出 土 石鏃
石槍 (545)、 井戸14出土

(542)、 第 5層 出土
石槍 (546)

石 錐 (543)、 土坑11出 土 石錐

第 4層出土 滑石製双孔円板
出土 滑石製紡錘車 (549)、

(547)叩 き石 (550)砥石
土坑 16出土 石庖丁 (552)、

(551)、 溝99出土 滑石製勾玉 (548)、 試掘調査
溝100出土 石庖丁 (553～555)
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320

絵画文・記号文のある土器
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絵画文・記号文のある土器
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絵画文・記号文のある土器
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